


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










レイセン




File6：三人きりのフォース








林 トモアキ





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　①




　乗客と大半のクルーを降ろしたアクアリウムⅡの船内を、火器武装したケルベロス隊が騒そう然ぜんと走り回る。

「なんだって？　よく聞こえなかったぞ」

　立ち止まったレフトの一人は、ぼそぼそとした隊長の声に疑問を投げかけた。

　だが同じ無線を聞いていたツーマンセルの片割れは、神しん妙みような面おも持もちで肩かたをすくめる。

「逃にげてくるボーイスカウトの二人を、適当に威い嚇かくして足止めしろとさ。……なんかワケ有りだな」

「どうしてわかる」

「喋しやべり方だよ。あのリーダー、いっつもガスマスク着けてるだろ。小声で喋れば、その場にいる他ほかの連中には聞こえない。聞こえるのは、俺たちの回線だけだ」

　と、ケルベロス隊の中でも古株の男は、耳のレシーバーを指で叩たたいて見せた。

《センターからレフト》

「レフトだ」

《命令変へん更こうだ。リーダーが言うには、二人のガキは逃がしていいそうだ。ったく、マジでここの会社はイカレてやがるな……》

「何があった？」

　ノイズ交じりの軽い溜ため息いきのあと、言葉は続いた。

《俺たちも見たのは途と中ちゆうからだが、どうやらボーイスカウトたちが仲間割れを起こしたらしい。副社長が、従わない方の二人を殺せってよ》

「……穏おだやかじゃないな。四人の中の誰だれと誰かは知らないが、全員まだ子供じゃないか」

《結局、そういう穏やかじゃない研究をカモフラージュするための船ってことなんだろう。とにかく、努力する姿勢だけ見せればいい。深追いはするな。超ちよう能力で焼き殺されるか、挽肉ミンチにされるぞ》

「了りよう解かい」




　　　　◆




「逃げられただと……!?」

　甲こう山やまがガスマスクの胸むなぐらを摑つかみ上げる。

　ガスマスクは怯ひるむ様子もなく、変わらぬ声で首を傾かしげた。

「……なあ。あんた、なんか勘かん違ちがいしてるようだがな。俺たちは〝戦争〟屋だ。鉄てつ砲ぽう向けられれば引き金も引く。要人警護ってんなら頭ぶち抜ぬかれるまでは守りもする。だが丸まる腰ごしの、年とし端はもいかねえガキを殺せってのは戦争でも戦せん闘とうでもない、ただの〝虐ぎやく殺さつ〟だ。そりゃ俺の部下もやる気なんて出るわけねえよな～……」

「貴様、雇やとわれの犬の分際で……！」

「はいはい悪かったよ、ウォードッグなんて所しよ詮せんは野犬の群れだ。独裁者の番犬みてえに躾しつけられちゃいねえんだよ」

　減らず口を叩くガスマスクの胸ぐらを、甲山は勢いよく突つき放す。

「今さらになって大した偽ぎ善ぜん者面づらだな」

「ハッ、大したもんだろ？　あんまりぶっ壊こわれちまうと、長生きできない商売なもんでな。殺やれってことなら俺一人で行く。だが拉ら致ちが目的なら、あの二人もこれだけのことしでかした立派な魔ま法ほう使つかいだ。それなりの装備で出かけさせてくれ」

　ウンディーネとサラマンダーの衝しよう突とつによる水蒸気はすでに晴れていたが、爆ばく撃げきでめくれ上がったような通路と壁かべはそのままだった。

「だが、なぜだ……？」

　その痕こん跡せきを見み詰つめていた霧きり也やが呟つぶやくように言った。

「水みず姫きの言う通り、ここには土なんてなかった。なのに、なぜ美み野の里りのノームがこんな……」

「金属は土の属性だからよ」

　それまで無かった女の声に、全員が振ふり返る。

「マックル……！　よかった、無事だったんだね……!?」

　喜色を浮うかべた修しゆう人とに、マックルは微笑ほほえんだ。

「ごめん、ごめん。その様子だと、大体事情は聞いたみたいね。あのシシルって子を撒まくのに手間取っちゃって。いや～、しつこい、しつこい」

「土の……属性って？」

　訊たずねる水姫の声に、マックルは答えた。

「金属ってもともとは土に混ざってるものでしょ。鉱脈とか、山の中にあるし。だから四大属性の、土、水、火、風……のどこに属するかって言ったら、そういうことなの」

「じゃあ火はどうなんだよクラウツ」

　話ついでといわんばかりの適当な口調で投げかけるガスマスクへ、マックルは答えた。

「ナイトの心ハートの中には、あるのよ。燃え盛さかる炎ほのおが」

　言ってから、意味を図はかりかねるような顔、何のジョークかと訝いぶかしむ顔。そんな周囲の様子を、マックルは鼻で笑った。

　そんなことも知らないのに霊れい体だけは作れるのだから。

「……ほんと、おかしな世の中になったものだわ」




　　　　◆




　着の身着のまま。

　単車を駆かるナイトの背中で、美野里は涙なみだを流していた。

「悔くやしい……！　悔しいよぉ……！」

「おい、少し落ち着け。ハンドリングに影えい響きようが出る」

「ナイトは悔しくないのっ!?」

　ドン、と背中を弱々しい拳こぶしに叩かれ、ナイトはしばし口を噤つぐんだ。

「……それ以上にムカついちまってな。自分でも、よくわからねえんだよ……」

「っ……、うん……」

　人通りもほとんど無い、深夜の街並。

　幸い、船の外までガスマスクたちが追ってくるような気配はなかった。

「……これから、どうするの？　怪あやしい研究している会社に追われてますなんて言ったって、警察だって信じてくれないよね……」

「だろうな」

「服も携けい帯たいも財さい布ふも、みんな船に置いて来ちゃった……」

「そうだな」

「こんな時間にバイクで家に帰ったら不良だと思われちゃう……」

　そもそも美野里の家がどこかなんて知らないナイトは、溜息しながら無人の交差点を曲がる。

「ていうか……どこ行くの？　ナイト」

「ファミリーのとこだ」

「ファミリーって……まさか、ケンカごっこの？」

「ああ」

　美野里の頭に、廃はい倉庫の中でモヒカンやリーゼントの筋肉ムキムキがタバコの煙けむり立ちこめる中でゲヒヒと笑っているような光景が思い描えがかれる。

「ちょっ!?　いや、ダメ、怖こわい！　そんな、お嫁よめに行けなくなっちゃう!?」

「何を想像したんだ……？」

　そう言ったナイトは、すぐにとある高層マンションの敷しき地ちに入り、地下駐ちゆう車しやスペースの隅すみ、古いバイクの隣となりに自分のバイクを停とめた。

「え？　……ここ？　なんか、すっごく高そうなマンションだけど」

「ああ。頼たのめば服くらいはなんとかしてくれるはずだ」

　エントランスロビーのインターホンで、ナイトがコールする。

《……ナイトか？　なんだその格好、入院でもしてたのか》

「事情はあとで話す」

《わかった。まあ入れよ》

　細々聞かれることなく、オートロックは開いた。エレベーターに乗り、押したボタンは二十階。

「……ナイトの友達って……何してる人？」

「高校生さ。俺たちと同じ」

「家がお金持ち……とか？」

「みたいだがな」

　エレベーターのドアが開くと、ロビーにはすでに先ほどの声の主が待っていた。

「悪いな、リュウ」

「いいぜ、暇ひまだったし」

　ナイトのように黒尽ずくめというわけでもなく、控ひかえめなアクセサリー類もあいまって、普ふ通つうに雑誌に載のっていそうなセンスの良い着こなし。真まっ直すぐな黒くろ髪かみと、整った眉まゆ。普通の男子とは雰ふん囲い気きの違う、陰かげのある面差し。学校にいれば、少なからず女子の間で噂うわさになりそうな容姿の少年だった。

「俺は劉りゆう。あんたは？」

「あ、初めまして……田た原はら美野里って言います……」

「よろしく。とりあえず部屋に行こうぜ」

　何ＬＤＫとか、数え方はよく知らないが……テレビ番組で芸能人のお宅を拝見するような、そういう小こ綺ぎ麗れいで大きな部屋に通された。

　ソファで待っている間に、ペットボトルのお茶となぜか大きな肉まんが出てきた。

「うわっ、うわっ、超おいしそう！　そういえば夕飯まだだったし！　いただきまーす！」

　遠えん慮りよなくかぶりつく美野里を見て、リュウが相好を崩くずした。

「そうなのか？　だったら遠慮しないで俺の分も食ってくれよ。冷蔵で悪いが家からごっそり送られてきて困ってたんだ」

「え、そうなの？　すごくおいしいよこれ。リュウ君の家ってそういうお店とかやってるんだ？」

「ああ、横浜でな」

「え、じゃあ中ちゆう華か街がいとか!?　すごーい！　これ本場の味!?」

　美野里が空腹にかまけて乙おと女めの恥はじらいもなくパクついていると、ナイトに目が留まった。

「……ナイト、食べないの？」

「正直、まだ食欲がない……というより、昼間あれだけ肉を食べたのに、よく食べられるな」

「焼き肉と肉まんは別腹だよ、別腹」

　それを聞いたリュウは、お茶の入ったコップ片手に首を傾げた。

「格好からして普通じゃねえとは思ったが……昼間焼き肉してて、いま病院から脱だつ走そうしてきたのか？　どんないきさつだ？」

「それは……」

　美野里は事情を話そうとして、ついさっきのことを思い出し、食べる手も止まってしまう。

　代わりにナイトが口を開いた。

「それなんだが……リュウ。信じてもらえるかわからないが、俺は正直に話す。だから聞いてくれ」

　そう切り出すと、ナイトは自分たちの秘ひめられたチカラのことも、オートラインの実験のことも、今日船であった出来事も。全すべて、包み隠かくさずに打ち明けた。




　　　　②




「で……その兵隊に追われて、とりあえず俺んちに逃にげてきたって？」

「ああ」

「そうか、事情はわかった。俺は何すればいいんだ？」

　何の疑問も返さないリュウに、美野里は逆に問いかけた。

「信じて……くれるの？」

「まあ精せい霊れいなんてさすがに見たこともねえし、頭っからは信じられねえけどさ。……つーかこいつ、いっつもそういうよくわかんねえ言い方するから困るんだけどよ」

　ナイトを指差すリュウへ、美野里は頷うなずいた。

「あ、それは言えてる」

「でもまあファミリーの言うことだし、困ってるのはほんとなんだろ？　だったらそれは信じるよ。冗じよう談だんにしちゃ大おお袈げ裟さなカッコだしな」

　と、リュウは肩かたをすくめる。

　リュウの理解ある言葉は、美野里の持つ不良グループというイメージとは少し違ちがう印象をもたらした。

「ファミリー……って、あれだよね？　色付きギャングの」

「ああ」

「そういう、掟おきてみたいなのがあるんだ？」

　それを聞いたリュウは苦く笑しようした。

「いや、そんな大袈裟なものじゃねえんだけど……俺ら、みんな大人からバカだのクズだの言われるような人間の集まりだからさ。仲間だって言い合える同士くらい、信じられなきゃよ」

　お茶を一口した美野里は、小さく溜ため息いきをついた。

「……あたしもそう思ってたよ。霧也とミズキチのこと、誰だれよりも信じ合える仲間だって思ってた。だけどあの二人は……もうそういうの、ついていけないって。もっと頭のいい仲間ならよかった、って……っ……」

　思い出して、また涙が滲にじんでくる。泣いてしまうのもまた悔しくて、それを拭ぬぐう。

「リュウ君は、そういうことないの？　ファミリーに裏切られたりとかしたらどうするの？」

「ぶん殴なぐって忘れる」

「あ……うん。ワイルドなんだね……」

　軽く呆あつ気けに取られる美野里に、リュウはまた笑った。

「いや、真面目まじめにさ。ほら、俺んち横浜で料理屋してるって言っただろ？　親父おやじが二世で、俺も一応中国人なんだよ」

「え……？　そうなの？」

「そ。でさ、ガキの頃ころ仲間だって思ってた連中も中学行ったりすると、国がなんだ、人種がどうだとか難しいこと言い始めるのがいたりしてよ。でも俺もバカだから、そういう難しいことよくわかんねえしさ。せっかく俺の人生なのに、ムカつくやつのことばっか考えるなんてもったいねえし……こっちからただ無視するのもムカつくから、ぶん殴ってから忘れるようにした。殴りまくるうちにゴメンナサイって言うやつもいるし、半殺しにしても絶対そんなこと言わねえやつもいるけど、だったらそれはそれで仕方ねえし」

「うん……」

　あの二人はどうなんだろう。

　そんな、本気で戦えばわかってくれるのだろうか。それとも会うたび、いがみ合うような仲のままなのだろうか。

　リュウが言った。

「俺も会ったこともねえやつのこと、悪く言うつもりはねえけど……田原さんがあんまり気にすること、ないんじゃない？　今回たまたま、そのナントカって四人組の中に一いつ緒しよになったってだけで、学校のクラスにたまたま気に入らねえ奴やつがいたとか、そういうことだろ？」

「あ……。そっか……。うん……そう、だよね」

　表向きはクラスという共同体に括くくられた仲間同士。だからといって、全員が全員と親友と呼べるほど仲良くなれるわけでもない。趣しゆ味みが違うこともあれば、ちょっとしたきっかけでお互たがいの心証を悪くすることもある。

　今回はそれがたまたま……チカラや、ビジネスの道具というシリアスな概がい念ねんの対立だったというだけなのかもしれない。

　美野里はもう一度頷き、いくらかスッキリした顔で微笑ほほえんだ。シリアスだからこそ、譲ゆずれない部分はあるにせよ。

「うん。ありがと、リュウ君」

「え？　あ、いや、俺はそんな大したこと言ったつもりはねえんだけど……な」

「ううん。でもごめん、なんだかんだ言って、あたしもあの二人と同じかも。リュウ君たちのこと、ケンカばっかりして何も考えてないような人たちだと思ってた……」

　すると彼はバツが悪そうに頭を搔かいた。

「いやぁ……アタマ悪わりぃのは九十九パーセント当たってるんだけどな……っておいナイト、お前なに笑ってんだよ！」

「フッ……。レッドドラゴンのリュウが、今夜はやけによく喋しやべると思っただけさ」

「ばっ、バッカ！　うっせーよバーカ！　んなパジャマみてえなダセェカッコでカッコ付けてんじゃねえぞてめえ！」

　いきなり喚わめき出したリュウに対して、ナイトは思い出したように告げる。

「ああ、それなんだがリュウ。俺はともかく美野里の服だけでもなんとかしてくれないか。このまま家に帰っても親に怪あやしまれる。さっきはお前にだから正直に話したが……」

「あ？　ああ……、そりゃそうだよな……親やケーサツがまともに相手してくれるはずねえか」

　美野里は頷いた。

「しかもこんな時間に、男の子のバイクでノーヘルで帰ったなんて言ったら……」

　誤ご魔ま化かすのも大変だし、自分が噓うそがつけない性格なのは、美野里自身も少しは自覚していた。

「……けど、さすがに女物の着き替がえなんて持ってねえし……」

「だよ、ね……」

　こんな遅おそい時間に彼しかいないのだから一人暮らしなのだろうが、ならば女物があったらあったで少し反応に困る。

「あ、なんだったら、リュウ君の服でもいいよあたし。こう、ボーイッシュに決める感じでさ」

「えっ？　いや、それは構わねえけど……それはそれでなんつうか……」

「何を赤くなっている、リュウ」

「っせえバーカ！　だったらてめえのアパート行っててめえの服かせばいいだろうがよ!?」

　リュウがナイトの胸むなぐらを摑つかんだところで、美野里は断言した。

「ナイトって黒い服しか持ってなさそうだからヤダ」

「フッ……」

　なぜか悟さとったような表情で笑うナイト。

　リュウはものすごく納なつ得とくしたような疲つかれた顔で、もとのソファに腰こしを下ろした。

「……そっちの部屋にクローゼットあるから、適当に選んでくれよ」

「ありがと、リュウ君！　ごめんね、ちゃんとクリーニングに出して返すから！」

　と……美野里が元気に立ち上がったとき、玄げん関かんドアからノックの音が聞こえた。

　インターホンの音ではない。

　リュウが見上げた壁かべの時計は、すでに日付を跨またいでいた。セキュリティの整ったマンションだ、外からの来客でないならば……管理人や何かの訪おとずれるような時間帯でもない。

「ひょっとしてあたしたち、つけられた……のかな……？」

「……だとしたら、まずいな……」

　ナイトが鋭するどい眼まな差ざしで立ち上がるのを、リュウが片手で制した。

「とりあえずお前ら隠れてろ。俺が出る」

「待て、リュウ！　霧也たちかケルベロスかはわからないが、俺たちが連れてきた厄やつ介かいごとだ。お前を巻き込むわけには……」

　再びノックの音。

「その厄介者をファミリーにしたのは俺だぜ。いいからお前はすっこんでろよ」

「リュウ……」

　リュウは笑ってナイトの胸を叩たたくと、リビングを出て玄関へ向かった。

「ねえ、どうするのナイト……!?」

「悪いが俺は、リュウに何かあるようなら放ってはおけない……いざとなったらお前だけでも」

「だったらあたしだって……！」

　土がないからノームのチカラは使えないにしても、空手とテコンドー……徒手格かく闘とうにはそれなり心得はある。武器はなくても、人体の急所くらいは知っているのだ。




「はあっ!?　おじさん……!?」




　玄関から、リュウの素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきた。それから、乱暴にドアの開く音。

「え!?　いや、ちょっ困るって！　いま友達が来てんだから！」

「いいからさっさと入れるヨ、希シイ賢シエン。早くしないとケイサツやジエイタイみたいな人たち、たくさんくるヨ。アナタも困るネ？」

「いやぁ、悪ぃな、話だけ聞いたらす～ぐ帰るからよ。邪じや魔まするぜぇ」

　ズカズカと遠えん慮りよ会え釈しやくなく上がってくる土足の音。

「「……」」

「「……」」

　部屋に似つかわしくない、患かん者じや服姿の二人と。

　浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きの、スーツ姿の男二人。

　少しの間、どちらも声が出なかった。
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　キッチンにて。

「はぁ～……。千客万ばん来らいってどころじゃねえよ。ど～なってんだよ今夜は」

　新しく用意したグラスにペットボトルのお茶を注ぎながら、リュウが何度目かの溜息をつく。新しい来客二人は、美野里たちに代わってリビングのソファにくつろいでいる。

「おじさん……って言ってたけど、リュウ君の親しん戚せき……なの？」

「ああ。その中でも超ちようやべぇ人だよ……見ただろ、腕うで」

　暗い目で言うリュウに、そういえばと美野里は頷うなずいた。

　ほっそりとした糸目の人の方。人当たりの良さそうな、柔にゆう和わな雰囲気だったが……右腕のスーツの袖そで口ぐち、中身が無く、垂れ下がったままだった。

　ナイトが疑問を口にする。

「前に言っていた、マフィアの関係か？」

「いいや。そういう、東京のヤクザとガチガチやってたようなオジサンたちが、口揃そろえてあいつだけはやべぇっていう人なんだよ。さっきのお前の話じゃねえけど、殺し屋だか傭よう兵へいだかやってたってよ……何年か前に腕落とされてからは、引退したって話だけど」

　チン、と電子レンジが小気味よい音を立て、二人分の肉まんが温まったことを知らせる。

「そんな人が急に何だよ、話って……俺なんて葬そう式しきかなんかで二、三回しか顔合わせたことねえのに」

「じゃあ隣となりの、すごい黒くろ髪かみの人は？」

　美野里の質問に、今度こそリュウは首を横に振ふった。

「いや、さっぱりわかんねえ。けど……どう見てもカタギじゃねえだろアレ……」

「ああ、身に纏まとうオーラが尋じん常じようじゃない……。まるで……そう、堕だ天てん使しにでも祝福されたようなカルマを感じるぜ……」

　ナイトの言葉の意味はともかく、美野里は首を傾かしげる。

「でもテレビとか見てると、ファッション関係の人とか、ミュージシャンとか、個性的なスタイルの人っていると思うんだけど……」

　そのときリビングから声がかかった。

「シィシェン、あまり手の込んだものはいらないヨ。簡単でイイネ」

「はーい、ただいま……！」

　話は中断。

　一揃え載のせたお盆ぼんを手に、リュウが言った。

「悪わりぃな。冷蔵庫から適当なもん取っていいからよ、少し待っててくれ」

　リュウがリビングに戻もどったのを見て、美野里は一息ついた。

「でも……霧也たちじゃなくてよかったね」

「……そうだな。ここからじゃ逃にげるにも逃げられない、か」

　どちらともなく、また溜ため息いき。

　話すことがなければ、深夜の静せい寂じやく。ドア一枚隔へだてたすぐ隣の会話が聞こえてくる。

「それでおじさん、話ってなんだよ。こんな時間に」

「この前、アナタのお父さんの店に行ったとき聞いたよ。アナタ、メガフロントでカラードギャングっていうのやってるネ？」

「ああ、やってるけど……まさか親父おやじに言われて説教しにきたとかじゃねえよな」

「大だい丈じよう夫ぶヨ、シィシェン。ワタシ誰だれかに説教できるほど、徳を積んでないネ」

「じゃあ……？」

　そこで、声は長ちよう髪はつの男のものになった。

「簡単に言うとさ、お前らのシマなんだろ？　だったらあの辺りのこと詳くわしいべ。メガフロントからこっちのよ」

「詳しい……って言われてもな。建設中のビルばっかでまだほとんどなんもねえし……」

「んじゃ夢の島から台場の辺りなんかどうよ？　最近、なんか変わったこと、なかったぁ？」

「さあ。お台場なんていつも通り過ぎるだけだからな……。ていうか、具体的に何が知りてえんだよ、おじさんたち」

　少し間を置いてから、再びおじさんの方の声。

「何か変わったこと、何でもイイヨ。鉤十字ハーケンクロイツを付けたロボット、見たコトは？」

「ハーケンクロイツぅ……？　ファッションでそんなマーク付けてる奴やつもいっけど……。ロボット……ってのは、マジェストだよな？　工事現場でならまだ見るけどよ……ビルとかもだんだん形になってきたから、数は減ったな」

　そのどれも、おじさんたちの求めている話とは違ちがうのだろう。黒髪の声が改めて問う。

「んじゃあ、最後にもう一個だけよ。あの辺りに停とまってるアクアリウムⅡって船のこと、なんか知らない？」

「……」

　リュウが一度、口くち籠ごもった。

　それは最前、美野里とナイトの話の中に出てきた船の名前だったからだ。

「……さぁな」

「どんな馬ば鹿かげたコトでもイイネ、シィシェン」

　他方、おじさんの声は、何かを嗅かぎ取ったように明らかに雰囲気が変わっていた。

「でも、噓をついたらワタシ許さないヨ」

「だからわっかんねえって！　つーか、なんなんだよ！　その船のこと知ってたらどうなんだよ！」

「ひゃははっ！　あ～、わかった、わぁかったよ。悪かったってよぉ」

　黒髪の方の声。

「ま～ぶっちゃけ船そのものはど～でもいいんだわ。俺らぁが知りてえのは、その向こうっかわにいる連中のことでよ。兵器開発とか人体実験とか、さすがに族じゃあそんなんわかるわけ……」

「知ってますッ!!」

　気付いたときには、美野里は勢いよくドアを開けてしまっていた。

「田原さん……!?」

「美野里ッ!!」

　リュウとナイトが言ったときには、もう遅おそかった。

「あたし、知ってます……！　その船のこと……！　実験のこと!!」

　なぜそう口走ってしまったのかといえば、話の流れから、この二人はオートラインの仲間ではないと思ったからだ。むしろ探さぐるような口振りは、敵対するような雰囲気すら感じられた。ならば……誰にも理解されない今のこの状じよう況きようの心細さ。たかが高校生という身分の無力さは、誰でもいい、大人の味方というものを欲していた。

「へぇ……そうかい。んじゃ、お話だけでも聞かせてもらえるぅ？　お嬢じようちゃん」

　この世の底を映したような暗い瞳ひとみ。

　横おう柄へいに脚あしを組み、ソファにもたれかかった姿。咥くわえ煙草たばこ、板ガムのようなサングラスの上から覗のぞくただならぬ雰囲気の双そう眸ぼうと、獲え物ものを見つけたような普ふ通つうじゃない笑顔えがお。

「えっと……はぃ……」

　美野里は面と向かって初めて、ナイトたちの言うカタギじゃないという意味に思い至り……名乗り出て良かったのだろうかと、少し不安になった。
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　その日、二度目の事情の説明が終わり。

「……選よりにも選よって精せい霊れいと来やがったか。参ったねぇ、どうも」

「ワタシも少し信じられないネ。アナタたち、本気で言ってるネ？」

「本気ですってば、噓うそみたいだけどあたしたち……！」

　美野里が言い返そうとした半ば。

　京きよう司じと名乗った男の方が、煙草を指に挟はさんだままの手を軽く上げた。

「いーっていーって。いいんだって。俺は信じるからよ、お嬢ちゃん」

「キョジさんまで、本気ネ？」

　京司は笑う。

「チャーン、ビンゴなんだよ。大当たり。こいつはホンモノだぜぇ？　最近はカガクのシンポってのが早すぎて、最新技術なんてどれもこれも魔ま法ほうみてえに見えちまうが……さすがに精霊なんてファンタジィなもんを扱あつかえるのは、連中だけだかんよ」

　一転、鋭するどい眼まな差ざしで煙草に火を点つけ、一息つく。

「んでぇ？　お前ら、鳳オートリのバックに付いてる連中のことは知ってんのかよ」

　ナイトが呟つぶやく。

「バック……つまり、精霊の技術をオートラインに渡わたした奴らのことか？」

　美野里は小首を傾げる。

「確か……そういう、あんまり知られていない研究している何かの組織みたいなのがあって、そこから……っていうのは聞かされたんだけど……」

　美野里はナイトの方を見た。ナイトもそれに目を合わせてから、正直に首を横に振った。

「ああ。詳しいことは俺たちもわからない。いや、そのプロジェクトについて真実を追求しようとした結果が、今のこの有様さ……」

「……そうかよ。んじゃ、責任者の名前は」

　美野里は頷く。

「だったら甲山さん……かな。副社長の。いつも指示をしてたのはその人。直接あたしたちのこと診みてたのは朱あけ津つ先生だけど……」

「アケツ先生ってのはぁ？」

　美野里の脳のう裏りに、白衣のよく似合う、温厚な人物像がすぐに浮うかんだ。

「真面目まじめで優やさしい、いかにもお医者さんっていう感じで……別にマッドサイエンティストとかじゃなくて、いま思えば甲山さんの言う通りに使われてたみたいな……」

「他ほかの研究者のこと、誰か知ってるかい？」

「さあ……何人かいたけど、あたしたちはほとんど話したこと、なかったし……」

「なるほどね……」

　キョウジが天てん井じようを仰あおいで大きな溜息をついた。

「わぁったよ、それしか知らねえんじゃ仕方ねえや」

　灰皿に煙草を押し付け、キョウジは立ち上がった。

「キョジさん、もういいネ？」

「方法はともかく、目的は決まったかんよ。そんじゃ、邪じや魔ましたな」

「えっ……？　おじさんたち、帰っちゃうの……？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような美野里の声に、キョウジは問い返した。

「は？　なんでよ？」

「えっ、だって……」

　というか、そもそも。

「おじさんたち……何してる人？」

「ああ、俺？　センソー屋ぁ」

「戦、争……屋？」

「そーそー。お前らの言ってたケルベロスの連中と似たようなもんだ。わかるぅ？」

　それが研究者のことを聞いて、目的は決まったという。

「ちょっと待って、方法とか目的とか、何する気……!?」

「あ？　さらって締しめ上げんだぁよ」

「さらうって、そんなのダメに決まってるじゃない！　ていうかあの船だってその傭よう兵へいがいっぱい乗ってて……！」

「知ってんよ？　まあ連中相手じゃうちの兵隊もそれなり死ぬだろうけどよ。だから何よ？　おめぇには関係のねえ話だべ？」

「あるわよ！　大あり！　あたし、そんなことのためにわざわざ話してあげたんじゃないんだから!!」

　キョウジが笑顔のまま、スゥっと目を細める。

「だったらどうすんよ。うるせえ女としつけえ女は嫌きらわれちゃうぜぇ？　お嬢ちゃん」

　手を突つっ込こんだポケットから、次にピストルが出てきたとしても驚おどろくにも値あたいしない……そんな物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きに息を吞のみながら、美野里は続けた。

「あたし……、あたしだって、あの船にいるみんなにまだ聞きたいことや言いたいことがあるの！　それを簡単に殺すとか殺さないとか、勝手に決めつけないでって言ってるのよっ！　ていうか戦争屋って何よ、この国には銃じゆう刀とう法ほうとかあるし、そんなのあれじゃない、そこらの不良がケンカでぶっ殺すとか言ってるのと同じじゃない！」

「ったくこないだと言い今日と言い、な～んでこの国の女ってこう元気が良すぎんだろうなぁ……女難の相でも出てんのかよ」

　呆あきれたような盛せい大だいな嘆たん息そくと共に、本当にピストルが出てきた。それを美野里の眉み間けんに向けながらキョウジが言う。

「これで納なつ得とく出来なきゃ、次はほんとに撃うつしかねえんだけど、どうすんよ？」

　ナイトとリュウも、ただならぬ気配で席を立つ。

「美野里っ、下がれ！」

「おいやめろよバカっ!?　人んちで何やってんだよあんた！　おじさんも何とか言えよ！」

　慣れた様子で一人温和に笑いながら、チャンは頷うなずいた。

「キョジさん、女難の相なんて出てないネ。ワタシも甥おいっ子に迷めい惑わくかけたくないし、少し落ち着くネ。お嬢さんも、キョジさん怒おこるととてもとても怖こわい人ヨ。簡単に人殺しちゃうネ」

「……」

　美野里は固かた唾ずを吞み。

　直後、軌き跡せきのような閃ひらめきに目を見張った。

「あの……じゃあ、おじさんたち、本当に傭兵で、だったらマシンガンとかも持ってるんだよね？」

「カスターみてえにフル装備なんてだせえカッコはしねえけどな」

「でも傭兵っていうことは、契けい約やくとか依い頼らいとかすれば、仕事っ……引き受けてくれるんだよね!?」

　予想だにしない言葉に、キョウジが眉まゆをひそめる。

「おいおいちょっと待てよ。何の話……」

「あたしたちのこと、守って!!」

　美野里以外の全員が、美野里の言葉にきょとんとなった。

[image: ]




　　　　⑤




　明くる日の朝。

　アクアリウムⅡ、甲山は私室として使用している特等客室で呟いた。

「……完全に見誤ったな……」

　一晩のうちに各方面に布石を打ち、今になってネクタイを緩ゆるめることを思い出すような有様だった。ジャケットを脱ぬぎ捨てるとプレジデントチェアにぐったりと掛かけ、気付けのようにブランデーを呷あおる。

「……あの子たちのことですか？」

　朱津修人の言葉に、甲山は頷く。

「凪なぎ木き、青あお山やま……確かにどちらの家からも、今回のプロジェクトには多額の投資を受けている。どちらも非の打ち所のない名家だ。そして……政財界のパーティーであの二人に会ったときも、間ま違ちがいはないと思っていた。大人の言うことにはハイハイと何でも素す直なおに頷き、それが最も効率的な渡と世せい術であると理解している、典型的な優等生タイプだと思っていた……」

　それがまさか、あのような形でこちらに意見をしてくるとは。

「では副社長も、彼ひ岸が士し君と田原さんよりは……凪木君と青山さんの方に問題があると認にん識しきしているのですね」

　そうと問われれば、甲山としても認めざるを得なかった。元からああした本ほん性しようを隠かくし持っていたのか、それともチカラを得たことで、その内面までをも変化させてしまったのか……それはわからないが。

「現場責任者……技術者の目から見て、どうかね。朱津博士」

「非常に危険です」

　逡しゆん巡じゆんない即そく答とうは、甲山の予想以上に辛しん辣らつな言葉だった。普ふ段だん、研究のこと以外はどこか頼たよりなげな青年が、面と向かってこうまで言い切るのは初めてのことだった。

　グラスに二杯はい目を注ぎながら、甲山は訊たずねる。

「身体的に？　それとも精神的にかね？」

「そういう直接的な問題ではありません。昨晩の話を聞く限り、凪木君と青山さんは精霊のエネルギーを、自分自身の力と錯さつ覚かくし始めている節があります。今のまま実験を続ければ、二人のこの先の人生にいい影えい響きようを与あたえるとは思えません」

　甲山は思わず鼻で笑った。

「そこまでした張本人が、今さらそれを言うか？」

「それは……わかっています。しかし……」

　そんなところへ、マックルが現れた。ドアからではなく。忽こつ然ぜんと。

「バンバン！　俺は強いのさ」

　突とつ然ぜん、指ゆび鉄でつ砲ぽうを二発。

　それから彼女は失しつ笑しようする。

「実は、そんなことはあんまりなくてね。それはガンマンが強いわけじゃない。銃じゆうが強いだけだったりしてね」

「なるほど、もっともな話だ」

　甲山は頷いた。後天的なそれを何もかも思い通りになる自分の手足と思っているか、それともきちんと人間の領域を逸いつ脱だつしたチカラとして認識しているか。

　銃は人体とは別個のものだ。だが精せい霊れいの場合、別個ではあっても精神に依い存そんする。それ故ゆえの錯誤ということか。

「その認識の違いというのは、現実の戦闘においてはどの程度の差が出るのかね」

　マックルが肩かたをすくめる。

「ほとんどないわよ。戦闘で影響するのは、純じゆん粋すいに訓練量の差でしかないもの。でなきゃ、才能」

「マックル……」

　彼女が加勢してくれると思った修人が、情けない声を出す。

「ごめん、ごめん。あたし、噓うそつくの苦手でね。でもどうせなら、俺の引き金は軽いのさ、とか。どうだい、俺のヘビーバレルは？　とかの方が謙けん遜そんぽくてかっこいいじゃない？」

「謙遜だろうと慢まん心しんだろうと、銃を撃った時点で間違っているよ」

　修人の生き真面目まじめな言葉に、ちぇーっ、と唇くちびるを尖とがらせるマックル。甲山はグラスの琥こ珀はく色を揺ゆらしながら呟つぶやいた。

「なるほど……慢心か」

　個性と平等というとてつもない矛む盾じゆんを抱かかえた現代教育の渦か中ちゆうで、人工精霊という超ちよう常じようのチカラを与えられた四人。ナイトと美野里の二人は、それを制さねばならぬ旨むねの発言をした。霧也と水姫は、それを求める趣しゆ旨しの要求を突き付けてきた。

「邪魔するぞ……っと、お揃そろいで」

「構わん、入れ」

　入ってきたガスマスクに、甲山は鋭するどい声で質問した。

「あの二人の行き先は摑つかめたのか」

「摑んだ。二人とも自宅に帰ったようだ」

　それについてガスマスクは一度は肯こう定ていする。

「が、少し厄やつ介かいだ」

「警察か？」

「いや、傭兵だ。どんなツテを手た繰ぐったか知らないが、クールズの連中が張り込んでやがる」

　クールズの名前なら甲山も知っていた。数年前からヨーロッパに拠きよ点てんを構える、新興ながら傭兵派は遣けん部門も持つ大型の総合警備会社だ。あるいは民間Ｐ軍事Ｍ会社Ｃと言うべきか。

「馬ば鹿かな。あの二人はただの学生のはずだ」

　ただの高校生が、どうやって国外のそんな会社に連れん絡らくを取ったのかも不思議だったが……連絡がついたとしても、クールズはどちらかと言えば上流階級御ご用よう達たしの会社だ。相場も安くはない。母子家庭でアルバイトに通っているようなナイトと、ごく平へい凡ぼんな経済環かん境きようの家の娘むすめである美野里がどうやってそんな額面を捻ねん出しゆつしたのか。

「だからその辺はわからねえよ。だが連中もイリーガルなこと平気でやってきやがるからな。殺すにしてもさらうにしても、軽く戦争になるぞ」

　少し間を置いてから、甲山は切り出した。

「……やれと言ったら？」

「そりゃやるさ。すぐやるぜ。丸まる腰ごしの女子供撃つより、よっぽど楽しいからな。そもそも俺たちはそっちが本職だ。護衛とかそういうのは副業だ。今からでもプラン立てちゃうぞ」

　珍めずらしく声を弾はずませるガスマスクを見て、修人がまさかといったようにかぶりを振ふる。

「副社長、この国でそんなことをすればプロジェクトどころか、会社そのものが……」

「わかっている。冗じよう談だんだ」

　紛ふん争そう地域や、貧ひん困こん国のスラム街ならいざ知らず……。

　甲山は苦々しく溜ため息いきをついた。この日本という特とく殊しゆな土ど壌じよう故に明がある今回のプロジェクト。だが日本という特殊な国家ゆえに制約が多すぎる。

「……迂う闊かつには近付けない、ということか」

「ああ、でもあたしなら大だい丈じよう夫ぶよ？　住所だけ教えてくれれば」

　自分の胸を叩たたくマックルへ、不快感も顕あらわにガスマスクは言った。

「何だよクラウツ、人の商談に横よこ槍やり入れる気かよ」

「違う、違う。これ」

　テーブルの上には、ナイトと美野里の置いていった着き替がえや貴重品一式が入った紙バッグ。

「あの子たちが置いていったの。届けるのに呼ばれたのよ」

「そうだ」

　甲山は頷いた。

　別に彼らの私物を返すことが目的なのではない。どちらかと言えばこの忘れ物は、彼らとの交こう渉しようの場を設けるための口実なのだ。

　元はと言えば霧也と水姫の不用意な発言が発ほつ端たんだ。昨夜の様子では仲なか違たがいしたあの二人を交渉に出せるはずもなく、かといって見ず知らずの社員を遣つかいにやっても警けい戒かい心を煽あおるだけだろう。

　そこで甲山はマックルに白羽の矢を立てた。

　精霊そのものであるという彼女であれば、何かあっても逃にげ帰るのも容易なはずだ。

「けど、昨夜の話じゃマックルもシスター姿の女に追われているって……それは大丈夫なのかい？」

「大丈夫よ、シュウト。逆に、あんまり一いつ箇か所しよにじっとしてる方がよろしくないの」

「……副社長、僕も彼女に同行させてもらえませんか。プロジェクトの現場責任者としてのこともありますが、あの子たちからいくらかの信しん頼らいを得ている自負は……」

「だとしたら、それは昨夜崩くずれた。君は我々の仲間で、汚きたない真ま似ねをする大人の一員……彼らの目には、すでにそう映っているはずだ」

「っ……。しかし……」

「万が一のとき、彼女の足手まといとなることも看過できないが、何より君自身を損失した場合のリスクが大きすぎる。そこでプロジェクトは立ち消えだ。それとも、〝組織〟から何らかのそういった命令でも受けているのかね」

「……いえ」

　それきり、修人は口を噤つぐんだ。

「大丈夫よ、シュウト。あなたのことは、あの子たちによく言っておくから」

　それからマックルは紙バッグを手に、再び甲山へ向き直った。

「じゃあこれ、届けてくればいいのよね？」

「そうだ。それと……こちらには話をする用意がある。そう伝えてもらえればいい」

「仲直りしましょう、ってことよね？」

　甲山は失笑した。

「そんな綺き麗れい事を、今さら聞いてくれるとも思えないがな」

　一晩明けても、宮く内ない庁ちようや警察、自衛隊といった関係各方面からの連絡はなかった。あってもいいように、今まで布石を打っておいたのだが……つまりあの二人もこちらのやり方を見み越こした上で、家族や友人といった身の回りに及およぶ可能性を自覚しているのだろう。

　それはそれで有り難がたいが、この先まで確約されたものではない。お役所など所しよ詮せんは政府の管理下に置かれるものにせよ、通報されればさらなる根回しが必要になる。余計な手間がかかることには変わりない。

「くれぐれも、これ以上の余計な騒さわぎは起こすな。起きるようなら、何もせずに帰ってきて構わん」

「ヤー！　コマンダント！」

　ヘルメットの下、無む邪じや気きな笑顔えがお、ウィンクがてらに敬礼一つ。マックルは意気揚よう々ようと部屋を出て行った。
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　　　　①




　神しん霊れい班のオフィス。

（……）

　ヒデオはごく普ふ通つうのサラリーマンのように帳ちよう簿ぼと睨にらめっこし、検算し、パソコンに数値を入力したりしていた。

　バーベキューの時のことは那な田たにも報告したが………那田は事実確かく認にんのためか、別件か、今は外出している。マックルと高校生たちは無事だろうか、と考えるたびに……。

（……。また、か……）

　表計算ソフトがおかしなグラフを出したりして、仕事が進まない。

「マーチーカーネー♪」

　長は谷せ部べ翔しよう香かはいつも通り、競馬新聞と赤鉛えん筆ぴつで予習復習に余念が無い。

「……」

　森もり里さと八やは、字の細かい分厚い洋書を読みふけっている。

「うひひ……ひっひっ……」

　大おお谷や内ち繁しげるは、週刊少年マンガ誌を読んで笑いを嚙かみ殺している。

「あっ……？　あ……。うーん……」

　加か賀が世よ見み子こはタロットカードで、何やらを占うらなっている。

「……しふとを押しながら……くりっく。どらっぐ……。あんど、どろっぷ……」

　睡すい蓮れんは親の敵かたきのようにパソコンの画面を睨ねめ付けながら、マウスと格かく闘とうしている。

　そんな中、来客用ソファにかけていたほむらが、大あくびを一つ。

「……ったく、大の大人が揃そろいも揃って部屋の中に籠こもりきりたぁ、見てるこっちが息が詰つまるってもんだぁ」

　白さ湯ゆをすする。かといってその声に反応して出かけようという者もいない神霊班。

「じゃあお前が出てけー♪」




　っどーん!!




　葉は多た恵えが満面の笑みでほむらの横よこ面つらを殴なぐり付けると、吹ふっ飛とんだほむらが壁かべにめり込んだ。貫かん通つうはしなかったが、局地的に震しん度ど三前後だろうか。

「一つの縄なわ張ばりに鬼おには二人もいりません。悲しいけれど、それがこの葉多恵ちゃんに課せられた」




　どどーんっ!!




　ほむらの一発で葉多恵が給湯室の彼方かなたへと消えていった。

「じゃあテメェが俺の縄張りに入って来んな。とっとと田舎いなかに帰りやがれこの蜘く蛛も女」

　埃ほこりとコンクリート片へんを払はらったほむらが、何事もなかったようにソファにかけ直す。

　当初こそ、大きな音に何事かと面おもてを上げた面々であったが……まあいつものことかと、またそれぞれの内職に精を出し始める。

（……）

　ヒデオは……何かが間ま違ちがっているとは思ったが、口には出さなかった。

　お盆ぼん同様、彼ひ岸がんに入ったこの時期は霊の活動も大人しく、実務的な外回りは少ないそうだ。だから各おの々おの、与あたえられた書類仕事を手早く片付けてしまった要領のいい先せん輩ぱい方は余よ暇かを満まん喫きつしているわけで、まだ事務に慣れきらずマックルたちのことが気がかりなヒデオと、そもそもパソコンに慣れない睡蓮だけがそれを行っている。

（……）

　オフィスは二階にある。階段を上がってくる足音が二つ聞こえ、やがてドアが開かれた。

「少し紹しよう介かいしたい人物がいる」

　那田が帰ってきた。ただの来客でも珍めずらしいのが、わざわざ紹介したいとは何事か。意外な申し出に、暇ひまを持て余した面々もそれぞれの作業を中断して面を上げる。

「入りたまえ」

　道を空けた那田の後に続いて入ってきたのは、一人の女。肩かたから下げたキャンバス地の簡素な鞄かばん。尼に僧そうの姿と、頭ず巾きんから伸のびた長い髪かみ。室内を一いち瞥べつしたのは、何より特とく徴ちよう的な、機械のように見開かれた金色の瞳ひとみ。

（っ……）

「お前はっ……！」

　ヒデオが息を吞のむと同時、睡蓮が椅い子すを蹴けるように立ち上がる。

　他ほかの面子メンツは、彼女と睡蓮との間に走るただならぬ緊きん張ちよう感を不思議に見ていたが、先日の出来事を報告されていた那田は軽く両手を挙げてその場を収めた。

「簡単に説明しよう、彼女は……」

「初めまして。クーリアロマーナから派は遣けんされて来ました。シシル・ロッソと言います」

　那田に先んじてシシルが言った。それもわざわざ睡蓮の方を見ながら、初対面であることを言い切った。

　翔香がひそひそと、里八に聞く。

「どこだって？」

「ローマ教皇庁だ」

　世界最大の宗教組織、その総本山からのエージェントであることに、先輩の面々からは驚おどろきの声が上がった。

　那田が続けて言う。

「昨晩、バチカンより外務省を通じての正式な協力要よう請せいがあった。なんでも……」

「銃じゆうの精霊、マックルイェーガー・ライネル・ベルフ・スツカの捕ほ獲かく、もしくは抹まつ消しようが目的です」

　シシルが先んじて述べる。有う無むを言わさぬとはこういうことを言うのだろう。

　すると里八が眉まゆをひそめた。

「カトリック教会に悪あく魔ま退治や吸きゆう血けつ鬼き狩がりのチームがあることは知っているが、精霊の専門家までいるのか」

「では言い換かえます。マックルイェーガーは精霊の中では悪あく霊りようであり、悪魔に準ずるものです」

　シシルの言に、なるほど、と里八は納なつ得とくしたように呟つぶやいた。

　言葉の違いでしかない。日本では善し悪あし含ふくめて八や百お万よろずの精カ霊ミであるのに対し、西洋の概がい念ねんでは神とは天上にあるただそれのみであり、それに反する全ては悪魔となる。

　つまりは文化や習慣の違いだ。

　ヒデオが横目にすると、睡蓮は心から承しよう伏ふくする様子ではなかったが……一方で睡蓮自身、当初からマックルを疑っていたこともあってか、頭ごなしに食ってかかる様子でもなかった。

　那田が言う。

「そこでだ、こちらから何名かを彼女のサポートにつけることにする。差し当たっては同じ宗教観を理解している……」

　那田が里八の方を見るや、シシルは真まっ直すぐに別の方向を指差した。

「名な護ご屋や河かわ睡蓮。川かわ村むらヒデオ。この二名を借ります」

　さすがに睡蓮が言い返した。

「何の理由があってのことです」

「マックルイェーガーの情報と、それに対たい抗こうできる即そく戦せん力りよくが必要なだけです。では行きましょう」

　シシルは指を下ろすと踵きびすを返し。

「協力、感謝します」

　那田を横目に、もう用はないとでも言うように、さっさと出て行ってしまった。

　他はもう、ぽかーん……である。

「あの……局長……。僕たちは」

　どうしたものかとヒデオが声を掛かけると、那田は仕方ないというように頷うなずいた。

「彼女に同行してくれたまえ。さっきも言ったが、バチカンからの要請があったことは事実だ」

「……わかりました」

　睡蓮は小さな溜ため息いきと共に、承しよう諾だくの声。

　ヒデオは睡蓮と共にオフィスを出た。

「ときにヒデオ」

「……何か」

「ばちかん、とはなんですか」

「……」

　階段を下りながら、ヒデオはまずこう告げた。

「ヨーロッパには。イタリアという国があり」

「ぴざとすぱげってぃくらい知っています。お前はわたくしを馬ば鹿かにしているのですか」

　それはそれで間違っている気がする。もちろんヒデオとて、正確な歴史や人口のようなデータまで把は握あくしているわけではないにせよ。

「……とにかく。その、イタリアの中に。バチカン市国という」

「罰ばち艦かん四国……なるほど、独裁軍事政権の集合体のようなものですか。確かにいたりあと言えばむっそりーに率いるふぁしす党が有名でしたね」

（……）

　国家公務員の発言としては、国際問題に発展しかねない。どう理解させようかと思っている間に、表に出た。待っていたシシルが一言。

「行きますよ」

　すたすたと歩き始めた。




　　　　②




　秋晴れの空が暮れていく。

　どこにでもあるような市民公園に、ナイトと美み野の里りは佇たたずんでいた。

「んもう、財さい布ふなくしたって言ったらお母さんにめちゃくちゃ怒おこられたし！　携けい帯たいももう高校卒業するまで禁止とか言われたしー！」

　女心ではないが、美野里は雨模様の心情をぶちまけながらベンチでがつがつとソフトクリームにかぶりついていた。

「そうか」

　同じようにベンチに掛けたナイトが、黄金色の雲を見上げたまま応こたえる。

　心ここにあらず、といった風ふう体ていはいつものことだったが、少し心配になって美野里は聞いた。

「……ナイト、体の具合とか大だい丈じよう夫ぶ？　川原でもだけど、船でも霧きり也やに思いっきり吹っ飛ばされてたし……」

「いざとなったら戦うくらいはできる」

「そう……」

　否定しなかったということは、やはり本調子というわけではないのだろう。

　だが二人がこうして野放図に外出しているのには理由があった。あんなことの後ならば、甲こう山やまは自分たちを放ってはおかないだろうということ。つまりは、向こうから何らかのコンタクトを試みる可能性が高いということだ。

　それがどういった目的や、方法によるものかはわからなかったが……最低限の備えはした。それが京きよう司じたちとの契けい約やく。金銭ではなく、利害の一いつ致ちというやつだ。

　何のためにかは知らないが、あの木き島じま京司という長ちよう髪はつの男はオートラインのことを知りたがっている。一方でオートラインは、少なからずこちら側に用事がある。

　だからナイトと美野里、あるいは万が一、その家族や友人に危険が及およんだ場合にそれを防いでもらう見返りとして……ナイトと美野里は、接せつ触しよくしてきたオートライン側から情報を引き出す。そういう取引だった。

　京司としてもナイトと美野里が仲ちゆう介かい者としてあった方が、ただ殴り込むよりはリスクが少なく、甲山や修しゆう人とのような中ちゆう枢すうの人物に接触できる可能性は高い。

「来るとしたら、誰だれが来るのかな？　やっぱり、おじさんたちかな」

「俺たちを抹殺するつもりなら、そうだろうな。だが……向こうも、あまり事を荒あら立だてたくはないはずだ」

「殺す、なんて言ったのに……？」

「俺もあれからよく考えてみたんだが……副社長が一番恐おそれているのは、実験の事実が世に知られることのはずだ。だからあの船の中で片付くなら、それが一番穏おん便びんな選せん択たくだったはずだ。俺たちに逃にげられて騒さわぎが大きくなることを、何より恐れていたからああ言って脅おどしたのさ。まさか、俺たちみたいなガキが銃を向けられてまで抵てい抗こうするとは思わなかったんだろう」

「そっか……普ふ通つうならあんな状じよう況きようから逃げられると思えないし、殺すなんて言われたら言うこと聞くしかないよね……」

　それに抗することが出来るのは、抗する術すべを知る者のみ。

　それを見誤ったのが、甲山の慢まん心しんだった。

　皮肉にも彼が自ら計画した被ひ験けん体だからこそ、美野里とナイトは抗する術を持っていた。それは精霊という実際のチカラでもあり、若さ故ゆえの向こう見ずな正義感でもあった。

「……」

　美野里は地面から顔を上げ、空を見上げた。そろそろ日が暮れる。人通りも少なくなってくる。

　霧也たちか、ガスマスクたちか、甲山本人か……それとも、今日は誰も来ないのか。

「こっちのおじさんたちは、大丈夫なのかな……？」

　呟き、美野里は後ろの方に視線を向けた。




　　　　◆




　ナイトと美野里がいる場所から少し離はなれた駐ちゆう車しや場に、フルスモークの高級外車が停とまっていた。運転席から暗い瞳ひとみでその様子を眺ながめているのは、髪かみをバレッタでまとめ、革かわ手て袋ぶくろをした、パンツスーツ姿の女だった。

「……社長。本当にあの子供たちが、オートラインの実験体なんですか？」

「それホントのことヨ、アデラ」

　後部座席、鞘さやの意い匠しよう、房ふさ飾かざりも鮮あざやかな中国剣けんを腕うでに抱かかえたチャンが笑う。

「あの子たち、見たこともないモノ憑つけてるヨ。オートラインの実験が何か知らないけど、あの子たちが普通じゃないのは確かネ」

　当の京司はその隣となりで、新聞を読みながらサブウェイのサンドイッチ片手。遅おそ過ぎる朝食を取っていた。

「ま、そーいうことだからしっかり見張っとけよ。別に殺されても構わねえが、どっから狙そ撃げきされたか見み逃のがすんじゃねえぞ」

「心得ています。しかし敵は本当にあのケルベロス隊なんですか？　こんな平和な国に？」

　アデラの話とは全く関係無しに、京司が新聞の見出しに声を上げる。

「ま～たＴＭＥの連中だぜぇ。この世せ知ち辛がらいご時世に主義だの理想だの、青春真まっ盛さかりだなぁおい」

　そこに載のっていたのは、『Ｔｈｅザ・　Ｍｏマｔザｈーｅｒ・　Ｅａアｒーｔｈス』を名乗る環かん境きよう保護活動グループの、言わば活動記録であった。

　アデラは後部座席をルームミラーでチラと見やる。

「言っていることだけならば学生運動同然ですね。私も昨夜、ホテルの衛星放送で見ました。パシフィックリムズ・オイルの洋上採さい掘くつ基地でしたね」

　その言葉に興味を持ったチャンが紙面を覗のぞき込む。

「死者五十一名、行方ゆくえ不明者多数、採掘基地は使用不能……コレ学生のすることじゃないヨ。テロリストというより、立派な軍隊の仕事ネ」

「それだけエコが大事ってことなんだろ？　よく知らねえけどよ。ひゃはっ」

　それきり飽あきたように、京司は新聞のページをめくった。懐ふところから手帳を取り出したアデラが言う。

「改めて我が社をパシフィックリムズに売り込んでみますか？　人員には余よ裕ゆうがあります」

「好きにしろよ」

「わかりました。ではさっそく」

　手帳は何かを確認しただけの一いち瞥べつ。ナイトと美野里を見たまま、今度は車しや載さいの衛星電話を取り上げる。

「アデラは相変わらず仕事熱心ネ。ワタシ感心するヨ」

「ただの仕事中毒だべ？」

「給料に見合った分の仕事をしたいだけです………ああ、私だ。パシフィックリムズへのコンタクトを再開して良いと許可を得た。……ああ。……ああ、それで？」

　少ししてアデラが振ふり返った。

「……社長、今しがた『ユニオン』の方から依い頼らいが入ったそうです」

　ふと京司は顔を上げる。

「あ？　どこだ？」

「先進各国から共同出資を受けている、科学振しん興こう財団です。大西洋上に建造中の研究プラントに、ＴＭＥからの抗議声明が送られてきたと。ただ、一個小隊ほどの大口のオーダーなので、受ければ他ほかの仕事に回す余裕はなくなります」

「へぇ。任せるわ」

「わかりました。……許可を得た、パシフィックリムズは後回しだ。ユニオンのオーダーを受ける。……そうだ」

　受話器の向こうの声が、驚おどろいたように少し大きくなった。

《ですが、いまＴＭＥ関連はリスクが大き過ぎますよ！　保険会社も他の同業連中も嫌いやがって手を引くってのに……！》

「だからウチが受ける。今どき実戦なんて貴重すぎて有り難がたくって涙なみだが出る。実戦経験のない兵隊なんてただのカスだ。死んだらゴミだ。戦場で生き残るような人殺しは社会のクズだ。わかったらガキでも新入りでもあるだけじゃんじゃん送り込め。それともお前、私に殺されたいのか？」

　アデラが受話器を置いたその後ろで、京司が言った。

「だからもう、お前が社長になれってばよ」

「……いや。ですから、そういうのは困ります……」

　先ほどの爛らん々らんとした目はどこへやら、また陰いん鬱うつな暗い目で高校生二人を見み詰つめ続けるアデラ。チャンがなだめるように京司に言った。

「キョジさん、アデラ根っからの兵隊ヨ。人の言うこと聞いて給料もらうのが好きネ。自分で決めてお金稼かせぐの苦手ネ」

「そういうことです」

　一息ついて。

「それにしても、ケルベロス隊は早く出て来ませんかね。きっとこういう気持ちを、恋こい焦こがれるって言うんですね」

「そりゃ違ちがうべ」

「それ違うヨ、アデラ」

「やっぱりそうですよね」

　なんだかんだで、楽しむ気さえあれば楽しい会社である。




　　　　③




　ヒデオと睡蓮はシシルの後に続いてしばらく歩いていたのだが、急に彼女が立ち止まった。

「……ここでいいでしょう」

「「……」」

　ヒデオは店の看板を見上げて、それから睡蓮と顔を見合わせた。世界規模で展開するほどの有名チェーンではないが、素材の良さやメニューの豊富さなどを売りにするタイプのハンバーガーショップだ。

　黙だまって入っていこうとするシシルの背中に、睡蓮が声をかける。

「待ちなさい。ここにまっくるの手がかりがあるのですか」

「ありません」

　真顔で言い切った。

「小腹が空すいただけです」

　おやつ時には遅く、かといって夕飯には早い中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯。店内は閑かん散さんとしていた。

「チーズバーガー十個。ポテトとコーラの一番大きいものを」

「……わたくしたちはそんなには食べませんよ」

「誰があなたたちに施ほどこしをすると？　食べたければ自分で買ってください」

　見るからに巫み女こさんと、見たままのシスターが火花を散らす。困る店員。集まる視線。ヒデオはなんとなく西日が眩まぶしかった気がして、こっそりサングラスをかけた。

　結局睡蓮はコーラとハンバーガーを。ヒデオはコーヒーとフライドポテトを。頼たのんで、人目に付かない奥まった席に着いた。もっとも、シスターと巫女さんが揃そろっている時点で、気付かれれば悪目立ちを避さけようもないのだが。

　シシルは手を組み祈いのりの言葉を捧ささげると、さっそくハンバーガーとポテトの山を崩くずしにかかった。

「この店にも、はんばーがーにも、まっくるが関かかわっていないことはわかりました」

「当たり前です」

　もくもく。シシルの一口で小こ柄がらなハンバーガーの三分の一が無くなっていく。

「わたくしたちを名指しで連れ出した理由くらいは聞かせてもらいましょう。罰ばち艦かん四国から派は遣けんされたということですが」

「あれは噓うそです」

「「……」」

　何かの大前提がいきなり崩れ去った。

「私自身は敬けい虔けんなキリスト教徒のつもりですが、教皇庁にお仕えしているわけではありません。今回のように諸外国を回る際に、そういった肩かた書がきがあると活動しやすいので利用させてもらっているだけです」

　敬虔と言うが、そうして身分を偽いつわる時点で聖書の何らかに反していたりはしないのだろうか。

　もっとも宗教談義ができるほどの学も信心もないので、ヒデオはコーヒーを一口して訊たずねた。

「だが、局長は……。外務省からの。正式な、要よう請せいと」

「ですから、そのように便べん宜ぎを図はかってもらえるよう教皇庁にお願いしました」

　所属はしていないが、精せい霊れいの庭にはそれだけの影えい響きよう力がある……ということなのだろうか。

「実際はあのとき、エリーゼ・ミスリライトが述べた通りです。私は精霊の庭から派遣されてきました。名前もシシル・ロッソは偽ぎ名めいです。正しくはシシル・ネロです。それが本名というわけでもありませんが」

　もくもく。

　気が付いときには、既すでに二個のチーズバーガーが無くなっていた。

　呆あつ気けに取られる反面、それで思い出したように、睡蓮は自分のバーガーを。ヒデオはポテトを摘つまむ。

「なら、目的は。マックルを……捕つかまえることで、間違いないのか」

「連行できるならそれに越こしたことはありませんが……そのチャンスはあなたが台無しにしました、川村ヒデオ」

「……」

「そして彼女に、精霊の庭に戻もどる意思はない。そのために元老院より下されたのが、抹まつ消しよう命令です」

　もっくもっく。

　三枚目の包み紙が畳たたまれ、トレーの脇わきに重ねられる。

「……昨日も聞きましたが、その精霊の庭とは一体何なのですか」

「太古から続く、人間と精霊……具体的には、召しよう喚かん師しと精霊の互ご助じよ組織です。もしくは、それがある異界自体を指します」

　シシルは続ける。

「人間を助けたい精霊が集まり、人の世のために精霊のチカラを借りたい人間が集つどう場所です。また同時に、人間に害を為なし、人の世に仇あだなす精霊や召喚師を封ふうじるための場所です。召喚師の家を継つぐ者などは、ここに訪おとずれて正式に契けい約やくする精霊を決め、宣せん誓せいし、申告をします。そうでなければ人間に仇なす精霊と契約してしまうことも、逆に人間が精霊のチカラを悪用してしまう恐おそれもあるためです。同様の理由で、世間一いつ般ぱんにはその存在を秘ひ匿とくしています」

（……召喚師……）

　つまり……やはり自分はそういうものと見なされているのだろう。だから彼女は、その存在をいま、明かした。

　睡蓮が訊ねる。

「ヒデオはともかく、わたくしは召喚師とは違います」

「それでも精霊への認にん識しきは正しく持っています。エリーゼ・ミスリライトのようなこまっしゃくれた家いえ出で娘むすめにまで敬意を払はらうなど、並の人格者にできる芸当ではありません」

　褒ほめられたのか、慇いん懃ぎんに皮肉られたのか。睡蓮もどんな顔をしていいかわからぬように押し黙ってしまった。

　シシルの瞳ひとみが、ヒデオへ向けられる。

「そしてあなたはそうしたしきたりも経ず、知識もないままに、Ｗｉｌｌ．ＣＯ21に取り憑つかれ、ロソ・ノアレのような強大な精霊と契約を取り交かわしました。召喚師として危険視マークされるのは当然のことです」

「……そういうものが、あるのなら。それは、わかった。だが、マックルは……誰だれかと。そんな、危険な契約を」

「していません」

「だったら……」

「あれは、存在そのものが危険です」

　シシルの声は静かながら、ヒデオはぴしゃりと一いつ喝かつされたような錯さつ覚かくを覚えた。

「強しいて言うのであれば。あのとき、あなたは、そうした契約を取り交わすところだったのでは。この私が止めに入らなければ」

「っ……」




　──ヒデオ。あなたに一つ、お願いしたいことがあるの。

　──ヒデオにね、あたしの……。




（……）

　あのとき、言葉はそこで遮さえぎられた。あの先、彼女は何を言うつもりだったのか。




　──ねえヒデオ。そうやってあんまり隙すきだらけだと、悪い精霊に取り憑かれちゃうわよ……？




　メガフロントで聞いたあの言葉は、自身のことを暗示していたとでも？　当初から気のあるような素そ振ぶりで近付いてきたのは、結局そういう目的だったから？




　──先に利用したのは、ニンゲンの方よ。

　──で、それの何が悪いのかしら。利用し利用される。それって共存共栄でしょ？　弱肉強食よりよほど合理的で倫りん理り的で人道的なことだと思わない？




　彼女は、否定しなかった。ならば彼女は、川村ヒデオという自分を利用することにも、忌き避ひ感はないのかもしれない。

「……他ほかにも身に覚えがあるようですね、どうやら」

　見み透すかしたようなシシルの声で、現実に引き戻される。

「……だと、しても」

「なんですか？」

「否いな。だと、したら。あまりに下手だ」

　六個目の包みを解いたシシルが瞬まばたきした。

「下手とは？」

　もっくもっく。

「あまりに、見え透いた話だ。それで、災わざわいをもたらすために、契約しよう……などと言われても。あからさますぎる。僕も、さすがに承しよう伏ふくはできない」

「……なるほど。あくまで、マックルイェーガーに害があることを認めないと」

　チーズバーガーを一口するシシルに、ヒデオは首しゆ肯こうした。

　一息の後。

「それは彼女を信じているわけではなく、あなた自身が騙だまされたことを認めたくないだけです」

「っ……」

　思わず、かぶりを振った。

「違ちがう、そんなつもりはっ……」

「あなたにはなくても、私にはそうとしか見えません。彼女の正しさを証明する術すべが、あなたにはないのですから」

「……だったら。彼女が間違ったことをするという、証明は。できるのか」

「証明されたときには手て遅おくれだから、こうして私が派遣されました。第三次世界大戦の引き金ともなり得る核かく兵器が放置されているのに、まだ爆ばく発はつはしていないから害はないとあなたは言うわけです。さすが、平和のために軍の存在を認めない国の人間は言うことが違います。本当に平和ボケなんですね」

「彼女が核兵器であるという確証を。しきたりも何も知らない僕にも、わかるよう説明してくれと言いたいだけだ。僕は兵器や爆発物のエキスパートでは、ない。ウィル子やノアレのことは、よく知っているが……それ以外の種類の爆ばく弾だんについては、素人しろうとだ」

　ヒデオがそう言うと、シシルは一理あることを認めたのか、しばらくの間、もぐもぐと口を動かすだけになった。ようやく、コーラでそれを流し込んでから。

「……納なつ得とくしない限りは、私の邪じや魔まをするつもりですか」

「最低限。マックルから、直接。話を聞きたい」

「その結果、私の言う通りであった場合は」

「説得したい。それでも駄だ目めな場合は……素す直なおに、協力する」

「……わかりました」

　どうにかわかってもらえたか……ヒデオがそう思った刹せつ那な。

「協力するつもりが無いのであれば、もう結構です。次に私の邪魔をした場合は容よう赦しやをしません。今日は第一に、その釘くぎを刺さしたかっただけです」

「っ……」

　これ以上話し合う余地はないということか。

　シシルの視線が睡蓮の方を向く。

「あなたはどうですか、神殺しキリングマシーン。協力を申し出るのであれば、即そく戦せん力りよくとして採用したいところです。それに見合った報ほう奨しようも用意します」

「……あのカミがただならぬチカラを持っていることは承知しています。捜すくらいは協力しましょう」

「睡蓮っ……」

　まさかと言いかけたヒデオに、しかし睡蓮の冷たい瞳が向けられる。

「エリーゼ様のお顔もあるので、安易に敵対するような真ま似ねは避さけます。ですが今回の話は、れっきとした上司からの命でもあるのです。それでなくても、お前はまっくるのことになると私情を持ち込みすぎるように思えます。従えぬのであれば、この者の言うとおり大人しく手を引きなさい」

　シシルの機械のような目と、睡蓮の氷のような目と。二人の冷たい視線に射すくめられる。

　だが。もう、その程度で引くようなヒデオでもなかった。

「だが。結局のところ、具体的にどう危ないかがわかっていないから。災いなんて曖あい昧まいな言い方しか、できない」

「……」

　シシルが初めて、わずかばかり眉まゆを動かした。図星を突つかれた機き微びからか、単純な不快感からかはともかく。

「だとしてもです。過去漫まん然ぜんと戦場を渡わたり歩くだけだった銃じゆうの精せい霊れいが、銃とは最も縁えん遠どおいこの国に現れました。何らかの目的を持って行動していることは事実です。元老院が懸け念ねんしているのはそこです。マックルイェーガーには目的があります。それはあなたも承知のはずでは？」

　なるほど、銃の精霊か。彼女が何の精霊かなんて気に掛かけたこともなかったが、今さら驚おどろくこともなかった。秋葉原で買ったモデルガン、ゲームセンターのガンシューティング、博物館で聞いた紛ふん争そう地帯の話……むしろそれ以外の精霊では違い和わ感を覚えそうなほどしっくりと納得できた。

「わかっている。そしてその何かの目的のために、僕に近付いてきたことも。ならば。私情がある僕だからこそ、聞き出せることもあるはずだ。最初から力ちから尽ずくでかかり、彼女のチカラを引き出してしまうようなリスクを冒おかすよりは……否、そこまで危き惧ぐするのであればこそ、慎しん重ちよう策を取るべきだ」

　これでどうか。

　するといよいよ、シシルの食べる手が止まる。金色の瞳が、睡蓮を見る。

「どう思いますか？」

「……ヒデオの言葉には一理あります。あれは善き神とは言い難がたい。しかし人の子を好いているという言葉にも、偽いつわりがないように見えました。敵対し、不興を買うのは今の段階では愚ぐ策さくかもしれません」

　睡蓮がコーラをすする。

「……もっとも、ヒデオが本当に説得できるのであればの話ですが」

　シシルもコーラをすする。

「そうですね。それこそ何の保証も確証もない話です」

　二人でバーガーを食べる。

　実は仲がいいのだろうか。

　そんなわけないか。

「……現れたようです」

　八個目の包みを解いたところでシシルが手を止め、頭ず巾きんの上から耳元を押さえる。それだけで察したように睡蓮も顔を上げる。

「現れたとは、まっくるですか」

「十キロほど先……間に合うかわかりませんが」

　シシルは、包み直した八個目を、残る二個と一いつ緒しよに鞄かばんの中に詰つめ込み立ち上がる。コーラを飲み干して睡蓮も同じく。

「何をぐずぐずしているのですお前は。早くトレーを片付けなさい、口先だけの出任せであれば置いていきますよ」

　ヒデオはばたばたと三人分のトレーを片付け、二人の後を追って外に出る。街並は既すでに夕ゆう闇やみに包まれていた。

「十キロもあるなら、クルマを」

　そう言ったヒデオの右みぎ腕うでを、シシルが捕つかまえる。

「ミタカとはどの方角ですか」

「西です」

　睡蓮もヒデオの左腕を捕まえる。

「……。何を」

「「跳とびます」」

　氷のような瞳ひとみと機械のような瞳。

　ヒデオは両手の花に、腕の抜ぬける勢いで西の空へと連れ去られた。
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　　　　④




　美野里とナイトの前に現れたのは、霧也や、甲山や、ケルベロス隊ではなく……マックルだった。

「はい、これ」

「これっ……て、あ！　あたしの服！」

　受け取った紙バッグを開け、知らず、美野里は喜色を浮うかべた。

「携けい帯たい電話とか、お財さい布ふも入ってるから」

「ほんとに!?　やった！　マックルが取り戻もどしてくれたんだ!?」

　美野里はつい、そんな風に思ったのだが。

「ううん？　あたしはタカシに言われて、届けに来ただけ」

「えっと……。副社長……？」

「そ。あのときは焦あせってたから殺すとか脅おどしたけど、悪かったって。帰ってきてくれるなら怒おこったりしないから、これからも仲良くしましょうって」

　正直、マックルに言われると裏か表かもわからない。美野里がナイトの方を見ると、彼は鼻で笑った。

「……それは建前だろう。本音はどうなんだ？」

「あの船のことバラされて困る以上に、せっかくお金を注ぎ込んだあなたたちを殺すっていうのが、やっぱりビジネスとしてうまくないんじゃないかしら」

　上辺の美辞麗れい句くではなく、利害的な理り屈くつが通っているからこそ……それは遠回しだが、身の安全を保証する言葉にも聞こえた。

「あたしが見る限り、タカシはビジネスマンとしては超ちよう一流よ。指揮官としては三流だけどね」

　確かにそんな話を、ガスマスクからも聞いたことがあった。

「あなたたちが人工精霊のことを言って回ったとする……でもオートラインには、それを封ふう殺さつするだけの資金とコネクションがあるわ。確かに予算のロスなんだけど、プロジェクトが成功すればそんなのは些さ細さいな損失にすぎないの。だからタカシはそんなに焦ってもいないわ。根回しに忙いそがしそうではあったけどね」

「そんな……」

　美野里は力無く呟つぶやいた。これが圧殺とでも言うのか。必死の抵てい抗こうのつもりが。研究の秘密という絶対の弱みを握にぎっていたつもりが。オートラインという企き業ぎようが、途と端たんに巨きよ大だいな壁かべのように立ちはだかる姿を幻げん視しする。

「残念だけど、それが本当。そこまでのリスクを考こう慮りよしているからこそ、タカシはプロジェクトを始動させたのよ。失敗して会社が傾かたむくような企画なら、最初から始めていない……計算尽くってことね。それがタカシの、ビジネスマンとして優すぐれたところ。正直、私の目から見ても勝ち目のない勝負だと思うわ」

　ナイトが鋭するどい眼まな差ざしを上げる。

「そんなことは、やってみなくちゃわからないさ」

「そ……そうよ！　映画でもドラマでも、もうちょっと何かあるじゃない！　正義とか、勇気とか！　悪は栄えない！　金とか権力とかに頼たよる奴やつは負ける！　あたしたちだって警察とか宮く内ない庁ちようとか自衛隊の人とか、知ってる人たちいるんだし……！　マックルは!?　マックルはあたしたちに協力してくれないの!?」

「するかしないかで言ったら……いま、してる」

「へ……？」

　パチクリとした美野里に、マックルは言った。

「タカシの言うことを聞いていれば、少なくともあなたたちは生き延びられるわ。それが気に入らなくても、とりあえず黙だまって言うこと聞いていれば……何か弱みを握るチャンスがあるかもしれないじゃない？」

　それは……。

　確かにそれも方法の一つだろうけれど……。

「あと、もう一つ。これはタカシじゃなくて、シュウトから伝えてくれって頼たのまれたんだけど」

「朱あけ津つ先生が？　なんて……？」

「いきなり投薬をやめたら、どんな影えい響きようがあるかわからないって。もちろん即そく死しするようなことはないし、今までも中毒なんかにならないように、慎重にはしてきたけど……できることなら、処置をやめるにしても経過だけはしばらく見させて欲しいって」

　ナイトはそっぽを向いた。

「どうだかな。それだって、データを取りたいがためだけの甘かん言げんかもしれないだろう」

「ちなみにこの話は、タカシは知らないわ。往おう診しん、って言うのかしら？　ま、船の外で会えるようならそれでもいいって」

　修人が人格者であることは、美野里も知っている。実際、あのときだって甲山や霧也たちの考えに一人だけ反対していた。ガスマスクが撃うとうとしたときも、あの人だけは身を挺ていして庇かばってくれた。

「あの船からの言こと伝づては、そんなところかしらね。あたし個人のアドバイスとしては、交こう渉しようの余地があるうちはあんまり意固地にならない方がいいかと。そのせいで泥どろ沼ぬまになった戦争や紛争、いっぱい見てきてるから」

　美野里は頷うなずく。

「うん……わかってる。だからあたしたちも、こうやってわざと見付かりやすいようにしてたんだよ。話し合う機会を作れるなら、それがいいと思って……」

「うん、うん。じゃあ、こうしましょ？　とりあえずあなたたちは、あの船のことは黙って生活を続ける。その限りにおいて、オートラインはあなたたちや、あなたたちの身の回りに危害を及およぼさない。そういう協定でどうかしら」

　ナイトが大きな溜ため息いきをついた。

「副社長が直接話しに来るってことはできないのか」

「もちろん、そういうことなら伝えておくわよ。じゃ、他ほかにも希望があれば……」

　マックルがメモとペンを取り出した。




　　　　◆




「キョジさん、まだ行かないネ？」

　チャンの問いかけに、京司は舌打ちがてら吐はき捨てた。

「ちげーよ、あの女じゃダメなんだぁよ」

「なぜですか社長？」

　アデラはすでに片手をハンドル、片手を懐ふところに入れた状態で待機していた。

「少し前に一回会ってんだよ。まだ何も知らねえか、知ってても言う気がねえかどっちかだべ」

「後者であれば簡単です。私に任せてください」

「バーカ、そもそも捕まえ方がわっかんねえかんよ。クソが」

　悪態と共に、京司は諦あきらめたようにシートにもたれかかった。

　確かにあの高校生どもの言うとおり、欲しいのは誰だれそれの命ではなく情報だ。

「せっかくああして話し込んでんだ、無理に邪じや魔ましてこじらせることも……」

「キョジさん」

「あ？」

　チャンの声で眼差しを鋭くする。

　どうにも、無理に邪魔してこじらせそうな奇き妙みような人ひと影かげが三つ。飛行機もヘリもない空の上から降ってきた。




　　　　⑤




　一度瞬まばたきしてから、マックルが言った。

「……ヒデオ、大だい丈じよう夫ぶ？　顔が真っ青よ」

「……。」

　義よし経つねの八艘そう飛びの如ごとくを、次の足場も見えぬ地上数十メートルでやったのだ。何もしていないのに、動どう悸き、息切れ、目め眩まいが収まらない。

　その背後より、睡蓮が呆あきれたように声をかける。

「何とか言いなさい、ヒデオ」

　続けてシシルの冷たい声。

「交渉をする気がないのであれば、邪魔です」

「いや。待て……」

　シシルを腕で制し、ようよう落ち着いて視線を上げる。そこにはどういうわけか、いつも四人でいるはずのフォースの半分だけがいて……その美野里とナイトは、シシルの姿を見ただけで臨戦態勢になっていた。

「ちょっと、どういうこと……!?　巫み女こさんとビーム男は、そいつの敵だったんじゃなかったの……!?」

「答えろ、魔ま眼がん！」

「……答える。だから落ち着いて、聞け」

　と、今度は手の平でその二人を制する。

　ひょっとしたら一番地に足がついていないのは、まだ浮ふ遊ゆう感に苛さいなまれている自分かもしれなかったが。

　バーガーショップからつけっぱなしだったサングラスを一度外し、マックルを見た。マックルは挑ちよう発はつ的な笑えみを浮かべながらも、逃にげようとはしなかった。

「なに、なに。あたしに話でも？」

「……とりあえず」

　ヒデオは言った。

「彼女……シシルのことは、説得した。君の目的を教えてくれ、マックル。僕には、君が、そんな危険な存在だとは……どうしても思えない。何か、誤解があるのなら。君の口から真実を話して欲しい」

「うん、うん。なるほどね」

　彼女はさして深刻に受け止める様子もなく、手を後ろに組んで数歩。

「……でも、ごめん。それは言えないわね」

「マックル……」

　悄しよう然ぜんとなるヒデオとは対極的に、真っ先に敵意を表したのは睡蓮だった。

「ではやはり、人に言えぬような悪あしき企たくらみがあってのことですか」

「じゃああなたは、どうして悪い企みと言いきれるのかしら？　スイレン」

「言えば止められるような悪しきことだから、言えぬのに決まっています」

　睡蓮の言葉を引き取るように、続けざまにシシルが述べた。

「時代が移り変わり、自らの統すべる対象が人の世の営みに不要となった精せい霊れいが、あたかもその復権を求めるかのように形なり振ふり構わずチカラを求める……そのような事例が過去、幾いく度どかあったそうです。つまり、こうです」

　あのときと同じ。人間の五感にはわずかも感じさせぬ結界が広域に展開し、シシルはハルバートを虚こ空くうより引き出し始める。

「あなたは、ようやく平和になり始めたこの世界が気に入らないのです。あなたの統べる銃じゆうというものを、全く必要としないこの平和な世界が。ならばあなたの敵とは何か？　平和そのもの。だからその象しよう徴ちようのような、この日本という国に現れたのです。精霊のチカラを解明しようとする人間に取り入り、精霊の庭に帰き依えしていない現代最強の召しよう喚かん師し、川村ヒデオに取り憑つくために近付いたのです」

　睡蓮も得物を現す。狙そ撃げき用の弓矢ではなく、薙刀なぎなたを一振り。

「……なるほど、筋は通ります。自らをないがしろにされたカミが荒あらぶり、人の世に仇あだをなす。ヘブライではどうかは知りませんが、八や百お万よろずのカミがおわすこの国では数限りなく繰くり返されてきた事こと柄がらです」

　ヒデオは二人へ振り返って声を上げた。

「待て、二人とも……、だからどうして、そうやって決めてかかるようなっ……」

「補足するわ、ヒデオ」

　マックルの声。

「シシルの話は、あながち間ま違ちがいでもないの。あたしに、もうあんまりチカラが残っていないのは事実。オートラインの研究のために、自然霊のチカラをもらってるのも事実。ヒデオに協力して欲しくて、ヒデオに近付いたのも……事実」

　ヒデオは一度歯は嚙がみした。

「……だったら、教えて欲しい。君は、僕に、何をしろと」

「言えない」

　マックルが笑う。夕ゆう闇やみはもう、宵よい闇やみ。いつもの笑顔のようなのに。

「……っていうか、言えなくなっちゃったわ。ヒデオってば、あんまり真面目まじめで優やさしすぎるんだもの。正直に言ったらきっと、協力してくれない」

「……マックルっ……」

　街灯の光の加減で、俯うつむいた彼女の表情はヘルメットの鍔つばの陰かげに見えなくなってしまう。

　そして次には表情が切り替かわり、大型のアサルトライフル一丁。

「ま、あたしの目的なんてね。どう言ったところで、そっちの二人はあたしをやっつけたいだけなんでしょ？」

　ハルバートを構えたシシルが問う。

「もう一度聞きます。精霊の庭へ戻もどるつもりは」

「あ、それだけはないわ」

　瞬しゆん間かん、シシルの姿が突とつ風ぷうと化した。

　同時、マックルもステップを踏ふむ。

「ちょっ!?」

「っ……！」

　マックルは軽く一歩、横にステップしただけ。だが移動した先は、美野里の背後。ハルバートの振り下ろし先を失ったシシルが全力で地面を蹴ける。直上に数メートル。そうでもしなければ同じ勢いで吹ふき飛んだ美野里が、無事では済まなかったに違いない。

「せーのっ!!」

　そしてシシルが虚空でステップを踏むより早く、追つい随ずいしたマックルがライフルのストックでシシルの頭を直上から思いっきりぶん殴なぐった。受け身を取る間もなく、植え込みの中に落下する。震しん動どうがヒデオたちの足元にまで響ひびくほどの勢いで弾はずみ、それきりシシルはぴくりとも……いや、ぴくりと指先、爪つま先さきは動かすものの、起き上がるまでに至らない。

　仰ぎよう天てんした顔で美野里が言う。

「ちょっと……マックル、あれ、大丈夫なの……？」

「ああ、まるで束つかの間の彗すい星せいでも見た気分だぜ……」

　固かた唾ずを吞のんでナイトも呟つぶやく。はためく僧そう服ふくのスカートが帚ほうき星ぼしにでも見えたのか。

　比してマックルはあっけらかんと。

「あー、うん。平気、平気。ミノリたちがやられた分の、お釣つりを返しただけだから」

　そのままニヤリと、マックルは睡蓮へと視線を投げた。

「ゴカメイ、だったっけ？　そういうの、持ってきた？　あたし、結構強いわよ」

　くるくる、くるくる、エリート兵士がトワリングでもするような見事なさばきで、ＡＫを縦横無む尽じんに振り回す。

「望むところ……！」




　パンッ!!




　睡蓮が一歩踏み出そうとした足の置き場に、弾だん痕こんが穿うがたれる。銃口から硝しよう煙えんの尾おを引きながら、トワリングは途と切ぎれることなく続いている。いつ狙ねらいを定めて、どこで引き金に指をかけたのか。

　マックルは二の足を踏む睡蓮を見ながら、ニヤリ、ニヤリと。

「貴様ッ……!!」

「よせ、睡蓮ッ……」

　ヒデオの声も聞かずに睡蓮が躍おどりかかった。

　マックルはトワリングの一連の流れの中でそのまま睡蓮の攻こう撃げきを弾はじき、受け流す。時折銃声と、薙刀に火花。マックルが刃やいばを弾くためのものか、睡蓮が銃弾を防いだ結果のものか、それすらもう、常人の目には及およびもつかない。

「大丈夫よ、ヒデオ。別に殺したりなんかしないから。こんなのはただのお遊び」

「いつまでも大道芸に付き合うと思うなッ！」

　睡蓮が大威い力りよくの一撃のため刃を引く。




　ドンッ!!　ドドンッ!!




　睡蓮の引いた力に向けて、合気のようにマックルが弾丸を撃うち込んだ。アサルトライフルは片手で振り回したまま、懐ふところから抜ぬいた大型拳けん銃じゆうで。不意のマイナス方向の力に睡蓮は姿勢を崩くずし、続けざまの二発でいよいよ倒たおれ、薙刀はその手を離はなれた。

「っ……」

　そんな手合いも戦法も見たこともなかったのだろう。睡蓮は、尻しり餅もちをついたまま狐きつねにでも化かされたように呆ぼう然ぜんと、目を丸めていた。

　マックルはデザートイーグルを懐に収めると、再び元のトワリングに戻る。

「チャチャチャ、チャッチャッ、チャッチャッチャッ♪」

　最後にＡＫを肩かたに捧ささげ、踵かかとを鳴らして敬礼一つ。

　それから姿勢を楽にして、睡蓮に向かって小首を傾かしげる。

「あなたの言う通りよ、スイレン。こんなのは旅先でおひねりをもらうために覚えた、ただの大道芸。だってあたしは、戦おうとすら思っていない」

　マックルは、夜空にかかる三日月のように唇くちびるを歪ゆがめて笑いかけた。

「ねえ、神殺し。あなた……ホンモノの戦神と戦ったこと、ある？」

「っ……」

　睡蓮は答えない。ただただ、危機感を強めるように視線を険しく、唇を引き結ぶのみ。

「甘いのよ、スイレン。だからあなたじゃ無理。もうやめておきなさい。あたしは死なないし、誰だれにも殺せない」

　それを見ていた美野里が、興奮した様子で言った。

「すっごい！　マックルってこんなに強かったんだ!?」

「ま、ま。一応これでも神さまだしね、あたし」

　それから続けて美野里。

「ていうかビーム男の話も、結局何が何だかよくわかんなかった。ナイトは？」

「……あの二人はマックルを倒そうとして、魔眼はそれを防ごうと思っている。それだけの話だろう」

　それくらい分かれと言わんばかりのナイトの声。

「いや、それはいいけどさ。結局、あたしたちってどっちに味方すればいいの？」

「少なくとも俺は……簡単に誰かを消すだの殺すだの、スカしたことを抜かすやつに味方する気はない」

　ナイトの言葉に、マックルは頷うなずいた。

「うん、うん。そうね。じゃ、あたしもミノリとナイトの要求を伝えるネゴシエイターとして一度あっち帰らなくちゃいけないし……」

「待ってくれ、まだ……」

　真実を問うため、ヒデオがさらに食い下がろうとしたときだった。

「……見付けたぞ、マックルイェーガー」

　聞き覚えのない声に、全員が振り返った。




　　　　⑥




　正確には……マックルだけは、聞き覚えがあった。

「……ミサキ？」

　切れ長の瞳ひとみ、黒いセーラー服姿。竹刀しない袋ぶくろを片手に、長く真まっ直すぐな黒くろ髪かみが、夜風に一度大きくたなびいた。

「久しぶりだな、マックルイェーガー」

「今度は……誰？　マックルの知り合い？」

　美野里の質問に、マックルは苦く笑しようするように小首を傾げる。

「ま……そっちの二人と似たような子っていうか。今夜はえらくモテモテね、あたし」

「シシル、お前の仲間ですか」

　睡蓮が視線をやった先では、頭ず巾きんから鮮せん血けつを流したシシルが焦しよう点てんも朧おぼろなように起き上がろうとしていた。

「……いえ……、っく……見覚えが、ありません……」

　そのまま睡蓮はヒデオを見る。

「否いな……、僕も」

「当たり前だ、私だってお前たちのことなど知らん」

　冷たく言い切るミサキへ、シシルが問う。

「それ以前に、どうやって結界を越こえてきたのですか……」

「では聞くが、お前はどうやってその結界とやらを作ったのだ？」

「……」

　シシルは無言。

　ならばそれが答えだとでも言わんばかりに、ミサキは話題を打ち切った。

「一つ聞きたいことがある。マックルイェーガー」

「何かしら」

「〝Ｔ─ｄａｙ〟とはなんだ？」

「っ……」

　マックルは驚おどろいた。恐おそらくはまだ、甲山や修人でさえその単語は知らないはずだ。そんな情報をどこから拾ってきたというのか。

　その表情に確証を得たようにミサキは続ける。

「お前は、この国で何をしようとしている？」

「……よく質問される日だわね」

「答えてくれ、マックル」

　ヒデオの声だった。

「エリーゼも言っていた。君は、いたずらに誰かを傷付けるような精せい霊れいでは、ないと。僕も、君のことを、そう思う。だから、君が追われる理由も、攻撃される理由もないと思っている。だからっ……」

（……）

　つらい。

　興味本位でこの青年に近付いたのは失敗だったかと思うほど。

　だからつい、口を滑すべらせた。

「ヒデオ。私はね、銃の神さまとしての役目を全うしたいだけよ」

「銃の……神として、の……」

「そう。だからシシルの言い分は、あながち間ま違ちがってはいない。そうね。結果的には……そうなるかもね。価値観の問題なのよ。それを、ヒデオは悪いことだと思うかもしれないけど。でもあたしとしては、当然のことをするだけの話。そういうこと」

　マックルは静かに笑った。

「……ごめんね、ヒデオ。勝手に気のある素そ振ぶりを見せておいて何だけど、あなたもやっぱり駄だ目めなのかもね。きっとあなたは、誰も傷付けられないくらい優やさしすぎるから」

「マックルっ……」

　もうヒデオの方は見なかった。

「同じ理由であなたの質問にも答えられないわ、ミサキ」

「そうか」
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　やれやれと、マックルは手にしていたアサルトライフルを一回転させ構え直す。

「あなたも懲こりないわね。また、なんとかブレード？　高分子か、低周波か忘れたけど」

「いや。あまりそういう概がい念ねんの通用しないものだ。正直、あまり使いたくはないのだが……」

　自じ嘲ちようするように笑いながら、少女は柄の先から伸のびたコードを、腰こしの後ろのバッテリーか何か。黒い箱に接続する。

「うまくすれば。お前ごと私も消える」

（っ……）

　マックルは知っている。

　死地に臨のぞむ人間が、どのような心で、どういった目をするか。

　とてもよく知っている。

　だからその夜、初めて。危機感を隠かくすための笑顔えがおを作った。

「まさか……核かく弾頭でも入ってる？」

「もっとタチの悪いものだ」

　それはそれは。

　マックルは大道芸など見せず、銃口をミサキへ定めたまま、ゆっくりと後あと退じさった。今はまだ……チカラを消しよう耗もうしたくないのだが。

「マックル、大だい丈じよう夫ぶなの……!?」

　自分たちを巻き込まないよう距きよ離りを空けているのかと、悟さとった美野里が叫さけぶ。

　続けざま、そのマックルを包囲するような位置で再び得物を手にした睡蓮とシシルへ、堪たえかねたようにナイトが叫んだ。

「貴様らっ……！　寄ってたかって何考えてやがる！　そんなに戦いたければ、俺が相手になってやるぜっ!?」

「大丈夫よ、ナイト！　ミノリも。あたしは誰も殺さないし、誰もあたしを殺せやしない。でも、きっと危ないから二人とも下がってて」

　睡蓮とシシルをやっつけたときにさっさと逃にげれば良かったと、また少し後こう悔かいする。あの二人のレベルだと、迂う闊かつに姿を消そうとしても叩たたき落とされる恐れがある。

「ミサキ。それ、効果範はん囲いってどれくらい？」

「見たままだ。衝しよう撃げき波はくらいは出るが」

「それを自分で握にぎってる……。ま、自分が死ぬつもりなら、関係ないか」

「ああ。現在も、過去も、どうでもいい」

　ミサキがそれを構える。姿勢を低く。

「私が望むのは……、未来だッ!!」




　　　　◆




　交差点を曲がるたび、頸くび城きが強めにアクセルを踏ふみ込む。珍めずらしく焦あせった様子に、千ち影かげは訊たずねた。

「何なのよ、急に呼び出したかと思えば」

「悪いね、桃もも条じようさん。何せ、治外法権が歩いているような人で……いざとなったら力ちから尽ずくででも止めてもらえればと」

「前に電話で話していた若いガールフレンド？」

「それで納なつ得とくしてもらえるならそれでいいよ」

　千影はこれ見よがしに溜ため息いきをつき、シートに背中を預けた。

　頸城はいつもこうだ。からかおうとしても、真実を問い質ただそうとしても、こうして噓うそかほんとか分からぬような返事で逃げる。暖の簾れんに腕うで押しとはこういうことを言うのだろう。

　と……クルマがある公園に差し掛かかった際、周囲の木立が波打つほどの爆ばく音おんと同時、真昼よりも明るくなった。一いつ瞬しゆんの出来事に、雲もないのに雷かみなりでも落ちたのかと訝いぶかる思いだった。

「……何よ、今の……！」

「さあ、何だろうねっ……！」

　平静を装よそおいながらも、半ば確信を得たような頸城が舌打ちがてら大きくそちらへハンドルを切った。

　千影はブレザーのポケットから魔ま導どう力りよくカウンターを取り出すが、針の振れ幅はばは微び弱じやく。魔人やアウターのような、魔力を持つ何者かが起こした騒さわぎではないようだが……ただの爆発物にしては煙けむりや炎ほのおの類たぐいが一いつ切さい見えないのが、逆に不気味ですらあった。

　光が見えた公園の駐ちゆう車しやスペースにクルマを滑り込ませるなり、頸城が運転席から飛び出す。千影も降りて後を追う。

「……」

　そして、またか……と呆あきれた。

　何やら様々な人間が気を失って倒たおれていたが、その中に神しん霊れい班の妖よう精せい使いの姿も混ざっていたのだ。いくら偶ぐう然ぜんにせよ、どれだけ騒ぎの中心に居合わせれば気が済むのか。それとも、神霊班自体が相当なヤマを踏んでいるのか……と、ヒデオの傍かたわらに倒れている睡蓮を見て思う。

「少しよう佐さ！」

　そんな中で頸城が真っ先に駆かけ寄ったのは、セーラー服姿の少女。納得の行かぬ表情で、手にした鉄パイプの切きれ端はしのようなものを見下ろしていた。

「大丈夫ですか、少佐!?　ミサキさん！」

　肩かたを揺ゆすられ、美しい黒くろ髪かみの少女がようやく振り返る。鋭い目付きをした、同性の千影から見ても顔立ちの整った、美しい少女だった。

「……ああ、頸城か」

「全く……一体何があったんです？」

「ん……？　ああ。まあ、考えてみれば直近で閃せん光こう爆ばく弾だんを喰くらったようなものか」

　と、周囲を見み渡わたした彼女が、黒髪の下に手をやり耳みみ栓せんを外す。

「頸城……まだ学生じゃない」

　自分の周りにはロリータ趣しゆ味みしかいないのか、と千影がヌルい目で言うのと同時に。

「その声は……頸城がいつも電話で話している相手だな。なんだお前、女子高生が趣味なのか」

　ミサキというらしい少女も、同じことを考えたように彼へ呆れた視線を投げかける。

　頸城は一度、両手を広げて何やら弁解しようとしたものの……結局言葉を選ぶのが面めん倒どうになったように肩を落とした。

「では、今はそういうことで。少佐、こちらは僕の同どう僚りようの桃条千影さんです」

「信用できるのか？」

　ミサキの質問に頸城は即そく答とうした。

「もちろん。桃条さんはファンタジー畑の人ですから、少しくらい不思議なことなら受け入れてくれますよ」

「へえ。それでそっちの少佐殿どのは何畑の人なわけ？」

　千影が不快感を込めて冷たく言うと、頸城はへらへらとしたいつもの笑顔で答えた。

「こちらはミサキ・カグヤ少佐。日本国内での情報収集にあたっての協力を、僕が担当しているんだ。強しいて言えば、ＳＦ畑ですかね？」

「まあそんなところだ。よろしく、千影。政府の女子高生エージェントなんてマンガみたいだな。さすが日本だ」

　屈くつ託たく無く差し出された手を握って、千影は答える。

「こちらこそ、少佐。女子高生軍人なんてアニメかゲームでしか見たこと無かったわ。国こく籍せきと所属は？」

「国籍は言えないが、〝ユニオン〟の特とく殊しゆ部隊だ」

「……科学財団の？　私兵を持ってるなんて初耳ね」

　握あく手しゆを放したところで、頸城が言った。

「挨あい拶さつはそのくらいで。あれだけ派手な後ですから、人が集まってくるかもしれません」

「倒れているのはどうするの？」

　千影は見渡して言う。巫み女こにシスターにヒキオタニート、こっちの私服二人は高校生だろうか？　バラエティ豊かだ。

「僕の管かん轄かつじゃないよ。もっとも、そちらのお友達を桃条さんが放っておけないのであれば……」

　頸城が示したのはヒデオの方。

「いいわよ、別に友達でもないから」

「では行きましょう」

　頸城がクルマに向かって歩き始める。

「それで少佐、お目当てのマックルイェーガーというのは？」

「逃げられた」

　そう言ってから思い出したように、短い鉄パイプに繫つながっているコードを外す。千影は不思議に思って訊ねた。

「何、それ」

「電光変へん換かん器だ。まあ、ＳＦの小道具だな」

「へえ」

　電光。なるほど、あれだけの光が出たのだ。そういう不思議メカなのだろうと、千影はそれ以上深くも突つっ込こまなかった。魔導力や魔法であれば、もっと非現実的なことがいくらでもある……そう考えかけて。

（……なるほど、言われてみれば頭の中がファンタジーのお花畑ね……）

　クルマに乗り込むなり、頸城は警察用無線からこの公園に関する通報があったことを聞き、花火で悪戯いたずらをしていた女子高生を自分が補導したと報告した。

「……そんな適当かまして大丈夫なの？」

　千影の懸け念ねんを、頸城は軽くいなす。

「僕に言うより、少佐にもう少し自重してくれるよう言ってもらえるかな」

　後部座席で、ミサキは悪びれもせず鉄パイプをシートに放ほうる。

「大丈夫だ、これはもう使わない。使い物にならないことがよく分かった」

「それはどうも」

　頸城がクルマを発進させる。それから千影は、ふと気付いた。このクルマの他ほかに一台、アウディのスポーツバックが停まっていたのだが、その運転席から人ひと影かげが消えていることに。

　よくよく考えれば、野次馬しに行くならあの場所で鉢はち合あわせるなりしてもいいようなものだったが……そのときの千影はミサキのことに気を取られ、よくよくは考えなかった。

「で、あそこで何があったの？」

「マックルイェーガーを見付けたが逃のがした。私からも聞きたいのだが、あそこにいたのはお前たちの知り合いか？」

　どっちへ向けての質問か分からなかったが、頸城が片手をどうぞと向けたので千影が答えた。

「巫女さんとスーツの男はね。他は知らないわ」

「その二人はファンタジー側の人間か？」

「そういうことになるわね。私なんかよりよほどどっぷりと、そっち側の人間よ」

　頸城が付け加える。

「ああ、彼ですよ。夏にクルージングに出たときに……」

　それから彼は、思い出したように言葉を詰つまらせた。

「どうかした？　頸城」

　千影が問う間にも、見る見る彼の表情は真しん剣けんになっていく。

「……いや、ちょっと。けれど……たぶん間ま違ちがいない。少佐。巫女服の女とスーツの男、それと倒れていた私服の高校生二人……全員、夏に起きた襲しゆう撃げき事件の当事者です」

　物ぶつ騒そうな単語を聞くなり、ミサキの眼まな差ざしも鋭するどくなった。

「パンターに襲おそわれた方だな……ということは、オートラインの関係者か」

「巫女服とスーツの方は宮く内ない庁ちようの職員ですが、少年たちの方はそのはずです。名前はちょっと失念しましたが……部署に戻もどってファイルを確かく認にんしましょう」

「オートラインの方に連れん絡らくは取れるのか？」

「そっちは難しいですね。公安の方面からも何度か探さぐりを入れているようですが、これといった報告が上がってきません」

「だったらいい。ではそのファイルとやらを取りに戻ろう。それからお前たちの知り合いの方を紹しよう介かいしてくれ」

　身を乗り出してまくし立てたミサキが、そのままシートにもたれかかる。

「私、部外者だからよく分からないんだけど」

　千影は一息ついてからミサキへ言った。

「何か大事なの？」

「口は堅かたいか？」

「昔、自白剤ざいの訓練までは受けたわ」

　それを聞いた頸城が呆れたような顔で言った。

「……僕が言うのもなんだけど、桃条さんって何をしていた人なんだい？」

「ＳＦ畑の人間には理解できないわよ」

　それはどうもと、頸城が口を閉とざす。




　　　　⑦




「てい」

（ッ!?）

　睡蓮に活を入れられ、ヒデオは跳はね起きた。

「……。……ここ、は……」

　辺りを見回すと、見慣れた神霊班のオフィス、ソファの上だった。少し耳鳴りがする。

　それから公園でのことを思い出す。

　壁かべの時計を見上げるが、さほど時間は経たっていないようだった。

　先せん輩ぱいたちの姿はない。那田もいない。

「……マックルは……」

「逃にげられました」

　声のした方を見ると、別のソファでシシルがハンバーガーを食べていた。店で鞄かばんに詰め込んだやつだろう。

「……ナイト、たちは」

「わたくしたちが気付いたときには、もう姿がありませんでした」

　給湯室の冷蔵庫からペットボトルを持ってきた睡蓮が、自分の席に着く。

「では……あの、セーラー服の子は」

「「……」」

　今度は二人ともが無言。

　二人とも平静を装よそおってはいるが、どうにも憤ふん懣まんやる方ないといったオーラを纏まとっていて、それ以上声をかけづらかった。

　仕方なく、ヒデオは一人で、今日見聞きした分の状じよう況きようをまとめようとした。そして……。

（……）

　結局、肩を落として俯うつむくしかなかった。マックルに、ああもはっきりと否定された。のみならず、こちらにしてみれば悪いことかもしれないと……それを認めた。

　では、どうやってそれを止めればいいのか。睡蓮やシシルのような、乱暴な方法でしかそれは叶かなわないのだろうか。友達として、するべきことはもうないのだろうか。もう、敵として接する以外に道はないのだろうか。

「……」

　表にクルマの停とまる音がして、顔を上げる。局長のものではない。

　上がってきた足音も複数名。

「邪じや魔まをする……ああ、ほんとだ。いたな」

　先頭になって入ってきたのは、あろうことかあのセーラー服の少女だった。途と端たん、睡蓮とシシルが敵意剝むき出しで立ち上がる。

　ヒデオはそれより勢いよく、両りよう脚あしを踏ふみ鳴らして立ち上がった。

「「……」」

　巫女とシスターが何事かとこちらを見るのだが、ヒデオはヒデオで、もうこういうのも嫌いや気けが差していたので、目付きを一等悪く、いいから座れとジェスチャーする。

「僕が。話を聞く」

「「しかしです」」

「しかしも、かかしも、あるものか。君たちが。そうやってすぐ、事を荒あら立だてるから。ゆっくり話もできないんだ」

「「ですが」」

　ぷちりと。

「あれだけ、偉えらそうなことを言っておいて。マックルに指一本触ふれられなかったじゃないか」

「「……」」

　黙だまった。

　そして最も痛いところを突かれたように視線を泳がせながら、二人揃そろって大人しく元の場所に腰こしを下ろした。

　ヒデオは改めて来客へ振ふり返る。セーラー服姿の後ろには、千影と頸城がいた。

「取り込み中だった？　妖よう精せい使いさん」

「否いな。いま、片付けた」

　ちょっとだけ気分良く、ヒデオは答えた。

　それからセーラー服の少女をちらと見る。千影が同行しているのであれば話はもう見えていた。

「なるほど。君たちの、仲間だったというわけだ。それも。能力や雰ふん囲い気きからして、内調ではなく。関東……」

「違うわよ。私も今日初めて会ったから」

　呆あつ気けなく否定された。

　頸城が続ける。

「こちらはミサキ・カグヤさんと言います。科学財団、ユニオンから派は遣けんされてきた特とく殊しゆ部隊の方です」

「ユニオン……」

　数年前、世界数十ヵ国の共同出資によって設立された国際的科学技術振しん興こう財団。研究分野はいわゆる理系のものに限られるが、既すでに少なくない成果を発表している。携けい帯たい端末用バッテリー、自動車の低燃費型エンジン技術、副作用の少ない抗こう癌がん剤ざいや、関節式機動器の国際規格等々、すでに日本国内でもその恩おん恵けいは多た岐きに亘わたって実用化されている。

　現在、大西洋上に研究プラントを建造中という話だが、東京湾わんのメガフロントも本はと言えばその洋上建築技術を利用したものだと……過日、マックルと訪おとずれたコンベンションホールの展示で見た覚えがある。

　難しい顔をした睡蓮が、ひそひそシシルに訊たずねた。

「……ゆにおんとは何ですか。罰ばち艦かんの親しん戚せきですか」

　やはりひそひそと小さな声でシシルが答えた。

「教皇庁は唯ゆい一いつ無二です。親戚はありませんよ」

「ならば、ぷろてすたんとやかそりっくはどうなのですか」

「カトリック教会が教皇庁です」

「教皇庁はキリスト教でしょう。お前はわたくしを馬ば鹿かにしているのですか？」

「あなたはキリストにケンカを売っているのですか？」

　何やら白熱し始めた後ろの二人は放っておいて、ヒデオは言った。

「それで、用件は」

　ミサキは遠えん慮りよする様子もなく答える。

「マックルイェーガーとオートラインについてだ。あるだけの情報を提供して欲しい」

「……悪いが、それは。僕たちの判断だけでは」

「では上の人間は？」

　それには睡蓮が答えた。

「局長は現在、あの公園での一件を受けて外出しています」

「……そうか」

　ミサキが困った様子で窓の外を見やり、髪かみを搔かく。それから踏ん切りを付けるように一息、踵きびすを返した。

「……わかった。ではいい。邪魔したな」

「いいんですか？」

　頸城が瞬まばたきした。

「多少強ごう引いんですが、情報程度なら内調としての権限を使うこともできますよ」

「だがこの国の役人はモラルが高い。ことがことだ、もう少し胡う散さん臭くさい人間の方が好ましい」

「頸城みたいな？」

　千影の言葉に、まさにとミサキは頷うなずいた。

「そういう意味では千影のこともまだ信用しきれない」

「少し、待って欲しい」

　どいつもこいつも、という思いが再びヒデオの中でくすぶり始めた。そう、どいつもこいつもさも重要人物面づらして、肝かん心じん要かなめのことは話そうとしない。

「なんだ？」

　と振り返ったミサキへ、ヒデオは言葉をぶつけた。

「マックルのことは。君だけの問題では、ない。こっちからも、質問させてもらう。なぜ君は、彼女を攻こう撃げきした」

「……そういえば、お前たちはなんの目的であの場にいたのだ？」

　今さらか、とでも言いたげにシシルが嘆たん息そくする。

「私は、この世界に対し何らかの災さい厄やくをもたらそうとしているマックルイェーガーを、捕ほ縛ばく、もしくは抹まつ消しようするためにクーリアロマーナから派遣されてきた者です。この二人は、そのために私に協力しているに過ぎません」

　ミサキが驚おどろいたように目を丸くした。

「バチカンが実働隊を持っているというのは初耳だが……いや、そんなことはいい。災厄の正体はわかっているのか？」

「……わかっていないから、何らかの、と言いました」

　夜のオフィス街は人通りもなく、そうして全員が黙ると、あとに残るのは痛いほどの静せい寂じやくだけだった。

　ミサキが顎あご先に手をやる。

「……機密だから誤ご魔ま化かしている、というわけではなく、情報そのものをまだ得られていないのだな？」

「そう言ったはずですよ」

　と、シシル。

　ミサキが一度、室内の面々を見み渡わたす。

「わかった、では細部は無理だが概がい要ようを話す。先日、我々はとある武装勢力のアジトに襲しゆう撃げきをかけた。結果としてはほとんど空振りだったのだが、破は壊かいされたコンピューターから、断だん片ぺん的にだがデータを修復できた。内容は、テロの範はん疇ちゆうを越こえた、大規模な戦せん闘とう行動計画と推測できた。そしてそこにマックルイェーガーの名前があった」

　馬鹿な、と。

　叫さけび出しそうな気持ちを、ヒデオは抑おさえ込む。今は、私的な事情よりも。

「では……君が言っていた、Ｔ─ｄａｙというのが」

　ビシリ、と突とつ然ぜん指をさされた。

「日本人というのは、どうも危機意識というものが薄うすいようだから言っておく。今後その単語は二度と口にするな。テロリストの機密文書から出てきた言葉だ。知られれば簡単に殺されるぞ」

「……君が。あの公園でいきなり、言ったのではないか」

「……。マックルイェーガーがいつ逃げるかわからんのに、人ひと払ばらいなどしていられるか」

　それもそうだろうけど。

「……まあいい。ええと……どこまで話したか忘れた。とにかくそういうことだ。ヤツ自身が計画したことなのか、それとも単に計画の末端を担になうだけなのかはわからない。だが今日見た表情から、自分でも気付かぬうちに利用されようとしているわけではなく……自覚を持って何らかに関かかわろうとしていることは確実だ」

「……だったら。そういうことなら、僕も」

「ヒデオ」

　睡蓮から鋭するどく声をかけられた。

「少し、落ち着きなさい。前々から言おうと思っていたのですが、お前はいやしくも公僕の身なのです。にもかかわらず、こうした大事に限って独断で動きすぎる」

「だが……」

「駄だ菓が子しもかかしもありません。公僕とは書いて字の如ごとく、公おおやけの僕しもべです。大勢の人々にとって最良と思われる判断に基もとづき行動すべきであり、お前自身が満足するために行動すべきものではありません」

　確かに……これについては、睡蓮の言葉は正しい。

「一つ答えなさい、ヒデオ。普ふ段だんの悪あく霊りよう退治と同じようにマックルを退治しろと命じられたとき、お前はその通りに行動できますか？」

「……」

　睡蓮の言いたいことは理解できた。

　今、勝手に情報を提供するとか、協力を申し出るとかの問題ではない。

　普段からそんな様子では、この先、もっと深刻な状じよう況きようが訪れた場合にも、同じように勝手に行動してしまう恐おそれがある……ということを危き惧ぐしているのだ。

　千影が言った。

「いいんじゃない？　妖精使いさんは別に軍人じゃなくて、ただの公務員でしょ」

　頸城もへらへらと相あい槌づちを打つ。

「僕もそこまで難しく今の仕事を考えたことはなかったなぁ」

「お前たちは黙っていなさい」

　ぴしゃりと二人に言ってから、睡蓮は続けた。

「これはわたくしの勘かんですが、恐らくあのマックルとは一戦を交えることになります。友達を思うお前の気持ちは尊重しますが……今回だけはどうも、嫌いやな予感がしてならないのです。今のうちに、どうするか覚かく悟ごを決めておきなさい」

「……わかっ……」

　いや……。

「……わかっている、つもり……なのだが」

　ヒデオはひとまず、溜ため息いきをついた。マックルが本当に人々に危害を及およぼすような企くわだてに荷担するつもりなら。そのときは。

　そのときは……。

「……いや、それでも」

「なんですか」

　聞き返す睡蓮へ、毅き然ぜんと面おもてを上げる。

「どうせ僕には、君たちのように戦う力はない。君たちでも倒たおせない相手を殺すなんて、なおさら論外だ。だから……きっと、説得することしか、考えられない。どうせ、君たちが本気になれば、僕には邪じや魔ますることもできないのだから」

　睡蓮は一度、ヒデオの強ごう情じように怒おこったように目を細めたが。

「……では勝手にしなさい」

　そのまま、ツンとそっぽを向くに留とどまった。

　ヒデオは改めてミサキに向き直る。

「……足止めして、申し訳ないが。やはり、局長が来てからの判断に、なるかと」

「わかった、ならばいい。欲しいのは別に公文書や何かではないからな。私が言った胡散臭いというのは、そういう公僕のしがらみをうまく搔い潜くぐれる人間のことだ。できれば私がここに来たことも忘れてくれると助かる」

　そこにシシルが、最後のハンバーガーの包み紙を畳たたみながら言った。

「あなたと同じタイプの仕事に携たずさわる者として、解げせませんね。政府の後ろ盾だてを受けられれば、これほど動きやすいこともないはずです。なのにあなたには、それを知られることすら忌き避ひするきらいがあります」

「ならばお前だって分かっているだろう。後ろ盾を得るということは、その分だけ存在を明かすということだ。私たちのような存在は、知られていなければ知られていないだけいい。それだけのことだ」

「そうですが……」

（っ……）

　その瞬しゆん間かん。ヒデオの中で、何かの回路がバチリとつながった。なぜかは分からない。そんなこと、考えたこともなかった。だが……。

　山さん荘そうの爆ばく撃げき事件。あれだけの破壊の痕こん跡せきが、ただのガス爆発で済んだこと。

　無人島での関式の襲撃事件。結局公おおやけにはならず、その後の進展の話もないこと。

　フォースの四人。研究結果としての存在であることがオートライン側から告げられたが、フォースは未いまだ存続していること。

　そして。

　その全すべてにオートラインは関かかわっていて。ならばマックルは、そのオートラインに関わっていて。ならば……それを追うミサキ・カグヤという少女が、オートライン側のマックルに知られてまでも、その存在を知られたくない相手とは？

「つまりです。私が言いたいのは、任務の早期かつ確実な遂すい行こうのためなら、顔を知られるリスクよりも……」

「……政府が……。関わって、いる……」

　ヒデオが思わず呟つぶやいた言葉に、その場の全員が何のことかと瞬きした。

　そしてミサキだけが次の瞬間、ニタリとヒデオに笑いかけた。

「そうだ。今回見付かった戦闘行動計画には、マックルイェーガーの名前だけではない……幾いくつかの多た国こく籍せき企き業ぎようと、複数国家の政府要人とおぼしき名前が見付かっている。馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎて、まともな役人なら誰だれも取り合おうとすらしない。そうだな、誰も信じないから教えてやる。恐らくはこの国の政府も関かん与よしている。なぜならばその計画に記されていた戦場候補地はわかっているだけで五つ。パリ、ロサンゼルス、テヘラン、大西洋上に建造中のユニオン本部、そして……」

　ミサキは薄暗い笑顔えがおで、真まっ直すぐに足元を指差した。

「……ここ。トーキョーだ」
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　秋が深まっていく。

　内閣総理大臣官かん邸ていの木々も、幾つかが色付き始めた、そんな夜半のことだった。

「メガフロント市、みらい市、江え戸ど前まえ市、京けい浜ひん市……これらの候補はわかりますが」

　戦後初となる弱じやつ冠かん四十代の内閣総理大臣、咲さき坂さか栄えい悟ごはメガフロントが市政として開始されるに当たり、一いつ般ぱん公こう募ぼから選ばれた市名……その最終候補がリストアップされた書面を、手の裏でポンと叩たたいた。

「なんですか、この『新ほたる市』というのは？」

「つまり……察するに、海ほたるパーキングエリアとして親しまれていた名残なごりではないかと」

「それで、都民による投票の結果は？」

「その、新ほたる市です」

　官かん房ぼう長官のどこか所在無さげな声に、咲坂は眉まゆをしかめた。

「……京浜市ではだめなんですか？」

「開かれた政党の一いつ環かんとして、昨年からのアンケートの投票結果は随ずい時じ、インターネットで公開しておりましたので……」

「我が党が掲かかげた公約とはいえ、彼はあまりに真面目まじめすぎますね……次の都知事選で降りてもらいましょうか」

　公の場であればそれだけで世間がひっくり返るような言葉を口にして、咲坂は次の書類に関心を移した。

「……」

　そして少し目を通しただけで、脇わきに避よけた。

　用済みの、処分する書類の山に分けた。

「今日のところは、これくらいですか」

「総理、それは……」

「私は忙いそがしいんですよ。東京が戦場になる？　馬鹿馬鹿しい」

　一いつ喝かつし、その書面を強く叩く。

「陸幕や公安からの報告ならばともかく、なぜ宮く内ない庁ちようからこんなものが上がってくるんですか？　国民だって、公務員にこんな絵空事を書かせるために税金を払はらってるわけじゃない」

「しかしその川かわ村むらという男は、例の合同演習に参加していた当事者です」

　それで咲坂は思い至り、憤いきどおりを収めた。

「……鳳おおとり重工とは関係が？」

「神しん霊れい班の中では最も若いため、例のプロジェクトの子供たちとも親密にしていたそうです。鳳重工が研究開発しているレイス技術に関して……直接的な技術者ではありませんが……、いわゆる召しよう喚かん師しと呼び習わされる能力があると」

「プロジェクトに協力を？」

「いえ。そういった古来からの風習か、本人の思想信条によるものかはわかりませんが、レイス技術に関しては慎しん重ちような姿勢を保っているようです。リベラルな技術開発には懐かい疑ぎ的で、先日プロジェクトから離り脱だつした方の子供たちに肩かた入いれを……」

　インターホンがコールして、咲坂は軽く手を上げて官房長官の話を遮さえぎった。

「……私だ」

《緑の地球党、在あり平ひら代表よりお電話です》

　オフレコの場であるからこそ、咲坂は表では決して見せない「またか」という顔になった。それを察した官房長官が言う。

「熱心ですね、彼らは」

「彼らのは政治じゃありません。宗教ですよ」

《お切りしましょうか》

「いえ、つないでください。共に前政権を倒たおした大事な与よ党とうです」

　咲坂が率いる民意推進党が勝利したことには幾つもの要因があったが、中でも緑の地球党が食い付いたマニフェスト……政権公約が、二酸化炭素排はい出しゆつ量削さく減げんのための『二〇五〇年までの全火力発電所の撤てつ廃ぱい』と、東京湾わんの自然保護のための『メガフロント開発の拡かく充じゆう停止』であった。

　そして彼らは、それ以外はほとんど関心を示さなかった。言い方を変えると、その二点以外の政策についてはほぼ無条件で賛成してくれるのだ。これはありがたい。

　そしてそんな奇き天て烈れつな政党にもかかわらず、緑の地球党は現在十議席も確保している。地球温暖化を始めとする環かん境きよう問題は世界的喚かん起きもあって今後さらに議席数は増えていくのではないかと見られている。ならば懇こん意いにしておいて損はない。

「咲坂です」

《夜分に失礼します。緑地党の在平です》

　聞こえてきたのはまるでニコリともしない……それこそ革命家か求道者のような強こわ面もてを髣ほう髴ふつとさせる、苦み走った声だった。

「どのようなご用件でしょうか」

《もう、言わずともわかっておられるでしょう総理。我々が与党としてあなたがた民推党に期待している件です》

「でしたら在平代表も……それが一朝一いつ夕せきで片付くような問題でないことはご存じでしょう。そういう大きな問題だからこそ、あなた方は期待していらっしゃる。違ちがいますか？」

《もちろんです。しかし去年の選挙戦から、かなり事情が変わってきました》

「と、おっしゃいますと？」

《ＴＭＥ……ザ・マザー・アースによる、先般のパシフィックリムズ・オイルの件は、総理もご存じでしょう》

　洋上油田プラントが襲しゆう撃げきされ、多数の死傷者を出した。プラント自体は未いまだ再開の目め処どが立たず、実行犯グループの足取りすら摑つかめていない。

「……まさか、国内の企き業ぎようも標的になっているとでも」

《それはわかりません。しかし彼らの行動力とその過激さは、日を追うごとに強まる一方です。政府として環境問題に取り組んでいる姿勢をアピールするために、何らかのアクションを行うべきなのです》

「ですが直後に犯行予告を送り付けられたユニオンには、結局何もなかったでしょう」

《まだ、何もしていないだけかもしれませんよ》

　咲坂は小さく溜ため息いきをつき、続けた。

「在平さん……それではまるで、脅おどしのように聞こえてしまいますよ。そうしないと、国内で良くないことが起こるとでもおっしゃるつもりですか？」

《……》

　スピーカーからの声が束つかの間ま、沈ちん黙もくする。

「在平さん？」

《……私どもとて直接彼らとコンタクトできるわけではありません。しかし何か不測の事態が起きた場合でも、私どもの言葉であれば聴きいてもらえるかもしれません》

「不測などという言葉は、政府にはありません。我々行政には、災害や不当な暴力といった全すべてを想定し、予あらかじめ備える義務があるのですから」

《……わかりました、今日はこの辺にしておきます。お忙しい中、ありがとうございました》

「こちらこそ、貴重なご意見をありがたく思います」

《失礼します》

「おやすみなさい」

　通話が切れて。

　官房長官が言った。

「……なんですか、今のは。まさか緑地党は本当にザマスとの関連性があるとでも」

「証しよう拠こが無い以上、迂う闊かつな詮せん索さくはよしましょう篠しの田ださん」

　それから咲坂は思案したように首をめぐらした。

「……念のため、警察の方にはテロ警けい戒かいの通達をお願いします。国民に不安を与あたえないように、日常的業務の範はん囲い内で」

「わかりました」

「その程度でいいでしょう。私ももう休みますので、篠田さんも今日のところはどうぞ」

「はい。では本日はこれで失礼します」

　官房長官が退室した。

　ごくごく静かな一室でただ一人。

　咲坂は……。

「……知ってるよ、在平さん」

　笑った。

「不測なんてことはないよ。だって、知っているんだからね……」

　笑って。

　ふと、宮内庁からの馬ば鹿かげた報告書を思い出し、携けい帯たい電話を取り出しダイヤルした。

「……甲こう山やまさん、少しお時間はよろしいですか。……ええ。少しお尋たずねしたいのですが、宮内庁の川村という職員のことは……」
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　ヒデオは今日も睡すい蓮れんに言われて、お祓はらいに使う例の紙を折っていた。

　あのバーベキューの日から、もう一ヵ月が過ぎた。乾かん燥そうした風が肌はだ寒ざむくなり、秋の味覚の話題も鍋なべ料理のそれに推移し始める、そんな時期だった。

　ミサキ・カグヤという少女からもたらされた話は、念のため上司の那な田たには伝えた。那田は上に報告すると言っていたが、上の方からは何一つの通達もなかった。具体的に政府の誰だれが、という個人名や組織名までは聞かなかったから、やはり具体性のない戯たわ言ごとと受け取られたのだろう。

　別に自分は組織的陰いん謀ぼうに立ち向かう肉体派の兵士でも、巨きよ塔とうの内部を暴あばき立てる知性派の警官や弁護士でもない。本当に日本の誰かが戦せん闘とう行動計画なんてものに参画していて、東京が火の海になるのであれば大事だが、何事も無いのであればそれが一番だ。

「つめが甘い」

「……」

　気き紛まぐれのように見回りに来た睡蓮に、折り上がったばかりの紙し垂でをペッと捨てられた。

　まともに生きていても難しいことも辛つらいこともある。よくよく考えればアパートに籠こもっているだけでもツライ世の中なのだ。これ以上事件が起きてどうするというのか。そういうことが、最近わかるようになってきた。

「そうして呆ぼうっとした頭でいるから、お前の性格が映ったようになよなよとした紙垂になるのです」

「……」

　また今しがた折り上げたそれを自分で摘つまみ上げ……なるほど、折り目正しくないひょろひょろとしたそれが、自身の頼たよりない風ふう体ていによく似ていると思った。

「ただいま戻もどりましたぁ……」

「いやぁ参ったっすよ、ほんと……」

　先せん輩ぱいの加か賀が世よ見み子こと大おお谷や内ち繁しげるが揃そろって戻ってきた。二人の浮うかぬ声を聞いて、森もり里さと八やが洋書から顔を上げる。

「その様子だと調査結果は……」

「概おおむね情報の通りでした。その場所で調査とか以前に……ね？　大谷内君……」

　自分の席に着いて人ひと心ごこ地ちついたように溜息をする世見子を見ながら、繁は肩かたをすくめた。

「世見さん、霊れい感かん強いからその現場行く途と中ちゆうで貧ひん血けつみたいになっちゃったんすよ……。一応、俺一人でそこまでは行ったんすけど、俺から見ても空気が淀よどんで見えるっつうか。とにかく普ふ通つうじゃない感じでしたね。あれならさすがの副長もなんか見えるんじゃないっすか？」

「嫌いやだよあたしゃ、そんなの見たくないよ」

　一いつ切さい霊感が無いという翔しよう香かは赤ペン片手、吐はき捨てるように言った。それより真顔で里八が言った。

「お前はせめて馬と馬番以外のものに目を向けろ」

「だってお馬さん可愛かわいいんだもん……」

　そんなことを言って、机の隅すみに飾かざってあるカイトウテイオーぬいぐるみマスコットの頭を撫なでる翔香。

　一応事務仕事はできるし、元より気さくな性格なので電話応対なんかも得意な人なのだが……余よ暇かを見つけるのがうまいというか、作るのがうまいというか。

　お決まりのように嘆たん息そくした里八は先を続けた。

「ではその霊れい障しよう自体は、ひとまず放置してきたということか」

「いえ、それが……私たちはそのつもりだったんですけど」

　世見子が言った。

「ほら、夏に一いつ緒しよに無人島へ行ったオートラインの高校生たち。あの中の二人と、帰りに行き違ったんです。一応、そういうのがあって危ないからって言ったんですけど……」

「どの。二人でしたか」

　ヒデオは知らず口を開いていた。

　あの公園以来、彼らともパッタリ会わなくなった。仲ちゆう介かい役のマックルとも連れん絡らくがつかないから、現場レベルでの接点が無くなったのだ。キャンプのときまではそういうものだと思っていたが、あの公園でのナイトと美み野の里り、そしてマックルの「ネゴシエイターとして一度あっち帰らなくちゃ」という言葉が、なんだか気になっていた。

「霧きり也や君と、水みず姫きちゃん……真面目まじめそうな眼め鏡がねの男の子と、髪かみのふわふわしたリボンの女の子ね」

　世見子の言葉に、繁が物もの真ま似ねのつもりなのだろう。声を作って眉み間けんのあたりに指をやった。

「『わかっています。僕たちはそのために来たので』……なぁんて、もう自信満々でさ。俺たちなんかより、ずっと慣れた様子だったよ。気になって少しの間待ってたら、世見さんの具合も良くなって……そのうち二人が戻ってきて、『安心してください。もう終わりましたから』って」

　物真似はこの際、重要ではないとして……。

「魔ま法ほう瓶びんのようなものは持っていましたか」

　睡蓮の問いかけに、世見子が虚こ空くうを見上げるようにして言った。

「魔法瓶じゃないけど……アタッシュケースみたいなのは持ってたよね？」

「言われてみればそうっすね。市し販はん品じゃなさそうな……まあ市販品にしても、高校生が持ち歩くカバンにしてはゴツい感じの」

　その中にあの霊体回収用シリンダーが収めてあったのか、それともアタッシュケース自体にそういった機能を持たせた新型か。

　どちらにせよ、顎あご先に指をやった睡蓮は良い顔をしていなかった。

「やはり回収自体は続けていると……」

「……他に。何か、話などは」

　ヒデオが聞くと、世見子が思い出したように。

「それが大谷内君がね、なんか水姫ちゃん相手に一人で突つっ走ぱしっちゃって。『良かったら一緒にお茶でもどうだい？　お兄さんおごっちゃうよ？』とか言ったら」

「『急いでますので』」

「なんて霧也君に睨にらまれちゃってるの！　もう私、どっちがお兄さんかわかんなくて、おかしくって……！」

　妙みようなツボに入ったらしい世見子が、ぽんぽんと膝ひざを叩たたいて笑っていた。見かねたように翔香も冷れい笑しようを浮かべて。

「相変わらず節操無いねえ、繁君は。仕事中に、同どう僚りようの女の子の前で、女子高生にコナかけるなんて」

「いやぁ副長、レディに対するマナーっすよ。こう、自分の中に眠ねむるジェントルメンとしての魂たましいが放っておかないって言いますかねぇ……」

　得意げに襟えりを正す繁へ、まるで真顔の里八が告げた。

「川村たちが聞きたいのはそういうことではないと思うが」

「あ。はい。そっすね。えっと……そしたらすぐにクルマが来て二人を乗せて走ってったよ？　エクスペディションだったかな」

「そう。ですか」

　これはまあ、あのガスマスクたちか。

　霊を回収する方法としては、ほとんど変わっていない。つまり……マックルとシシルのあの会話を聞いても、彼らは変わらずオートラインの中にいて、大人しく内情を探さぐっている……ということでいいのだろうか。

　ヒデオがそんな風に考えていると、世見子が思い出したように告げた。

「でも、ほんとに大人びたっていうか……霧也君の雰ふん囲い気き、少し変わったよね？　水姫ちゃんの方はあんまりそういう感じしなかったけど」

「そうっすか？　野や郎ろうのことなんてよく見てないっすから俺……ああ、でも……。確かに夏に話したときはあそこまで無ぶ愛あい想そって感じでもなかったし、他の二人となんかあったんすかね」

　霧也に睨まれたことをさほど気にした様子もない繁へ、睡蓮が尋ねる。

「何かとは何です」

「ん？　いや、二人がその現場に向かうときに俺、今日は美野里ちゃんは一緒じゃないのかって聞いたんだよね」

　ジェントルメンの思考とはそういうもののようだ。

「そしたら彼の方は『さぁ……』って興味も無さそうな感じでさ。水姫ちゃんの方は、今いま頃ごろどうしてるのかなぁ……って。彼女、冗じよう談だんぽく笑ってたから気にしなかったんだけど」

　そう言えば、と世見子が相あい槌づちを打つ。

「今考えると霧也君の方は、あまり触ふれられたくない感じだったのかもしれないね。喧けん嘩かしてお互たがい口も聞いてないみたいな」

「おっと世見さん……それはもしや、三角関係のもつれっすか？」

「三角でも四角でも大人の大谷内君が入る余地は無いと思うよ？」

（……）

　確かに、ヒデオの印象に残っている霧也も、そんな冷めた物言いはしない少年だった。ナイトほど直情的ではないにせよ、熱意を冷静さでコントロールしているような、仲間思いのリーダーだったはずだ。

　……あの川原ではシシルのおかげで、四人とも相応に危険な目に遭あった。やはりあの後、マックルのことで意見が対立でもしてしまったのだろうか。

「どうだ川村。何か思い当たることでも」

　里八に改めて問われたが、ヒデオは確信もなく首を横に振ふるしかなかった。

「……心配な気は、するのですが……今のところは。なんとも」

　そしてヒデオは睡蓮の方へ視線を向けるが、彼女の態度は素っ気ないものだった。

「あれらの仲なか違たがいする理由など、わたくしの知ったことではありません」

「……そうか。ならばいい。オートライン関連はお前たち二人の領分だ、何か必要なことがあれば言ってくれ」

　と、里八。

　流れ的に、自然と。ヒデオと睡蓮は、そういうポジションになってしまっていた。オートライン関連とはつまり、フォースたちの四人はもちろん、マックルの動向なども含ふくめてのこと。

　しかし明確な事件でも起きない以上は、一いつ介かいのぺーぺー役人が首を突っ込める範はん囲いも限られている。フォースの話題はそこで一いつ旦たん打ち切られ、里八が神霊班としての話題に切り替かえた。

「肝かん心じんの問題はなぜあんな場所に、そんな霊障が発生しているかということだな」

「古来より霊が集まる理由など二つしかありません」

　里八の声に、二つを表すようにぴーすさいんをしながら睡蓮が言った。

「それを生み出すような原因がその場所にあるか、何者かがその場所に集めたのです」

「しかし名護屋河、それがもう五件目だ。メガフロントだけでだぞ？　ひょっとしたらこれは、お前と川村が初めて当たったという台場埠ふ頭とうでの件も含まれるのかもしれん」

「そりゃそっか……まあ、メガフロントとお台場なんてほんの何キロしか離はなれてないしねぇ」

　くるり、くるり、赤ペンを親指の上で回しながら翔香が続けた。

「……ひょっとしたら神霊班うちらが把は握あくしていないだけで、あの子たちが解決している分も合わせるともっと多いのかもしれないよねぇ」

　そう。現在神霊班として問題にしているのはまさに、初日にヒデオが体験したような、ああした霊の吹ふき溜だまりについてだった。それが過去に例のない件数で発生している。

　もちろん、祓はらうだけのことなら神霊班には睡蓮がいる。またフォースの方でも簡単に解決できているらしいにせよ……それはあくまでも善後策だ。なぜそんなことが頻ひん発ぱつするのかという、根本原因を把握できていないことが問題なのだ。

　繁が難しい顔で腕うで組ぐみをした。

「メガフロントなんて、できたばっかりの人工島っすからね。戦国時代に大おお戦いくさがあっただの、無む縁えん仏ぼとけが大勢埋うめられたなんてこと、あるわけないし……」

「では二つ目の理由でしょう。誰だれかが集めたのです」

　睡蓮の人差し指を見ながら、世見子が首を傾かしげた。

「でも普通……目的はひとまず置くとして、そういうのって〝その場にいる霊〟を集めるものでしょう？　せめて大谷内君が言ったみたいな大きな不幸があった場所で、その周辺に漂ただよっているものを」

　そこでもやはり、メガフロントという特とく殊しゆな土と地ち柄がらが問題となる。もちろん大規模な開発事業だ、基き盤ばん整備やビル建築等、種々の工程の中で不ふ慮りよの事故があり、現在までで数名がそうした作業中に犠ぎ牲せいとなったことがわかっている。だが、それ以外のメガフロントでの死者は皆かい無むなのだ。そしてマンションの分ぶん譲じようは始まっているが、泊とまりがけの作業員でもない限り、あの土地に寝ね泊りしている人間はまだいない。

　生いき霊りようとしての恨うらみ辛つらみが発生するにも、その温おん床しようとなるべき人間の生活感が圧あつ倒とう的に薄うすい……つまりそんな吹き溜まりができるほどの霊的な背景が、あの土地自体にはない。いわば霊のいないまっさらな土地……の、はずなのだ。

　だとしたら集めた誰かは、どこからそんなに大量の霊を集めてきたというのか。そして……そんなことをする理由は何なのか。

「簡単なことです。あなたたちの推論は正しいですよ」

　オフィスに入ってきたのはシシルだった。
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　あれ以来、マックルや日本国内の情報を求めて時折こうして訪おとずれるようになっていた。逆に考えれば、彼女がそれを求めてこの場所を訪れているうちは、マックルは無事なのだと……ヒデオとしては安あん堵どの種になっていたが。

「正しい、とは」

　どの辺が……そうヒデオが続けるより早く、シシルの瞳ひとみだけがヒデオの方を向く。

「ここを訪れるたびにあなたたちが頭を抱かかえているので、気になって私も少し調べてきました。誰が、どのように？　結論が出ないのは、そもそも犯人がいないからです。ではなぜ？　あのメガフロント……いえ。そもそものこの日本という国が、非常に特殊な条件の揃そろった地勢だからです」

　ばさん、とシシルがカバンから取り出した日本地図を広げた。北は四島から南は小お笠がさ原わら諸島までの、かなり大判のものだ。

「霊れい体には通常、地形や障害物といったものはあまり関係ありません。その代わり霊的な領域や、それによって生み出された場の流れにはかなりの影えい響きようを受けます」

　だからオバケは壁かべをすり抜ぬけて人を驚おどろかせる反面、神社仏閣のような結界の中にはおいそれと立ち入れず、一方で大きな不幸があった建物などには吸い寄せられるように集まってくる。

　そうした様々な要因の積み重ねを広域的に見てみると、磁場で言うプラスとマイナスのような流れができている……と言えなくもない。

「常識です。それでその地図は何のつもりですか」

　睡蓮に言われたシシルは、それをホワイトボードにマグネットで貼はり付けた。そして備え付けの水性ペンで直接、大きく線を書き加えていく。

「ユーラシアプレート、北米プレート、フィリピンプレート、太平洋プレートです。四つものプレートがせめぎ合うこの土地はエネルギーレートが高く、霊的には世界屈くつ指しの地勢なのです」

「……まさか。プレートの流れに、霊体が。乗ってくるとでも」

　なんとなく発したヒデオの言葉に、シシルはあろうことか頷うなずいた。

「大事なのはプレートそのものの動きではなく、それによって生まれる場の流れ……ベクトルがこの日本へ向かっているということです」

「ひょっとして、とんでもなく大きくて薄い龍りゆう脈みやく……みたいな感じなのかしら？」

　世見子が呟つぶやき、繁が感心した。

「なぁるほど……流れがあるからそういうのが集まりやすい。しかもその流れ同士がぶつかっているから、大陸なんかに比べてエネルギーレートってのも高いってことっすか？」

「感覚的には理解できるが……」

　里八が疑問を投げかけた。

　通常、霊的な何やかやは限定的な範囲の問題でしかなく、だからこそ統計なども慣習的に培つちかわれたその域を出ない。たとえば個人が取り憑つかれた、屋や敷しきが呪のろわれている、村の伝承によれば……せいぜい、その程度だ。

　シシルの推論はそうした範囲を一足跳とびに越こえる規模のものだ。

「何か、科学的な根こん拠きよでもあるのか？」

「ありませんよ。どこの大学の何の研究者がこんなものを研究していると」

　カッと金色の目を向けられた里八は、ごもっともとばかりに肩かたをすくめた。

「……科学的根拠はありませんが、そうでもなければ八はつ百ぴやく万まんも神が生まれる特異な背景の説明がつきません。同じような例としては中南米も、やたらと神の生まれた精霊信しん仰こうの強い土地柄です」

　睡蓮が一理あると瞳を細める。

「確かに漂っているだけの霊は、そうした流れに影響されやすいものです。仮にお前の言う通り、それらが漠ばく然ぜんとした龍脈に沿ってこの日本へ流れ着いたとして……ではなぜ今……」

　なぜ、今このとき、メガフロントにばかりわだかまるのか。

　そう言いかけた睡蓮は突とつ如じよ口を閉ざし……全員がどうかしたのかと彼女の方へ向いたとき、面おもてを上げた。

「……そうか。なるほど、あの場所には社やしろもなく、土着のカミがおわさない」

　古来からその土地を治めるカミがいない。言うなればよそ者がふらりと入ってきても、誰も何も言わない無法地帯のようなものなのだ。だから通常ありえぬような規模の霊の吹き溜まりが生成される。

「やはりそうでしたか」

　シシルが東京湾わんの、その場所を丸で囲った。

「キリスト教圏けん、イスラム教圏といった一神教信仰の土地であればありえない話です。絶対的な神の加護と人々の信心深さ故ゆえに、そもそも有う象ぞう無む象ぞうの立ち入る余地がありません。しかしこの国が地勢以外にも特殊なのは、多神教の国だということ。しかもそこに仏教まで加わったために、悪あつ鬼き悪霊すら『鎮しずめる』『帰き依えさせる』などという世界的に類を見ない甘い宗教観が定着していることです」

　シシルが役目を終えたらしいペンのキャップをはめ直した。

「結局、そうした曖あい昧まいで厳密性のない宗教観を持った人々の不信心さが、そうしたどこの霊体ともわからぬ魑ち魅み魍もう魎りようをのさばらせる温おん床しようとなっているのではありませんか。それがあなたたちの頭を抱えていることの根本原因です。以上、わかりましたか」

「じゃあ、まあ、原因はわかったとしてさ……」

　言いながらも宗教談義にはあまり興味の無さそうな顔で、馬のぬいぐるみを膝ひざに抱えた翔香が首を傾げた。

「解決方法は？」

「不信心者だらけの悪あく魔まの国のことなど私の知ったことではありませんが、思い付く限りの解決策は二つです」

　シシルが人差し指をまっすぐにして見せた。

「まず一つ。信教の自由を廃はい止しし、カトリックを国教にすればいいんですよ」

「お前は馬ば鹿かですか」

　とても珍めずらしい睡蓮の呆あきれ顔だった。

　真顔のシシルがキッと瞳を向ける。

「まさかその言葉をあなたに言われる日が来るとは思ってもみませんでしたよ」

「たかが人工島に限った話です。その他大勢の信仰やカミガミにまで言げん及きゆうする必要はありません」

「そうですか。最善の方法だと私は思うのですが。では二つ目」

　言って、シシルは真顔でピースサインをして見せた。

「あの島を沈しずめてしまえばいいんですよ」

　ヒデオが瞬まばたきした次には、目を見開いたままのシシルはピースサインをやめ、親指を下に向けていた。
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　シシルの推測通りであれば、メガフロントでの一連は起こるべくして起きた事象ということになるのだが……シシル自身が述べたように、霊体というオカルトを国民性や地質学的見地まで含ふくめた広こう範はんな規模でデータを取っている人間なんていない。そもそもデータの取りようもないだろうけれど。

〝データの取り方はあるし、データを取っている人間もいるわよ。彼女が明かそうとしないだけでね〟

　ノアレの声が聞こえた瞬しゆん間かん、シシルの瞳がヒデオを……正確には、その少し後ろを捉とらえた。

〝いやん、睨にらまれちゃったわぁ。こわぁい……♪〟

　けらけら、嘲あざけるように笑いながらノアレの声は遠ざかっていく。

　繁が頭に手を組み、背もたれに体を預けた。

「警察の方からもなんだか妙みような話が来てますし、どうなってんすかねぇこの所は……」

「大谷内君、それ……」

　世見子が小声で忠告したときには、シシルがくるりと振ふり返っていた。

　シシルは有あり体ていに言えば部外者だ。こと美み奈な子こたち警察庁心しん霊れい班からの話は実際に被ひ害がい者しやの出ている現在進行形の事件であり、守秘性が高い。

「機密は守られますよ。どういった内容ですか」

「あっ、いや、別にたいしたことじゃ……」

「巷ちまたを騒さわがす猟りよう奇き殺人の犯人が悪あく霊りよう、もしくはそれを利用した人間の仕し業わざではないかというものです」

　慌あわてて取り繕つくろう繁を他よ所そに、睡蓮は生き真面目まじめな性格から隠かくし立てもせずばらしてしまう……のだが。シシルの方は途と端たんに関心を失ったようにこう言った。

「ああ。学生がバラバラになったというあれですか。それならば暇ひま潰つぶしに私の仲間が追っています。じきに解決するでしょう」

「……なんだと？」

　驚きに里八の発した言葉は、全員の心境を代表するものだった。
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　中央合同庁舎二号館、警察庁特別資料室係。またの名を、心霊班。

「……オートラインの高校生が……ですか？」

　係長、辰たつ巳み竜たつ矢や警部はいつもにこやかな表情を驚きに染めていた。いや、辰巳だけではなく、関せき慶けい子こも禁きん煙えんパイプを咥くわえようとした手を止め、藤とう治じ鉄てつ彦ひこは普ふ段だんから真面目な眼まな差ざしを一層真しん剣けんに……そして美奈子も心持ちは同様だった。

「はい。まず間ま違ちがいないでしょう」

　バチカンから派は遣けんされてきたという細面の、カソック姿の若い神父は、温和な声で頷いた。

「そちらの関刑けい事じの推理通り、殺害状じよう況きようは人間の仕し業わざではないことを物語っています。同時に、ただの悪霊がこれほど明確かつ具体的に人体へ影えい響きようを及およぼすことは稀まれなのです」

「どういうことです？」

　慶子の言葉に、彼が振り返る。

「霊れい体は通常、肉体を持ち得ませんよね？　たとえば我々のような人間が拳こぶしを振るっても、目に見えない霊体を叩たたくことはできないように……」

　鉄彦が察したように問う。

「エレメンタルな霊体では、フィジカルな肉体には作用を及ぼせない、ということですか」

「その通りです、藤治刑事。あなた方……あるいは宮く内ない庁ちようにあるというような専門部署の監かん視しの網あみから外れるような力の弱い霊体では、人間の精神に影響を及ぼすのが関の山でしょう。物理的に傷付けるには、よほどのエネルギーが必要になります。そして精神を影響された人間の犯行……言うなれば悪霊が人間を凶きよう器きとして使った場合は、殺害状況もあくまでも人間の手口でしかないはずです。ですが、逆だったとしたらどうでしょうか」

「つまり……」

　美奈子は言った。ヒデオたち宮内庁から聞いただけだったが、あの少年たちは各おの々おのが精霊という霊的な存在を使って、魔法のようなチカラを使うことができるという話を思い出したから。

「人間が、霊的なものを操あやつって行ったことだということですか？」

「その通りです、北きた大おお路じ刑事。関刑事の推察通り、この事件の犯人は、凶器として霊体を用いたんですよ。悪霊にそそのかされたり、自分の意思で契けい約やくしたり……過程についてはケース・バイ・ケースですが、生きた人間の精神力をエネルギーとした霊体は、時に及びも付かない力を発揮することがあります。日本の警察がいかに優すぐれた捜そう査さ能力を持っていると言っても、科学捜査である限り手に余るはずです。そして霊体の中でも、特にこうした顕けん著ちよな影響力を及ぼすものを……我々は、〝精霊〟と呼んでいます」

　じっと話に聞き入っていた辰巳が、コーヒーカップ片手に尋たずねた。

「では……それがなぜ、あの子たちの仕業だと？」

「古来よりそういった霊的存在と契約して、力を行使する人々は存在してきました。こういった人々は異界の存在をこの世界に呼び出すことから、〝召しよう喚かん師し〟と呼ばれています」

「……ヒデオさん……？」

　契約、やら。ウィル子やノアレという精霊やら。思い付いたままその名を口にすると、彼はにこやかに微笑ほほえんだ。

「ええ。宮内庁にいるという彼は、現在その界かい隈わいではとても有名なようですね。ともあれ、その彼も含めて……具体的には明かせませんが、そうした召喚師たちが霊的な力を悪用しないよう、監視している組織があるんですよ。そして今回のこの事件、そうした監視下に置かれている召喚師の仕業ではないことがわかっています」

「フォースの少年たちは、その召喚師のリストから外れているんですか？」

　辰巳の言葉に彼は頷うなずいた。

「契約ではなく、科学という全く新しい過程を経てそのような力を得た彼らを、そもそも召喚師と呼ぶべきかどうか……決めかねている段階、というのが正しいでしょうか」

「ではもう一つ。これが〝魔力〟を用いた〝魔法〟によるものではない、という根こん拠きよは」

　辰巳の言葉に、彼は。

「そちらはそちらで、この国だと確か……関東機関でしたか。やはり専門部署があると聞いていますが。何かそういった報告でも？」

「……失礼ですがあなたは、本当にバチカンから派遣されただけの神父さんなのですか？」

　疑うでもない穏おだやかな表情に、しかし彼は面食くらったような様子を見せた。

「あ……。いえ。あはは、少しお喋しやべりが過ぎたようですね。でも教皇庁によって身分を保証されていることは事実です。なんでしたらあとで記念撮さつ影えいでもしましょう。写真を元に問い合わせて頂いても結構ですので……」

　咳せき払ばらいを一つ。

「……話を戻もどしますが、現場には一いつ切さいの霊的な痕こん跡せきがなかったという状況。オートラインの少年たちは、霊体を捕ほ獲かくする機械を持っているそうですね。恐おそらくは被害者の思念までも見境なくそれで吸い取った……と考えるのが妥だ当とうではないでしょうか。以上のところが私、アーネスト・ベネトの見解です」

　後に残ったのは、誰だれともない溜ため息いきに彩いろどられた沈ちん黙もくだった。

　美奈子は、仮に……もし本当に、あれほど明るく素す直なおな高校生たちの中に、そんな凄せい惨さんな事件を起こした犯人がいるかと思うだけで、悲しく、やるせない気持ちになってしまった。

　彼……ベネト神父の言葉は心霊班としても可能性の一つとして検討していたにせよ。いろいろとこれまでの常識の通用しない部分も多く、手の付けようがないというのが本当のところ。

　咥えた禁煙パイプを上下させながら慶子がこともなげに言った。

「……難なん癖くせ付つけて別件でしょっぴくとかですかね？」

　辰巳が心底参ったように髪かみを搔かく。

「暴力団関連であれば、締しめ上げて出てくる話もあるでしょうけどね……。捕つかまえたところで行く先はマル暴の強こわ面もてさんたちではなく、少年課の人格者の皆みなさんのところです。……ああ、いえ、マル暴さんがどうだってわけじゃないんですが……」

「……いきなり尋じん問もんの話ですか？」

　少し呆あつ気けに取られたような鉄彦に辰巳は、エッと顔を上げる。

「いえ……、ああ……その。どの道、裁判所も相手してくれないでしょう。我々にはお手上げかもしれません」

　犯罪者を野放しにしていいんですか、とか。

　それで被害者の遺族は納なつ得とくするんですか、とか……。

　綺き麗れいなテレビドラマであればいろいろ言葉もあるだろうけれど。そういうのは心霊班以前に、殺人課の捜査員らが今なお繰くり返していることだろう。そして心霊班はそうした表舞ぶ台たいには立ち入れない。神父の話も、捜査本部には到とう底てい持っていける類たぐいのものではない。

「でも……それでも事件は起きてしまって」

　美奈子は言った。

「また、起きるかもしれないんですよね？　だったらどう逮たい捕ほするとか、どう裁くかも大事ですけど、もう二度と起こさせないようにするのも大事なんじゃないですか？　犯罪を未然に防ぐことも警察官としての大切な職務のはずです」

　鉄彦が同意して頷く。

「自分も、北大路先せん輩ぱいの意見に賛成です。現在捜査本部が逮捕に全力を傾かたむけているのも、第二、第三の犠ぎ牲せい者を出さないためというのが第一義ではないでしょうか」

「……ほらぁ、係長が真っ先に諦あきらめて若い二人にお説教されるとかどうなってるんですか。しゃんとしてください、しゃんと」

　慶子にどやされた辰巳が、ばつの悪そうに背筋を伸のばした。

「……いえ、二人の言葉はもっともです。しかし具体的には？」

　美奈子は強い眼差しで首しゆ肯こうする。

「一度きちんと話をすれば、本当に犯人なのかどうかわかることも、たとえ犯人だったとしても、何かわかってくれることもあるはずです」

　ベネトが頷く。

「まずはそれが良いかと思います。私の考えも、百パーセントの確証を得てのものではありません。青少年がそういった非行に走ったなどという推測は……私としても、外れてくれるに越こしたことはないと思います」

　そんな神父の言葉は全員の思うところでもあり、自然と方針は定まった。

　そして、なかなか予算が回ってこないおかげで、何十年も使い古されたような白っぽい黒板に辰巳がチョークで書き込んでいく。

「では、まずはオートライン側にコンタクトの申し入れ、後、聞き込み……黒と思おぼしき場合は……説得、ということでいいですか？」

「そこは私らに聞くんじゃなくて。係長がビシィッと命令するんですよぅ、もう」

　イライラと禁煙パイプを嚙かむような慶子に、辰巳がたははと苦く笑しようを浮うかべる。

「では説得でお願いします、皆さん。ですが問題は……」

　声にこそ出さなかったが……再び黒板に向き直った辰巳の双そう眼がんは、部下たちに見せたことのない真剣なものだった。

　犯人がシラを切り通してくれるならその方がいいと辰巳は考えていた。一番の問題は、部下たちが犯人を追い詰つめてしまった場合だ。鑑かん識しきからの現場の写真を、辰巳は見ていた。人体をああも綺麗に切断してしまえるほどの能力と、そうせしめる異常な精神状態。

　直接に対たい峙じするような事態となれば、拳けん銃じゆうを持った凶悪犯どころの騒さわぎではない。正直、そこまでの鉄火場になると自分の部下たちには荷が勝ちすぎる。

　だから……辰巳としてはこの件、早々に諦め、投げてしまいたかったのだ。

（機動隊、自衛隊は無理ですよねぇ……。やっぱり那田さんのところにお願いするしか……）

　すっかり黙だまりこくってしまった辰巳を、美奈子たちが不思議に思い始める頃ころ。

　ベネトが口を開いた。

「何か不安があるようでしたら、私の仲間を同行させましょうか？　辰巳警部」

「……お仲間、ですか？」

「ええ。今は別件……我々がこの国を訪おとずれた本来の目的で宮内庁の方に出向いていますが……」

　言いかけたところで、神父は震ふるえている携けい帯たい電話を取り出した。

「すみません、噂うわさをすれば……その仲間からです。少し、外していいでしょうか……？」
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　少し前、オフィスに戻ってきた那田がこう言った。

「ヒデオ君。突とつ然ぜんだが明後日あさつて、少し出かけてもらいたい」

「……何か」

「官かん房ぼう長官からの話なのだが、オートラインの例の少年たちが少し前から不和を起こしているらしく、その仲裁役を買って欲しいということだ」

「……なぜ。僕が」

「君があの少年たちと一番親しくしているからだろう」

　会うたび喧けん嘩か腰ごしだった記き憶おくしかないのだが、偉えらい人の目からはそのように見えるのだろうか。いや、努めて波風立たないような報告書ばかり書いていた、これがツケなのか。

〝もうちょっと自分に素直に生きるようにしたら？〟

　ノアレにどう言おうか思案するうち、那田の話は続いた。

「それとこれは、その少年たちの片方からの要望でもあるそうだ。そしてもう片方も、君ならばと承しよう諾だくしたらしい。あの年頃の若者から信しん頼らいを得るというのは、なかなかできることではないよ。自信を持ちたまえ」

「……いえ。まあ。……はい」

　だが……やはりマックルのことでの意見の食い違ちがいが、表立っての不仲にまで発展してしまったのだろう。公園でのナイトと美野里のことも、さっき世見子たちから聞いた霧也と水姫の様子も、ようやく合点がいった。

　そして誰それをやっつけるというのは何であれ気が進まないが、仲直りの手助けというのであれば断る理由もない。むしろ信頼してくれるというのであれば、それを裏切らぬよう進んで協力したい気分だ。

「念のため、いつものように睡蓮君も同行してくれたまえ」

「かしこまりました」

「詳しよう細さいな場所や時間は明日までに書面で用意しておく」

　そして那田は奥にある自分のデスクへ。

　睡蓮がふと気付いたように呟つぶやいた。

「嬉うれしそうですね、ヒデオ」

「……そう、だろうか」

　笑っているつもりはなかったが、指し摘てきされてふと我に返る。

　しかし、しかしだ。

　そう。会うなりいつも喧嘩腰で、魔ま眼がんだのビーム男だのと謂いわれのないいじめのような扱あつかいを受けてきた自分がだ。

〝どっちもれっきとした謂れがあるでしょうに〟

　自分がだ、その実信頼されていただなんて、……まあ、別に、嬉しいとかそういうわけではないが、あいつらももうちょい素直になれよ、みたいな？

　まあ、みたいな？

　……ねえ？




　……。




　……どうしてノアレは、気分がいいときに限ってレスポンスが悪くなるのだろう。

「そちらの調子はどうかね、シシル君」

「このオフィスにお邪じや魔まして収しゆう穫かくのあったためしはありませんよ」

　歯に衣きぬ着せぬ言葉に、那田がばつが悪そうにこめかみを搔き……ふと、ホワイトボードの地図に気付く。

「……それは君が？」

「なぜ私だと思いますか？」

「自腹で地図を買ってまで仕事に役立てようというほど勤勉なスタッフが……いるのかもしれないが、生あい憎にくとその現場を私は見たことがなくてね」

　先輩たちから幾いくつか不満の声が上がったが、気にせずシシルは言った。

「いつもお邪魔してばかりでは悪いので、暇ひま潰つぶしに買ってきたものです。詳くわしい話は他ほかの誰かから聞いてください。私はそろそろ帰ります」

「そうかね。気を付けて」

「アリヴェデーラ」

　シシルは鞄かばんから取り出した携帯電話でどこへやらかけながら、オフィスを出て行った。

　少しすると、ひどく肩かたの凝こったような雰ふん囲い気きのほむらが入ってきた。

「やーれやれ、ったくよぅ……」

　ごろん、と定位置のソファに横になる。

「おやおや。ほむら鬼おにともあろうお方が、あんな娘むすめっこ一人恐おそれて今までどこに隠かくれていたんですかね～？」

　と……今度は給湯室の方から素知らぬ顔で葉は多た恵えが出てくる。

「おいらぁ、いつもの部屋で寝ねてただけだぜぃ。なぁにがキリストだよ、隠れてたのはてめえの方じゃねえか」

「私はお客様のためにお茶の準備をしていただけですからね～。そもそも仏様の加護を得ている私に怖こわいものなどあるわけが」

「あれ、何か忘れ物かな？」

　席を立った翔香が何気なく外を見ながら言うと、葉多恵はそそくさと給湯室へ、ほむらはのたのたと宿直室へ戻もどって行き……しばらくして誰だれも来ないとわかると、オフィスに戻ってきた二人はそのまま翔香の下もとへ詰め寄った。

「おい翔香、お前さんよぉ」

「翔香さん、あなたですねぇ」

「あはは、いや、ごめん。ごめんてば……」

　両手を振ふって悪気がないことをアピールしてから、翔香は尋たずねる。

「でも、なんだって二人ともそんなにあの子のこと避さけるんだい？　まさかほんとに怖いわけでもないだろうにさ」

「いやぁ、なんてんだぁ？　気配からしてめんどくせえっつーかよぉ……」

「えっらい眩まぶしいんですよ。仏様みたいにあったかいんじゃなくて目から焼き潰す的な眩しいんですよ、わかりますか？」

　翔香は首を傾かしげた。

「わかんない」

「だぁからよぉ、ああいうヘブライの連中ってのは、自分の神様に合わねえ野や郎ろうは意地でもぶっ殺さねえと気が済まねえ連中じゃあねえかい。だからっておいらが喰くったりしたらてめえら怒おこるだろうが、なあ睡蓮よぉ！」
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「当たり前です馬ば鹿か者」

「ていうかあの人のオーラおかしいんですよ！　昔よくいた『あなたは神を信じますか？』っていうのを百倍濃のう縮しゆくして常時ばら撒まいてるから鬱うつ陶とうしくて仕方ないんですよわかりますか!?」

　翔香が反対側へ首を傾げた。

「……そうなのかい？」

「「そうなの」」

　ほむらと葉多恵が珍めずらしく声を揃そろえた。

「ああもういいや、もう勘かん弁べんならねえ。おい葉多恵、塩ぉあるか。袋ふくろごと撒いてきてやらぁ。俵でもいいぜぃ」

「そうですね、私たちも出入りしにくくなりますが止やむを得ません。ああそうだ、勧かん誘ゆうお断りのシールも張っておきましょう。こんなこともあろうかと確か……」

　たぶん、シシルにはどちらも効果がないと思うのだが……と他の全員が思ったが、珍しく二匹ひきの鬼の仲が良さそうなので、全員で黙っておくことにした。
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「ただいま戻りましたよ」

　シシルが袋いっぱいのハンバーガーを抱かかえてホテルの部屋に戻ると、頭ず巾きんを脱ぬいだ尼に僧そう姿の少女がベッドにうつ伏ぶせになり、眠ねむい目で携帯ゲーム機のボタンを押していた。

「おかえりなさ～い……」

「またゲームですか。ゲームをするなとは言いませんが、座ってやりなさい。目を悪くしますよ。姿勢も悪くなります。何よりそうして日がな一日怠たい惰だに過ごしていると地じ獄ごくに堕おちますよ」

　少女はめんどくさそうに溜ため息いきをつくと、ようようベッドから身を起こしてその場に胡坐あぐらを搔かいた。

「はしたないですよ、アンネマリー」

「……シシルさぁ、そんなお母さんみたいに毎っ日、おんなじこと言ってて飽あきない？」

「あなたこそ毎日ゲームをしていて飽きないんですか？」

　テーブルにかけたシシルは一つめのバーガーの包みを解く。

「新しいの買って来たんだよ。アキハバラ行って来たんだけど、写真撮とらせてって言われたり警察に職務質問されたり忙いそがしかった。ローマ教皇ナメんな異教徒ども外交問題にするぞって言ったら帰ってったけど、そんなに僧服って珍しいのかな。ポテトちょうだい」

　シシルは食べ終えた一つめの包みを畳たたむと、ポテトの入った紙パックを差し出した。

「不信心者だらけの悪魔の国です」

「今時そういうの流は行やんないよ？」

「異教徒という言葉も良くないと思いますよ」

　二人でもくもくと食事を続けていると、ふとアンネマリーが顔を上げた。

「神父が帰ってきたよ」

「そうですか」

　もくもく。

「あ、こっちの部屋に来た……ってことはまた仕事～……？」

「あなたの嫌いやそうな顔は一級品ですね」

　そうこうするうちアンネマリーはドアに向かい、鍵かぎを開けてまたベッドの上に寝転がる。

「ああ、どうも、遅おそくなりました。二人とも食事は……またバーガーですか」

　ポテトの香かおりだけで察したベネトは呆あきれ顔で項うな垂だれた。

「ええ？　おいしーじゃん、マクドナルド。ナイフもフォークもいらないし、寝ながらだって食べられるし」

「さすがに私はもう飽きたんですよ……。それとベッドの上で食べるのはお行ぎよう儀ぎが悪いですよ、アンネマリーさん」

　カリカリに揚あがった細長いポテトを指一本で口に押し込んでいく少女へ注意しながら、ベネトはソファに腰こしを下ろした。

「警察の方々とは話を付けて来ました。宮く内ない庁ちようとの折り合いが付くようなら、同行できそうです」

　シシルは七つめの包み紙を畳む手を止める。

「……同行ですか？　私が宮内庁で聞いた分には、部外者が関かん与よできそうな雰囲気には感じられませんでしたよ」

「ご心配なく。ミソペーストと口実は何にでも付けられる……日本のことわざです」

「ミソって付けるものなの？　食べ物の名前だと思ってた」

　あー……、と考えもしなかったようにベネトは虚こ空くうを見上げる。

「調味料と、薬用と、違ちがう種類があるのかもしれませんね。ハーブにも種類があるように」

　日本人というツッコミ役はその場には不在。

　最後の一つを食べ終えたシシルが言う。

「明日はミソラーメンを食べに行きましょう」

「……シシルさん、ラーメンは熱いから嫌だって言ってませんでした？」

「つけメンという熱くないラーメンがあると知りました。出来立てのパスタくらいの温度だそうです」

　ベネトはそっと片手を上げた。ストップをかけるように。

「ちなみにその熱くないラーメンは、おいくらくらいするものでしょうか……？」

「いーじゃん神父、ケチケチしなくても」

　ぶぅたれるアンネマリーの方を見たベネトは気付く。

「ってアンネマリーさんまで、また新しいゲームソフトを買ってきたんですか……!?」

「ええー？　いいじゃん別にぃ……私シシルみたく燃費が悪いわけじゃないんだし……」

「人を公害のように言わないでください、アンネマリー」
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　──二日後。

　場所は山梨の山さん岳がく地帯。オートラインの関節式機動器の性能試験場にある、ビルの食堂だった。現在、施し設せつ自体は稼か動どうしておらず、職員は誰一人として存在しない。

　そこが今回の話し合いの舞ぶ台たいであった。

　高校生同士の。

　言うなれば、誰の青春時代にもある、ちょっとした思い込みや言葉の綾あや、勘違いから始まった子供同士の。当たり障さわりのない、ＰＴＡも納なつ得とくの耳に心ここ地ちよい響ひびきで言うところの『仲直り』の仲裁だと。

　そういう場だと、ヒデオは思っていた。

（……）

　ヒデオから見てテーブルの左には、真面目まじめな顔の霧也と、以前と変わらぬおっとりとした様子の水姫。視線を右へずらせば、油断ない表情のナイトと、決然と眉まゆを吊つり上げた美野里。全員私服で、表情さえ穏おだやかなら休日の高校生同士の集まりにしか見えない。

　そして自分から見てテーブルの正対にいるのが鳳重工副社長の甲山と、フォースら四人に実際に人工精せい霊れい体に関する処置を施ほどこしたという青年、朱あけ津つ修しゆう人と博士。

　そこまではいい。そこまではいいのだ。

（……）

　問題はヒデオから見たもっと左、霧也と水姫の背後だった。ガスマスクと、その部下らしい目め出だし帽ぼう姿の大勢。上下戦せん闘とう服姿でマシンガンを肩かたから提さげるのではなく、両手で携たずさえた臨戦態勢。

（……）

　そして右を向けば……なぜか。

　花か果か菜なの実家で見た長ちよう髪はつの男……木き島じま京きよう司じが、ニタニタとそんな様子をせせら笑うように咥くわえタバコを吹ふかしていた。左右には片かた腕うでのない糸目の男と、めっぽう目付きの鋭するどい女。他ほか、統一性のない私服ながらガスマスクらに負けぬ完全武装のＰＭＣが大勢、ナイトと美野里の背後に待機していた。

（…………。）

　なんだこれは。

　ヤクザの手打ち式だって武器をぶら下げてということはあるまい。紛ふん争そう地域の和平会談だって、警備はいても両陣じん営えいの兵士が銃じゆうを向け合う中でということはあるまい。

　なんなのだ、一体これは。

「……と、いうことなのですが。川村さんの方からは」

「は」

　と、甲山の言葉で我に返る。

　ここに至るまでの大おお雑ざつ把ぱな経けい緯いを聞かされたわけだが、正直あまり頭に入らなかった。

〝だからぁ、オートラインはナイトたちに戻もどってきて欲しいのよ。でもナイトと美野里は自分たちのチカラが軍事転用されるんじゃないかって疑ってるわけ。わかる？〟

　それはわかる。

　それはわかるが……。

「あのぉ、その前に警察の方からちょっといいですか？」

　慶子の声だった。異論が出ないことを見て取った彼女は明るい声で尋たずねる。

「お兄さんたち、それホンモノ？」

「日本語ワカリマセン」

　ガスマスクがそっぽを向いた。

「刑けい事じに噓うそは通用しないわよ。ていうかあなた、いつだったかもこの子たち追いかけて夜の街中でそれ振ふり回してたでしょ」

「……。はいはいすみませんでした。エアガンだよエアガン」

「ヒャハッ、なんだよカスターだっせぇな。そんなカッコでサバイバルゲームでもやるつもりかよ？」

「ほう。じゃあＣＯＯＬでスタァイリッシュなクールズの皆みなさんがぶら下げてるそりゃなんだよ」

　スパッ、と京司がかっこよく両手を広げて見せる。

「モデルガンに決まってんだろぉ？　見ろよこの金属のリアルな質感をぉ……プラスティッキーなオモチャとはモノが違うんだぁよ、モノがよ。わかるぅ？」

「うっせぇバーカ。お前いっぺん死ねよバーカ」

「はい。はい。はーい、お静かに」

　ぱんぱんと手を叩たたきながら慶子は言った。

「警察としてはとてもよくわかりました。それなら双そう方ほう、本日はそういうことでよろしくお願いしますね。一応、ここって日本ですからね。あ、できれば前に向けるんじゃなくて、肩に担かつぐっていうか、上に向けておくみたいなことって……そうそう、そんな感じで！　はい皆さん男前～！」

　なんとまあ達者な人だろうと、慶子のあしらいのうまさにヒデオは甚いたく感心した。

　ひそひそと美奈子の声が聞こえる。

「……ほ、ほんとにそれで、いいんですか……!?　どう見てもオモチャで遊ぶような人たちに見えないんですけどっ……！」

「いやもちろんメチャクチャやばいけど、警察官はそういうの顔に出したら負けよ美奈子さん」

　関慶子。翔香のライバルだけあって単に場数を踏ふんでいるだけでもなく、元から肝きもの据すわった人なのだろう。

「というわけで、警察の方からは以上です。あとはお任せしますので続きをどうぞ、川村さん」

「あ……。いや。はい」

　慶子から手の平を向けられ、ヒデオは曖あい昧まいに頷うなずいた。何が良くないって、こんな大勢の注目する中で発言しなければならないのが一番良くない。

「ていうかさ」

　美野里がポニーテールの跳はねる勢いでヒデオに詰つめ寄る。

「ビーム男はどう思ってるわけ？　どっちの味方っていうか、どっちの言い分が正しいとか、そういうの！」

　すると霧也がつまらなそうな顔で言った。

「だから、そうやって感情だけで物事を進めようとするのは止やめたらどうなんだ。子供じゃないんだ」

「はぁ？　自分だって同じような歳としの子供のクセに、さも何でも知ってますぅ、わかってますぅ、みたいな態度。嫌きらわれるよ」

「そんな下らないことを気にするような馬ば鹿かに好かれたいとは思っていない」

「あんた学校で友達いないでしょ」

「それはいまこの場で必要な話なのか？」

（……）

　なんというか。

　これはまた。

〝……これはまた？〟

　ぐるりと一周して予想以上に子供同士の喧けん嘩かというか。周囲の兵隊の異様さがなおさらよくわからなくなる。

「落ち着け美野里。こいつの言う通り、ただの口喧嘩をしに来たわけじゃない」

　ナイトの言葉に、水姫も頷いた。

「そうだよ。霧也君も、嫌いやならわざわざ相手しなければいいのに」

　表立って対立姿勢を見せているのは、霧也と美野里。意外と冷静なのはナイトで、水姫は少し距きよ離りを置いたマイペースといった様子か。

「霧也だけじゃない、ミズキチだってあたしたちのこと馬鹿にして、見下してたじゃない！」

　美野里の言葉にナイトが頷いた。

「ああ、それだけはな……お前たち二人とも、リスペクトがないのは問題だぜ」

　一層見下したように霧也が顔を仰あお向むかせて冷笑する。

「リスペクト？　いかにもお前らのようなチンピラが好きそうな言葉だな。で、結局は馬鹿にされたのが気に入らない、だからチヤホヤしてくれとでも言いたいのか？」

「俺がケンカしか能のねえ馬鹿だってのは、実際の俺を見てお前たちが感じたことなんだろう。だったらそれは仕方がないさ。だがな、お前たちは会って話したこともない俺のファミリーやクラスメートのことを馬鹿にしやがった！　それだけは許せねえ問題なんだよ……！」

「それは……実は私、少し言い過ぎたかな、なんて……」

「謝るようなことはない、水姫。毎日何も考えずに生きているような連中と、学のない中高年……それだって僕が実際に世の中を見て、僕自身で感じた事実だ」

「てめえっ……！」

　ナイトが椅い子すを蹴けった。

「そして結局は力ちから尽ずくで、同じことを繰くり返すつもりか？」

　言葉こそ静かだが、ナイトに負けぬ怒ど気きを孕はらんで霧也も席を立つ。お互たがいに胸むな倉ぐらを摑つかみ合うようなただならぬ気配に、美奈子が慌あわてて前に出た。

「ちょっと、二人とも落ち着いてください！　暴力は……！」

「サツはすっこんでろよ……！」

「銃じゆう器きの不法所持より高校生のケンカの方が大事なんですか？」

「で……ですけどっ……！」

　両方からの高校生らしからぬ眼光に一度は射すくめられたような美奈子を、ヒデオは片手を上げて制した。

　問題の核かくは、オートラインの人工精霊に端たんを発しているようだが……よくよく話を聞けばこれは……。

「……要するに、君たちは。お互いのことが、気に入らないと」

「ちょっ……何言ってんのよビーム男、話聞いてたの!?　どう見たってそっちの二人が悪者じゃん！　しかも副社長は、あたしたちのチカラを利用して……！」

「悪いが。それは、また別の段階の話だ」

「何よ別の段階って……！」

「副社長が、さっき言っていた……」

　傭よう兵へいたちに気を取られていて詳くわしくは思い出せなかったが、確か……。

「……コンピューターを、何に。利用するかという話は、冷静な視点で見れば正しい。確かに、軍事目的にも使える。だがそれだけでもないことは……君たちも高校生なら、携けい帯たい電話や、インターネットが。どれだけ多くの人々の役に立っているか。実感しているだろう」

「でも……！」

「仮に、軍事目的だったにせよ。チカラを持っているのは、君たち自身だ。気に入らないのであれば、君たち自身がそのチカラを、人々の役に立てればいい。そのために、オートラインの研究を利用し……必要ならば、君たち自身のチカラで研究を阻そ止しするなり、ぶち壊こわすなり、すればいい」

　ナイトが言う。

「マシンガンをチラつかせて脅おどすような相手なんだぜ……！」

「たかが銃じゆう弾だんで抑よく止しできるようなチカラなら。そもそも君たちが思うような、現代社会の脅きよう威いには、ならない」

　美野里が言う。

「けど、手ぶらでいいんだよ！　飛行機とかだって簡単にハイジャックできるじゃん！」

「ならば、同じように。犯罪組織の中ちゆう枢すうに潜もぐり込むことも。テロリストのアジトを制圧することも。簡単に、できるはずだ」

「それは……」

　美野里の言葉が尻しりすぼみとなる。

　ヒデオ自身、結構な詭き弁べんだとは自覚していたが、この際は詳しい議論よりも彼らを説得することだと思い、そのまま続けた。

「……結局。チカラをどう使うかは、人、それぞれだということだ」

「俺たちに戻れって言いたいわけか。魔ま眼がん」

「だから、別の段階の話と言ったんだ。戻るにせよ、戻らないにせよ。あれだけ仲の良かった君たちが、仲なか違たがいしたままというのが、心苦しい。その君たちが、仲直りをするためであれば……と。僕たちは、そう思って来たに過ぎない。人工精せい霊れいの技術がどうこうというのは、また別な……」

「くだらないですね」

　冷ややかに言って霧也は椅子に掛かけ直した。

「小学生や幼よう稚ち園えん児じじゃないんですよ、川村さん。気に入らないものは気に入らない。それは一日二日で矯きよう正せいできるようなものではないし、矯正するつもりも僕にはない」

（……）

　さっきから思っていたのだが、こいつこんなに性格悪かったのか。

「仲が良く見えたのは演技ですよ。被ひ験けん体が多い方がより正確なデータが取れる。そしてたまたま一いつ緒しよになったのがそこにいる二人だった。だから僕は研究の円えん滑かつな進しん捗ちよくのために、協力する姿勢を見せた。それだけです」

「……そこまでする、ということは。君は、その研究のことを」

「どうも思ってなんかいませんよ。有あり体ていに言えば僕は僕自身が強くなりたいから、このプロジェクトに参加している。そのためになるのなら、この二人には戻もどってきて欲しいと思いますが」

　だったらもうちょっと言葉を選ぶべきではないかとヒデオは思ったが、ここで言っても仕方がない。ヒデオはそのまま自然と、隣となりの水姫に視線を移した。この子はあんまり問題ないように見えるのだが。

「……え？　私は……まぁなんとなく、楽しいかなぁって」

　あれだけ喧けん々けん囂ごう々ごうした後なのに、一人だけとんでもないマイペースぶりだった。

「美野里ちゃんとナイト君には、正直付いていけない部分があるっていうだけで。嫌いってわけじゃないから……」

「はぁ!?　あんたあのとき好きじゃないって言って笑ってたじゃん！」

「だから、ついて行けない分、全面的に好きじゃないけど……嫌いってわけじゃないのは本当だよ？　美野里ちゃんがもう少し落ち着いて、ナイト君がもう少し普ふ通つうな言葉遣づかいとかしてくれると、嬉うれしいかなぁ……なんて」

　まあ霧也と水姫の二人に関しては、戻ってきて欲しい、あるいは戻ってきてもいい理由はわかった。

　となると……。

「君たちの。今回の話し合いでの、要求は」

　ヒデオがナイトと美野里の方へ水を向けると、美野里がテーブルをぶっ叩たたいた。

「だから!!　そういうの悪用しないように研究を中止するとか、そんな技術がどこから来たのかっていう原因の究明と再発防止とか！」

「それと……プロジェクトを抜ぬけたからといって、俺たちや俺たちの身の回りの人間に危害を及およぼすような真ま似ねをしないと約束することだ」

　と、これはナイトの声。冗じよう談だん抜ぬきの表情からして……なるほど。まあガスマスクたちがいるのだ。そういう脅しがあったとしてもおかしくはないか。

　同じことを思ったらしく、慶子が言った。

「それはちょっと大人気ないんじゃありません？　甲山副社長」

「……あのときは私どもも気が動転していましてね。言葉のあやとは言え、可哀かわい相そうなことをしたと反省はしています」

　あのときというのがどんなときだったかはヒデオには知る由よしもなかったが、さすが大人というべき当たり障さわりのない言葉。

「では今後、彼らから何らかのそうした通報があった場合、真っ先にそちらにお話を伺うかがいに上がりますので」

「……いいでしょう。そこの彼らには、よく言って聞かせますのでご安心を」

「ファーック。俺らのせいかよ。はいはい、もう二度とエアガンを向けるような真似しませんふぁっく～」

　まだ何か言いたげだった美野里へ、安心させるように慶子が言う。

「大だい丈じよう夫ぶよ美野里さん。何かあったときのために、あとで私の携帯の番号教えてあげるから。直通回線」

「あ……、はい……！」

　背後に警察よりもっとすごいのを引き連れているように見えるのだが。それでも公的機関の後ろ盾だてを得られたのは嬉しかったようで、美野里はようやく表情を柔やわらかくした。

「まあ、こんな怖こわいお兄さんたちに狙ねらわれていたんじゃおいそれと警察に相談できなかったのもわかるし、普通の交番じゃこんな話をしても相手にもしてくれないでしょうしね」

「……だったら、あんたたちだけでどうにかなるのか」

　ナイトだった。

「普通の警官じゃ相手にしてくれないってことは、何かあったときにあんたたちが上に掛け合ったって相手にしてくれないってことだろう」

「警察を信じないなんてスレた子ねぇ、不良少年。予防線を張っておくくらいはできるわよ」

「予防線……だと？」

「そう。会社の偉えらい人って、本社まで押しかけられるのすっごい嫌がるから。お昼休みとかの特に人の多い時間に、ロビーの受付で手帳出して、警察ですけど甲山さんいらっしゃいますかぁ？　って大声で言うのよ。毎日、毎日、毎日ね」

　鉄てつ砲ぽう一つ持ってもいないのに。慶子の凄せい惨さんな笑顔えがおはその場を静まり返らせた。

「……そういうの、困りますよねぇ？　副社長」

「信用していただけませんかね」

　口調こそ柔らかかったが、そう述べた甲山の目は笑ってはいなかった。対する慶子もすでに表情は柔らかかったが、目は笑っていなかった。

「もちろんです。ただ、あなたは社会の共有財産である青少年に対して不当な心理的迫はく害がいを加えたわけですから、本来であればその時点で処しよ罰ばつされてしかるべき対象なわけです。少なくとも私は、そういう相手に遠えん慮りよするつもりはありませんので……ということで、今後については気を付けて頂きたいなと」

「……重々、承知の上ですとも」

　重々しい嘆たん息そくの後に搾しぼり出したような甲山の声は、心底参っているように見えた。本当にナイトたちをどうこうするという意味ではなく、厄やつ介かいなのに目を付けられた、というのが心情だろう。

　ギャング映画であれば、今度は慶子本人の身が危ないような気がするのだが……。

〝今のやり取りをこれだけ大勢で見てるんだもの。そんな泥どろ縄なわみたいな真似は、さすがにしないでしょ〟

　それもそうか。

　さて、ならば問題の一つは解消……。

「良かったじゃないか。これで二人とも晴れて自由の身のお墨すみ付つきだ。そして人工精霊なんて必要ないと思っているのなら、もう僕たちに関かかわり合う必要もない。もうこうやって話し合う必要もないというわけだ」

「……少し落ち着きたまえ、凪なぎ木き君」

　重々しい声を発する甲山へ、頑がんとした態度で霧也は言い返した。

「僕は何か間ま違ちがったことを言いましたか、甲山さん」

「これは私が進めているプロジェクトだ。そして彼ひ岸が士し君と田た原はら君もプロジェクトにとって等しく重要な協力者だ。これ以上勝手な我わが儘ままで調和を乱すようであれば、君にはプロジェクトから降りてもらうという選せん択たく肢しもあることを忘れないで欲しい」

　これは……どうなのか。

　それまで一いつ貫かんして泰たい然ぜん自じ若じやくだった霧也は一転、その言葉が予想外のものだったように目の色を変えたのだ。

「……どんな汚よごれ仕事でも引き受けるという僕よりも、この二人の方が必要だと？」

「勘かん違ちがいしないで欲しいのだが、君たち自身に商品価値はない。君たちのもたらすデータこそがプロジェクトとして有益なのだ。君一人だけのそれよりは、他二人分のデータの方が統計的な価値も見み出いだせる。君の家からも出資してもらっているのは事実だが、遥はるかに多額の投資をしているのは、他でもないオートライングループ、鳳重工業だ。君であれば私の言葉は理解もできるし、そのために自制することも可能なはずだ。違うかね」

「っ……」

　理り詰づめも理詰め。感情論を良しとしない霧也だからこそ、甲山の言葉に唇くちびるを歪ゆがめたまま……しかし、それ以上の異を唱えることはなく、横を向くにとどまった。

　大おお雑ざつ把ぱな経けい緯い以外の、それに至った個々の心情もこれでほぼ出で揃そろったか。

「……では、一度。それぞれの言い分を、まとめさせてもらって、いいでしょうか」

　ヒデオの言葉に、全員の視線が集中した。
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　注目を浴びるのは苦手ではあるが、賑にぎやかな席で歓かん談だんの輪に入るよりはずっとラクなものだ。

　ヒデオはまず霧也と水姫の方を見る。

「そっちの二人は、甲山副社長の意向に、概おおむね従う……ということで、いいだろうか」

「……僕は構いませんよ。小学生や幼稚園児のように今日明日のうちに仲直りするつもりはありませんが、ダダをこねるつもりもありませんからね」

　だったらその余計な一言も控ひかえてくれればいいものを。ヒデオは胸中嘆息しながら水姫に視線を移す。

「君は」

「あ、はい。私はさっき言った通り、あんまりそういう主義主張みたいのはなくて……美野里ちゃんとナイト君がいいなら、別にまた一緒でもいいし……嫌いやならお別れでも、仕方ないかなって」

　ヒデオは頷うなずいた。美野里がああも食って掛かる割には、やはり一番問題無さそうに見えるのだが。よほどの失言でもあったのだろうか。

「そして。甲山副社長は、こちらの二人に。戻ってきて欲しいと」

「そうです。そのためであれば、可能な限りの譲じよう歩ほはするつもりです」

「ジョーホなんて言ったって、結局はそっちの都合のいいように……！」

　言い始めた美野里の方へ、ヒデオは尋たずねる。

「君たちは、オートラインの研究をやめさせたい……そして、戻るつもりはない。そういうことで、いいのだろうか」

「当たり前じゃない！」

　美野里の答えは単純明快だった。

「君は。ナイト」

「俺個人は……戻もどってもいいが、条件付きだ」

「ちょっと……！」

　口を挟はさもうとする美野里を片手で遮さえぎり、ヒデオはナイトの言葉に耳を傾かたむけた。

「条件、とは」

「研究に協力できることなら協力するが、それを選択するのは俺個人の意思だということだ。下らない金かね儲もうけや軍事目的のために、意味のない戦せん闘とうに駆かり出されるのはごめんだ」

　甲山は頷く。

「もちろんだ、それならば約束しよう。あれ以降は凪木君と青あお山やま君にも、個々人の自由意思で行動してもらっている」

「まだある。これからの研究の詳しよう細さいについては、逐ちく一いちそっちの魔ま眼がんたちに報告することだ」

　ちょっと待てと、ヒデオは隣となりの睡蓮と、後ろの美奈子たちに振ふり返った。誰だれがそんなデータを精査できるというのか……当然だが、全員がきょとんとしたような顔をして、「そうか、それはいい」なんて顔をしている者はいない。

　だが甲山も、これについてはいい顔はしていなかった。

「……残念だが、それはすぐには答えられない。多分に企き業ぎよう秘密も含ふくまれる。今この場で、私一人で決定できることではない」

　しかしナイトはさらに続ける。

「最後にもう一つ。あんたたちにその技術を教えた、〝組織〟って連中の情報全部だ。俺たちの後ろの連中は、そのために俺たちの護衛を買って出た」

　あれだけの傭よう兵へいをどうやって揃えたのかと不思議だったが、そういうことなのだろうか。また、木島京司……あるいはほかの誰かの依い頼らいかはわからなかったが……そうまでして、〝組織〟とやらに執しゆう着ちやくする理由も気になった。

　しかし同じように京司たちを一いち瞥べつした甲山が言う。

「……それで、全部かね」

「全部だ。そしてファミリーに危害を加えないと誓ちかうなら、霧也たちのことは気に入らないが戻ってもいい。これは美野里とは関係のない、俺個人の意見だ」

「ま、待って……」

　美野里だった。幾いく分ぶん、先ほどまでの元気はなかったが。

「だったら……ナイトの今言った条件を全部聞いてくれるんだったら、私も戻ってもいいよ。ビーム男が言った、使い方次し第だいで人の役に立つっていうのは、確かにその通りだと思うし……だったら私は役立てたい。それでもし研究を間違ったことに使おうとしてるんだったら、やっぱり、直接関かかわってしまった私たちが止めなくちゃいけないと思うし。ここでバイバイしたら、もう私には止められないってことになっちゃう……」

　オートラインへの疑念は晴れぬ様子であったが、少しは冷静になってくれたか。

「……騙だまされてた部分もあるけど、そういうの全部反省して、そっちの二人があたしたちに謝るっていうんだったらそれでいいよ」

「ごめんね、美野里ちゃん」

　笑顔で両手を合わせた水姫に、美野里がキレた。

「宿題忘れたとかじゃないんだから、あんたはもうちょっと真しん剣けんになれって言ってんのよ！」

　確かに、今のは……ごめ～ん、今日も宿題忘れちゃった、見せて～……みたいなノリだった。

　霧也が失しつ笑しようする。

「勝手に逃にげ出しておいて、戻るとなれば条件付きか。都合のいいことだな」

「お前には聞いていないぜ」

　ナイトが言って、また一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きとなる前に。甲山はヒデオへ水を向けた。

「仲裁人としての意見はありますか、川村さん」

「……僕としては。彼らに、仲直りさえしてもらえれば……あとは」

　言いかけたとき。

「……だったら戦うのはいかがですか」

　それまで、全く口を挟まなかった第三者……警察の傍かたわらに立つカソック姿の男が、とんでもないことを言い出した。

　甲山が訝いぶかしがるように尋ねる。

「失礼ながら、あなたは？　警察の方には見えませんが」

「そちらの川村さんほどではありませんが、精せい霊れいに関する知見を請こわれて同行させて頂いたアーネスト・ベネトという者です」

　同じく、この場に来て以来油断ない顔で沈ちん黙もくを続けていた睡蓮が、つい、と視線をやる。

「お前がシシルの仲間ですか」

「そうです。先日は彼女がご迷めい惑わくをおかけしましたね、名護屋河さん」

　シシルが言っていた、バラバラ殺人を追っている仲間……それがこの神父か。

「しかし。戦う、とは」

「戦いは戦いです。この通り、おあつらえ向きの舞ぶ台たいもあります」

　ベネトが示したのは、ガラス張りの向こうに広がる、起き伏ふくと変化に富んだ試験場の広大な敷しき地ちであった。

「結局これは川村さんが言ったように、お互たがいがお互いを気に入らないというイデオロギーの問題でしょう。なおさら、若く多感な少年少女の問題です。こうして平行線の話し合いを続けるよりも、お互いが納なつ得とくするまで怒いかりをぶつけ合った方が、ストレートに理解できること、観念できることもあるのではと」

　美奈子が真っ先に異を唱える。

「待ってください、だからといって暴力は……！」

「何も殺し合えというのではありません、北大路刑けい事じ。日本のテレビドラマでよくある、夕焼けの川原で殴なぐり合うような、あれですよ。あれをそれぞれの精霊でやるというのはいかがです？」

　ヒデオは今の高校生たちにそのドラマのたとえが通じるのかも気になったが、それ以上に気になったのは。

「……精霊を。使って、ですか」

「守るにせよ、攻せめるにせよ。精霊のチカラというのは契けい約やく者の精神力、意志の強さに比例するものです。彼ひ我がは精神ココロで繫つながるものですからね。刑事さんたちが心配するような怪け我がをする前に、立ち上がる気力が尽つきた方が負け……それならば安全でしょう」

　今度は修人が声を上げた。

「待ってください。精霊が傷付けば、そのフィードバックはこの子たちの精神に直接影えい響きようを及およぼします。多少の擦すり傷きずや打だ撲ぼくであれば時間が経たてば回復しますが……」

「構いませんよ、僕は。いえ、むしろ望むところです」

　心配する修人の声を遮るように、霧也が声を大きくする。間かん髪はつ入れずナイトが続いた。

「俺もいいぜ。話し合いがどうなろうと、こいつとだけはいつかケリを付けるつもりだったからな」

「あたしもいいよ！　そっちの方が絶対わかり易やすいし、一回ぶっ飛ばさなきゃわかんないよこういう連中は！」

「あ……じゃあ、私もそれで……」

　なんだか場に流されたように、水姫がおずおずと最後に頷く。

　そして修人の表情はさらなる不安の色に染まっていった。

「君たち、もう少し真剣に……！　宮く内ない庁ちよう……、川村さんからも何か！」

「ええ。もちろん、暴力は……」

「では川村さんも参加されたらいかがです」

　さすがに後ろの神父へ身体からだごとで振り返ると、ベネトは聖職者らしい穏おだやかな笑みを浮うかべていた。
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「あなたが勝てばあなたの言う通り、オートラインの研究は別の段階の話として、とりあえず彼らは仲直りの握あく手しゆをするんですよ。いっそ彼らが傷付け合う前に、あなたが全員を安全に倒たおしてしまえばいいんです」

　やれやれこんなこと言ってますよ、副社長。どこの馬の骨かもわからないのに勝手な人ですよねハハハ。

「こちらとしては構いませんよ」

「……。」

「せっかくの機会です。なんでしたら後ろの警察のお二人ともども、夏の合同演習の、より実じつ践せん的な形ということで参加されてみてはいかがですか」

　……ハハハ。

　笑えない。

〝ヒデオってほんと笑わないわよね〟

　美野里がどんとテーブルを叩たたいた。

「じゃあ、あたしたちが勝ったらさっきあたしたちの言った条件、全部吞のんでもらうってことでいいんだよね！　だったらあたしビーム男に味方してもいいよ！　握手もしてあげるし！」

　美野里がヒデオの手を摑つかんでぶんぶか上下に振る。もちろん、要求しているのはそういう意味ではない。

　霧也が眼め鏡がねを押し上げながら告げた。

「僕たちが勝ったら、お前たちには無条件でプロジェクトに戻ってきてもらう。そして今後、甲山さんや僕たちの言動に関して一いつ切さい反はん抗こう的な態度は取らない……それでもいいんだな？」

「ああ、それでいいぜ。負けなきゃいいだけの話さ」

「ええ～……。でも、それだと美野里ちゃんたちの人数が多くてズルいような……」

　そう。そうだよ。ズルはよくないよ。

「そういう、ことなので。僕は」

「遠えん慮りよなさらずとも大だい丈じよう夫ぶです」

　甲山が言った。

「こちらも二名ほど、予備の人員を用意しておりますので」

　人数合わせとかそれはもう青少年が夕日をバックに「なかなかやるじゃねえか」「へっ、そっちこそ……」みたいな雰囲気もへったくれも。

「追加って誰だれよ。まさかおじさんたち？」

「さすがのお兄さんたちもお前らみたいなマジックは使えねーよ」

　ガスマスクが首を傾かしげると、霧也が携けい帯たい電話を片手の甲山に言った。

「……彼らも来ているんですか？」

「ああ。念のため、呼んでおいた……私だ。来てくれ」

　それだけ言って、甲山は通話を切る。

「だから、誰よ！」

「美野里ちゃんたちが出て行ってから入った、新しい子だよ」

　そんな、どこかのバイトでもあるまいし……と思った矢先にドアが開いた。

「失礼しまーす……」

　ラフなデニムのオーバーオールとワッペンをたくさん付けたジャンパー、金きん髪ぱつに染めた髪かみにニット帽ぼうを被かぶった……女の子のように柔にゆう和わな顔立ちをした、線の細い少年だった。

　一度、室内のバラエティに富んだ大勢の姿に気き後おくれしたような後。

「……あ？　あれっ!?　ナイト君じゃん!?　レッドのナンバーツーのさ!?　だよね、だよね!?　何してんの……!?」

　意外なところで意外な友達を見つけた……みたいな驚おどろきの笑顔。霧也と違ちがって、派手な見た目と裏腹に素す直なおでいい子そうだった。

　ナイトもまた驚きに目を見張り、立ち上がった。

「ブルーのナンバーフォー……だと!?　鳴なる神かみ響ひびき、貴様も能力者だったのか……!?」

「あーほら、それ！　やっぱりナイト君だぁ！　最近パーティーに来ないからさぁ、なんかあったのかなって……！」

　にわかに盛り上がる少年の横には、眼鏡の女の子が一人。他ほかの全員が私服だったが、それが普ふ段だん着ぎのように紺こん色いろの地味な制服姿にパーカーで、両手をポケットに突つっ込こんだままガムを嚙かみ、神経質そうに食堂内の面々を見み渡わたしていた。

「……鳴神君、どうすればいいんすかあたしら」

「え？　俺もまだ聞いてないけど……」

　甲山が一つ、咳せき払ばらい。

「鳴神君、黒くろ瀬せ君」

「あ、はい。ええと……そういえば何の用で？」

「君たちには、これから少し戦ってもらいたい」

「……ハァ。ケンカですか？　あ、ナイト君とだったらいいですよ。何回もやってるし、面おも白しろいし。でも霧也君みたいな武道とか格かく闘とう技ぎみたいなの？は、あんまり……」

「違う。〝精霊〟を使ってだ」

　鳴神響という名の少年は、少し驚いたような顔をして……それから、笑顔になった。

「え？　マジで？　まさかナイト君、ほんとに能力者だったとか……!?」

「言っとくが。今回のは遊びじゃないぜ、響」

　ナイトの冗じよう談だん抜ぬきの表情に、その通りだ、と霧也が言った。

「お前たちが来る前にいたっていうのが、この二人だ」

「強いんすか？　水姫ちゃんたちより？」

　眼鏡の少女に、水姫が首を傾げる。

「うん……強いと思うけど、麻ま衣いちゃんたちよりはどうかな……」

　それから肝かん心じんなことを、響が疑問する。

「え……それで、なんで戦うんですか？」

「それについては追って説明しなければならんが……そうだな。この辺りで一いつ旦たん休きゆう憩けいし、再開は昼から、ということでどうだろうか」

　長い時間話し込んだこともあり、甲山の提案に反対意見は出なかった。

　オートライン側、甲山たちはガスマスクらも含ふくめて食堂を出て行った。

「……随ずい分ぶん大きく出たものですね、ヒデオ」

　嘆たん息そくしながら、横の睡蓮が立ち上がる。

「あの鳴神と黒瀬という二人はわかりませんが、霧也の体術はなかなかのものですよ。強きを目指すと言ってはばからぬだけのことはあります」

　それはまあ、過去にこの睡蓮をぶっ倒したほどだ。眼鏡の子はともかく、ニット帽の少年にしても色付きギャングの一員というなら、まともにやり合ってどうにかなるような……。

「……僕の、代わりに。君が」

「わたくしはあの者たちに対するなんの要求もありません。それにわたくしがその気になったら、勝負にもならないでしょう」

　逆の意味で勝負にならないからお願いしているのだ。

「……そうだね。よく考えたらビーム男より巫み女こさんの方が良かった……」

　とは美野里の弁だが、他人に言われるとそれはそれで腹が立つものだ。

〝どうしたいのよヒデオは……〟

　家に帰ってネットしたいだけだ。

「いやあ、大変なことになってしまいましたね」

　なんとかベネトさんだった。しかも笑っているのが、少々癪しやくだった。

「あなたが。言い出した、ことでしょう」

「まさかあんなに簡単に、川村さんの参加が認められるとは思わなかったものですから……案外、新しく入ったというあの二人をテストする口実に、丁度良かったのかもしれませんね」

　テスト……なるほど。

　データの収集にこそ価値があるとか、甲山自身がさっき言っていた。この閑かん散さんとした人っ子一人いない関式の性能試験場を場所に選んだのも……どの道、そうした戦いで決着を付けさせようと目もく論ろんでいたからだろうか。さっきはたまたまベネトが切り出したが、話し合いの当事者たちは血気盛さかんな若者だ。甲山や、他でもない霧也などが言い出しても、ナイトと美野里は先ほどのように二つ返事だったに違いない。

　そうすると、霧也などはそのためにナイトたちの感情を煽あおるよう演じていた……とまでは、考え過ぎだろうか。

　ベネトが申し訳なさそうな顔をする。

「実を言えば……あのシシルさんを退けたというあなたのチカラを、この目で確かめたかったから、というのが本当の理由です」

「……僕の。ですか」

　甲山は計算尽ずく。この男は確信犯。

　かくも大人の世界とは薄うす汚ぎたないものだろうか。

「ま、まあ、ヒデオさん！」

　無表情ながらもヒデオが落ち込んでいるらしいことを見て取った美奈子が明るく言った。

「本官はヒデオさんの、ただこの子たちに仲直りして欲しいという気持ちは正しいと思います！　だったら負けませんよ、きっと……お互たがいに頑がん張ばりましょう！」

「……ええ。まあ」

　美奈子は優やさしい。だからヒデオは、曖あい昧まいにでも返事をして……それから気付く。

「……いや。お互いと、いうのは」

「本官も参加しますから！」

　大丈夫……なのだろうか。ヒデオがやや心配すると、頼たのもしい声が脳のう裏りに聞こえた。

〝拙せつ者しやもついているでござるよ、ヒデオ殿どの〟

　なるほど、それもそうか。美奈子自身、警官であるなら柔じゆう剣けん道どうのたしなみもあるだろうし。

　そして美野里が元気よくポニーテールを跳はねさせる。

「やった！　じゃあこっちも四人だね！ 」

　他方、ナイトは不ふ機き嫌げんな様子で睨にらみを利きかせていた。

「ちっ……余計な手出しはするなよ、魔ま眼がん。貴様たちが何と言おうと、俺は霧也と決着をつける必要があるんだからな……」

　そう。

　今回の場合は神父の言う通り、ナイトたちの気持ちがどう晴れるかが根本の問題なのだ。無理に握あく手しゆさせたって意味がないことくらい、ヒデオだって百も承知であった。

　具体的なルールがどうなるのか、それとも本当にただのチカラのぶつけ合いになるのか、それもまだわからなかったが……今回ばかりは、無理にでも自分が勝つ必要はない。

　そして多少は痛い思いをすることにはなるだろうが、命が懸かかるわけでもない。

　……ヒデオは、そう思っていた。

　まだ、このときは。
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　決められたルールは単純だった。

　動けなくなるか、参ったと言った方の負け。負けた者は戦線離り脱だつ。そして、全員がそうなったチームの負け。

　そしてベネトの言った通り、そうなることが予あらかじめ決まっていたかのような周しゆう到とうさで、全員にプラスチック製の簡単な手て錠じようが渡わたされた。たとえ身動きができても、両手の自由を奪うばわれるほどの不利、あるいは実力差は敗北も同義。勝負の過熱が行き過ぎないように、との配はい慮りよだった。

　学校のグラウンドほどもある基本動作試験区画は、勾こう配ばい、段差、ハーフパイプやプール、建設現場を模したような鉄筋組みの構造物といった障害物がいくつも配置され、さながら関式用のアスレチック場のような姿であった。

　またそうして整備された区画の向こうにはさらに広大な森林地帯、自然の地形を利用したテストコースも広がっている。

　ともあれ、まずは全員が障害の並ぶ中央部分に、チームごとに五十メートルほどの距きよ離りを空けて位置に着く。

　向こうに霧きり也や、水みず姫き、そして先ほど飛び入りした鳴なる神かみ響ひびきと黒くろ瀬せ麻ま衣い。こちらにナイトと美み野の里り、そして岡おか丸まる片手の美み奈な子こ。

　食堂にいた面々は、管制施し設せつの軒のき先さきにずらりと見学のように並んでいた。

「……じゃ、みんな。作戦通りだからね」

　美野里の声に、ヒデオは美奈子と共に頷うなずく。

　事前に打ち合わせた作戦はこうだ。

　まず水姫の能力を弱体化させるため、水密試験用の大きなプールから距離を空ける。そして状じよう況きようによっては応戦しつつ、美野里の能力をフルに発揮できる森林地帯へと移動。後、木立や茂しげみを利用した待ち伏せアンブツシユからの各個撃げき破はだ。もちろん、最優先目標は風を利用した不可視の攻こう撃げきという、最も厄やつ介かいな能力を持つ霧也だった。

　新しく入ったという二人の能力は定さだかではなかったが、フォースの発足当初からのメンバーでチカラの使用にも慣れている霧也と水姫を警けい戒かいするに越こしたことはない。今ある限りの情報の範はん囲いでは、最善手だとヒデオも思った。

（……）

　空を見上げると、雲の間に南中を過ぎた太陽があった。あまり勝つつもりのない自分が頭数として混ざっているのは、真剣な眼まな差ざしのナイトと美野里に申し訳なかったが。

「それでは、カウントダウンの後に開始する。三……二……一……」

　甲こう山やまの言葉の後、施設に備え付けのスピーカーからブザーが響ひびいた。

　瞬しゆん間かん。

　まるで申し合わせていたかのように、ナイトと霧也が真正面へと疾しつ駆くする。

「ちょっ……ナイト!?」

　美野里の声など聞こえてもいない。

「霧也ぁああああああっ!!」

「黙だまれよ暴走族風情ふぜいがぁっ!!」

　そして全速力の勢いのまま、互いの顔面をぶん殴なぐった。

　入れ違ちがうようにして倒たおれ込んだ両者ともすぐさま起き上がり、今度は顔面と腹、次に腹と顔面。胸むな倉ぐらを摑つかんでは殴り、蹴けり飛ばしては踏ふみ付け、足をすくっては殴り返す。

　ガードもさばきも何もない、セイレイのセの字もない取っ組み合いの大おお喧げん嘩か。

「あっはっ、すっげー！　さっすがナイト君だ！　霧也君も超ちよう強つええッ！」

　響が握にぎり締しめた拳こぶしを振ふり、無む邪じや気きに笑っている。つられたわけでもなかろうが、荒あら事ごと専門の傭よう兵へいたちもすぐにやんややんやと喝かつ采さいを送り始める。水姫は弱ったような笑顔えがおでおろおろするだけで……。

（っ……）

　まずい。

　……黒瀬麻衣はどこにいった？

〝美奈子殿、後ろでござる……！〟

「えっ？」

　警官としての善意から、そのケンカを止やめさせるか止めさせるまいか迷っていた美奈子が振り返る。

　全員が霧也とナイトのケンカに気を取られていた隙すきに、障害物の陰かげに回り込んだ麻衣が勾配の上から躍おどりかかったのだ。

「きゃっ！」

　全体重の乗った、やはり直接打撃。重い蹴りを岡丸が受け止め……吹ふき飛ばされる。

「おかしい、なんであのタイミングで防げる……？」

　それは美奈子の意思というより、岡丸の自律的な行動だったからだろう。

「ノームさん！」

　試験場に施ほどこされた舗ほ装そうのコンクリートが、ケーキのスポンジのように剝はがれ、飛礫つぶてとなって麻衣をめがける。

「怖こわいっ」

　麻衣は一瞬にして姿勢を低くして、初しよ弾だんをかわし、次にそこから膝ひざのバネでさらに一瞬で側転、二射目もかわして物陰に飛び込む。眼め鏡がねなんてかけているが、並ではない。間違っても文系ではなく、体育会系どころでもない。普ふ通つうの人間の身のこなしではなかった。

「美奈子さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ほ、本官は平気です……！」

　美野里は美奈子の手を引いて森の方へ走り出し、ヒデオもそれに続いた。不意打ちが失敗したことで一度仕切り直すつもりか、向こうも動きが止まっている。

「でも、あの二人は……!?」

　美奈子が一度ナイトの方を振り返る。

「もう、知らない、あんなケンカ馬ば鹿か！　どうせ今さら言ったって聞かないし、でも一応、一番強い霧也のこと止めてくれてるし……男ってああいうもんなのかな!?」

　作戦を聞いてくれない憤いきどおりと、でも認めざるを得ない気持ちと、複雑な心境を余すところなく口に出しながら走る美野里。

「ああいうもんなのかな、って！　ビーム男に聞いてるの！」

「……いや、まあ」

　同じ男として対極に位置する自分に聞かれても。

　ともあれ、ヒデオたちは当初の作戦通り森の中へ逃にげ込んだ。ナイトが置き去りになったのは事実だが、あの様子では恐おそらく霧也も他ほかの三人に手出しをさせないだろうし、霧也自身消しよう耗もうし果ててしまうだろう。精せい霊れいではなく、意地のぶつかり合いのような最終的な勝者がどちらになるかは、ともかくとして。
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「……ひどいなぁ。あの人ら、ナイト君のこと置いて逃げちゃったんだけど」

「だから、あたしらも行かないんすか。あの様子ならナイト君て人、もう他の相手なんか無理だって」

「もっと見てたいんだけど、しょうがないっか……。俺らが手を出せる雰ふん囲い気きでもないもんね……」

　まだまだ続く二人のケンカに名残なごり惜おしそうに背を向けた響は、歩き出そうとして……その場を動こうとしない水姫に気付く。

「青あお山やまさん、一いつ緒しよに行かないの？」

「え～……と……。そうだね……。あんまり行きたくないっていうか……」

　麻衣がニヤリと首を傾かしげた。

「凪なぎ木き君のことが心配なんすか？　ああいうの、女が心配するより勝手にやらせてた方がカッコイイすよ？」

　水姫は困り笑顔で両手を振った。

「いや……私ね、そういうのじゃなくって……。やっぱりこういうの、あんまり面おも白しろいって思えなくて……」

「……そっか。そういえば青山さんの、防ぼう御ぎよ型って感じなんだよね。ケンカって相手ぶん殴れないと爽そう快かい感とかないし」

「それじゃ、あたしらだけで。鳴神君」

「はいはい。そんじゃ行ってきまーす。……黒瀬さんてこういうの得意なの？　こう、ゲームとかでコツみたいなの知ってたり……」

「いやあたし、ゲームはあんまりやらないけど……」

　霧也やナイトほどの感情も、負うものもない二人は、まるで気楽な会話をしながら森の方へ向かっていった。

　水姫は……手て頃ごろな段差を見つけるとそこに腰こしを下ろし、両者飽あきもせず衰おとろえもせず本気の殴り合いを続ける霧也とナイトの方を見ながら溜ため息いきをついた。

「……つまんないよね、ウンディーネ……」

　背後のプールで、手持ち無ぶ沙さ汰たのようにくるくると。水面が渦うずを巻いていた。
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　獣けもの道みち、腐ふ葉よう土ど、藪やぶと木立。平へい坦たんな場所もあれば斜しや面めんもある、絵に描かいたような山の中。あまり行き過ぎれば試験場と外の境界であるフェンスに行き当たるそうだが、相手の視界から身を潜ひそめるには充じゆう分ぶんに広大であった。

「……あ。待ち伏せ、ってことか……」

　今さらのように響は声を上げた。

「だから行こうって言ったんすよ。いい場所に隠かくれられる前に」

「だって俺、真正面からの殴り合いしかやったことないしさ……。センジュツとかセンリャクとか、そういうのもよくわっかんないし……」

　ヒデオたちの作戦が最初からこの森林地帯に舞ぶ台たいを移すことだったのに比べ、霧也たちの作戦は真逆。攻防一体に優すぐれた美野里の能力を減殺するため、そちらへ行かせぬよう先回りして道を塞ふさぎ、あの基本動作試験場で一気に片を付けるというものだった。

　一応霧也からは、ナイトの足は彼が止めると事前に聞かされていたが……まさかあんな真っ向からとは思わず呆あつ気けに取られ、やはり作戦も何もなくなってしまっていた。

　響は肩かたをすくめた。

「別にあの人らだって、グリーンベレーとかコマンドーってわけじゃないんでしょ？　鉄てつ砲ぽうとか爆ばく弾だん持ってるわけじゃないんだし、最初の不意打ちだけかわせれば」

　バチバチッ、とどこかの茂みの草葉が勢いよく千切れる音がした瞬間、響は飛び込み前転、麻衣は木立に身を隠した。直後、二人が歩いていた場所を石飛礫の嵐あらしが通り過ぎていく。

「……ていうか、石はやばいだろ!?　普通に怪け我がするじゃん、あんな勢いのがぶつかったら……！」

　響はそれが飛来した方角から当たりを付けて一息に飛び出す。

「鳴神君、作戦っ……」

「わぁかってるって！」

　頭隠して、長いポニーテールの揺ゆらぎが隠れるには一歩遅おそかった。

「見ぃつけたぁっ！」

「っ！」

　響は木立に回り込み、美野里は距きよ離りを置くように木立から飛び出す。

「ノームさん！」

　美野里が土ど砂しやを舞まい上がらせるが、響は足を止めずにさらに大回りに駆かけ抜ぬける。

（思った通りだ……！）

　響は笑った。

　質量の大きな土つち塊くれ、威い力りよくは大きいが小回りは利きかないのだ。初速が重い上に、スピードが乗ると軌き道どうはほぼ直線。響からすれば、殴り合いのストレートパンチより遥はるかに読みやすい攻こう撃げきだった。

　そして叫さけぶ。

「サンダーバード！」

　響が放った一瞬の電光が猛もう禽きんのシルエットを形作る。

「きゃ!?」

　電流を受けた美野里が、目を見開いてガクンと仰のけ反った。それが鳴神響の能力。美野里のように物を壊こわしたり、何かを防ぐといったことはできないが、瞬発力だけであれば随ずい一いち。そして人体に影えい響きようすれば、感電によって動きを制することができる。

　相あい性しようが勝った。

「いただきっ！」

「そこまでです！」

　当たり前だが、電光の速度がミリ秒単位の話であっても響自身が高速移動できるわけではない。力なく座り込んだ美野里に気を取られた隙を突つき、横合いの岩陰に息を潜めていた美奈子が飛び掛かかった。

　そう、これは最初から美野里を囮おとりにした罠わな。

　美奈子は後ろに取った響の肘ひじに十手を挟はさみ、軽い力でねじ上げる。

「いぃってぇ!?」

「さあ、観念しなさい！」

「いや、そう簡単にごめんなさいはできないって……！」

　なぜならこれは、アンブッシュを無力化するための響と麻衣の作戦でもあったからだ。

　音もなく回り込んだ麻衣が、凄すさまじい勢いで茂しげみから飛び出してくる。

　だから最後の保険として待機していたヒデオが、身を挺ていして美奈子の背後に立ちはだかり。

「っ」

「きゃあ!?」

「うわっ!?」

　ヒデオは麻衣に思いっきり蹴けり飛ばされ、庇かばおうとした美奈子と、美奈子が捕つかまえた響も巻き込んで地面に転がった。

「……何やってんすか鳴神君……」

「いや、俺じゃないって、黒瀬さんが……」

　響が面おもてを上げたときには、麻衣がうつ伏ぶせに倒たおれた美奈子の背に乗り、両手に呆気なく手て錠じようをかけていた。

「ちょ……！　ちょっと!?　なんで本官が!?　警察官に何してるんですかあなた!?」

「いや、そういうルールっすから。警察官なら守ってくれますよね？　ルール」

「う……、ううぅ……」

　甲山に喧けん嘩か腰だった先せん輩ぱいの女刑けい事じと違ちがい、いかにも生き真面目まじめそうな若い刑事はぐうの音も出ないように唸うなるばかりであった。

　美野里が舌打ち一つ。

「ああもう！　ほら起きて、ビーム男！　もうあんたとあたししかいないんだから！」

「う……む、……ああ……」

　ようやく痺しびれの取れたような美野里が、目に星を飛ばしているヒデオの肩を担かつぐ。

「あ、やっぱ女の子だからって加減しすぎた……？　もう一発、サンダーバード！」

「ノームさん！」

　どかん、と土の柱が立ち上がる。電気は大気よりも地面へとアースされてしまい、ヒデオにも美野里にも届かない。

「そしてノームさん！」

「なっ!?」

「ちょっ……！」

　一度は防御に使われた土の柱が爆発するように砕くだけ、響と麻衣に襲おそい掛かる。確かに威力の大きな塊かたまりであれば初速が重いが、砂のように細かであればその限りではない。

「っ、あ、目に入っ……！」

　ダメージはなくとも砂嵐の如ごとき効果的な目め潰つぶしを喰くらい、響は視界を奪うばわれた。そのまま、がん、と側頭部に重い一撃を喰らって薙なぎ倒される。とても女の子のパンチとは思えない威力。かろうじて涙なみだの向こうに見えたのは、コマのようにくるりと回って足を下ろす美野里の姿。滲にじむ視界が回る中で、後ろ回し蹴りを喰らったことをようやく理解する。

「くそ、ごめん黒瀬さん、俺ちょっとタイム……！」

　そう言って響は、這はうように後方へ下がった。

「口の中がじゃりじゃりっ……！」

　眼め鏡がねを着用していた麻衣は土飛沫しぶきから顔を庇った腕うでを下ろし、美野里に向かって一歩、拳こぶしを振ふり上げる。これは腕でガードされる。次に流れるまま距離を詰つめて膝ひざで蹴り上げるが、これも今度は脚あしでガードされる。テコンドーを使うとは霧也が言っていたが、なるほど基き礎そがよくできていた。

「なに、あんた!?　文系かと思ったらボクシングでもやってるの!?」

「それは眼鏡に対する偏へん見けんだっ」

　舌打ち代わりに泥どろ混じりの唾つばを吐はいた麻衣は、美野里の正せい拳けんをダッキングのように身をかがめて避さけると、さらに重心を落とした足あし払ばらいにつなげる。これは決まった。仰あお向むけに倒れた美野里へ、間かん髪はつ入れず乗り掛かり顔面に一発。美野里は殴なぐられながらも手頃な大きさの石を摑つかみ、お返しとばかりに麻衣のこめかみに一発。

「ちょっと、待てっ、落ち着け、二人ともっ……」

　半ば殺し合いじみてきたところでヒデオは麻衣を美野里の上から押しのけ、勢い余った美野里の石攻撃を背中に受けて痛い思いをした。

「抱だきつくなヘンタイっ」

　麻衣からも痛つう烈れつな一発を喰らって、再び地面に転がるヒデオ。

　麻衣の方は元より落ち着いていた。

　他方、美野里の方が口うるささが消えた分だけ、凄すごみを増していた。

「邪じや魔まをするならすっこんでてよ！　精せい霊れいも使わずに先に殴ってきたのこいつだし！」

「……私、ずっと使ってるよ。精霊」

　立ち上がってズレた眼鏡を直す麻衣に、美野里が眉まゆ根ねを寄せた。

「はぁ!?　いつ、どこで、どうやって！」

「教えない。手の内は明かさないよ」

「このっ！」

　怒いかりに任せた美野里の拳が、そのまま土砂を巻き上げる。半ば予見していたように、麻衣は素す早ばやい身のこなしで難なく回かい避ひ。

「ちょこまかとぉっ!!」

　美野里が手を薙ぎ払うとそれまでの直線的な攻撃ではなく、めくれた地面が波頭となって襲い掛かる。

　麻衣は地面を蹴り、次に太い木の幹を蹴って高い枝に摑つかまり、逆上がりの要領で飛び乗った。ほぼ同時、下方を土砂の川が流れ、細い木々など土石流のように押し流していく。動きは遅く、効果が持続する距離も大したことはなかったが、下手に巻き込まれれば泥で窒ちつ息そくなんてことにもなりかねない。

　麻衣も霧也、水姫、響の能力は見ていたが、美野里の能力は土という大きな質量が轟ごう音おんを伴ともなうだけあって迫はく力りよくが桁けた違いだった。

（……怖こわい……）

　怖い怖いと思いつつ、麻衣は取り出したタブレットケースから一錠じようを口にした。まだしばらく何とかなる。ターゲットはまだフリーだ。

　そして美野里は、明らかにへばってきていた。足あし腰こしに力はなく、肩で息をしている。連続して、そしていま一等大きな能力を使った対価だ。無む尽じん蔵ぞうにチカラを振るえるバケモノではない。

　木の枝の高みから、鳴神響の姿を見つけて麻衣は言った。

「鳴神君。私怖いんで、あの子、あと任せていいすか」

「ええっ!?　俺なの!?　俺、女の子相手に本気なんか……！」

「女だからって馬ば鹿かにすんなっ！　かかってこいっ！」

　美野里の勇ましい声は、響の耳にも充じゆう分ぶん届いただろう。彼は大きく嘆たん息そくしてから言った。

「……わかったよ。じゃあやるだけやってみるけどさ……あんなすごい能力だし、負けても文句言わないでよ！」

　まだ目を赤くしたままの泥だらけの顔で、響が飛び出す。

（それはあたしより凪木君に言ってくださいね、鳴神君。あたしの目的は……）

　まだフットワークの軽い響の遊撃に、美野里が翻ほん弄ろうされ始める。

　ヒデオの側そばを、離はなれる。

　ターゲットが、いよいよ本当の意味でフリーとなった。
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「ふぁ……」

　うつらうつらしかけた水姫は、口に手を当て小さくあくびをした。

　最初ほどの勢いはさすがになくなったが、霧也とナイトの殴り合いはまだ続いている。血まみれ、汗あせまみれ、服はぼろぼろ、当初ははしゃいでいた傭よう兵へいさんたちも騒さわぐのに疲つかれてどっちが勝つかで賭かけを始めている始末。

「はい。はいはいみなさん、健全な青少年同士のコミュニケーションを賭と博ばくの対象にしてはいけません。皆みなさんいい大人なんですから見えないように、聞こえないようにお願いしますね」

　ほんとに大人の刑事さんなんだなぁ、と思いながら……そういえば森の方はどうなっただろうと水姫が視線を移すと、しょげ返った様子の美奈子が一人、手を後ろに回された姿で戻もどってくるのが見えた。

　水姫は立ち上がり、とことこ、彼女の方に歩み寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うぅ……本官は平気です……。見事にやられちゃいましたけど……」

　見てて可哀かわい相そうなくらい、情けない顔をしていた。

「じゃあ他ほかのみんなは、まだ……」

「はい。えっと、美野里さんが鳴神君と。黒瀬さんはヒデオさんを追っかけて森の奥の方へ……バラバラになってしまったので」

　となるとさっきから森の方でバチバチ、ザアザア聞こえてくるのは美野里と響の応おう酬しゆうなのだろう。

（……大丈夫かな……）

「お疲れ様、美奈子さん」

　鍵かぎを持ってきた慶けい子こが、美奈子の手錠を外す。

「面目ない限りです……」

「気にしない気にしない。所しよ轄かつ対たい抗こうの競技会じゃあるまいし」

　と……慶子が気付いたように水姫を見る。

「あなたは参加しないの？」

　大人のこういう目は好きじゃなかった。

「はい……私はこういうの、あんまり」

　水姫は何気なく、殴り合いを続ける霧也たちへ視線を移す。ゲームなら勝ち負けが楽しいのはわかる。でも正直……あそこまで、というのは理解が追いつかない。

　ちょっとだけ特別で、ちょっとだけ楽しい。

　水姫はそれで充分だった。彼らのように全身全霊を懸かけてまで、何をそこまで熱くなる必要があるのかがよくわからない。

　あの船でのこともそうだった。ナイトはそもそもの言動が不思議だから何を言い出しても不思議ではなかったが、正直、美野里があんなに怒おこるとは思わなかった。ちょっと小こ馬ば鹿かにしただけのつもりで、美野里があんまりムキになるからつい応戦してしまったこともあるが……そこまで怒るなら言い過ぎたのかな、とも素直に思っていた。

　慶子が言った。

「じゃあ、せっかくだからちょっと聞きたいんだけど……」

「バラバラ殺人が私たちの仕し業わざじゃないか、ってことですか？」

　回りくどくて、水姫が先に切り出すと、二人の警官は驚おどろいた顔を隠かくさなかった。

　すぐに、若い方の警官が問い返してくる。

「どうしてそれを……そう、思うんですか？」

　それを、ということはやはり疑ってかかっていたのだ。そういうのは好きじゃなかった。もっとも、疑われて気分がいい人間なんているはずもなく、いるとすれば愉ゆ快かい犯はんや確信犯くらいなものだろう。

「今日、ここへ来る前に甲山さんが言ってました。警察の人も来ることになったって。表向きは宮く内ない庁ちようの人たちと同じ仲裁役って言ってるけど、たぶん、そういうことを聞くつもりなんじゃないかって」

　そしたら案の定、夏に会ったときと雰ふん囲い気きが違ちがった。夏のときは親しみやすい年上のお姉さんたちだったのに、今日の二人はいかにも『お仕事』という雰囲気だった。

「恐おそろしい人ねえ。勘かんが鋭するどいっていうか……今までもそういう橋を渡わたっている経験があるのかしら」

「どうして私たちを疑うんですか？　特別なチカラを持っているからですか？」

「それは……ええと、ですから……」

　あたふたと言葉に詰まる美奈子とは対照的に、慶子の方は真しん摯しに告げた。

「正直に言えば、そういうことね。でも、証しよう拠こがあるとかじゃないのよ。メディアが伝えている通り、手がかりは全くないの。科学捜そう査さではアシの付かない犯行……つまり人間業じゃない、霊的な何かを利用した犯行だったんじゃないかって、うちの部署では推測しているだけでね。そうなると私たちの心当たりというのが、宮内庁さんとあなたたちくらいしかないってだけで」

　そこに美奈子が続ける。

「その、現時点では疑っているというより、手がかりがないからこそ、少しでも情報が欲しくて……それであなたたちからもお話を、と……」

「そうですか……。でも、今はまだ……」

　話くらい別にいいのだが……水姫は双そう方ほう満身創そう痍いながら、まだ立ち上がろうとする霧也とナイトへ視線を向けた。

　すると、それに気付いた美奈子が痛ましそうに眉をひそめる。

「関せきさん……あの二人、そろそろ止めた方が……」

「……そうね。怒ど鳴なり合ってるうちは可愛かわいいもんだけど、無言になってくるとさすがにちょっと怖いわね」

　まだ、どっちがどっちというわけではない。

　技術と運動神経で勝まさるのは霧也の方に見えたが、ナイトもまた一発一発の威い力りよくと気迫で負けていなかった。二人とも見た目はずたぼろであったが、どちらも負けを認めようとする様子はなかった。

「どっちかが完かん璧ぺきなマウントでも取るようになったら、そのときにでも……」




　ずずん……。




　慶子の言葉半ばに森の方から聞こえてきたのは、低く、深く轟とどろくような地じ響ひびきだった。地面の震しん動どうが僅わずかに足元に伝わり、あれほど没ぼつ頭とうする霧也とナイトでさえ、一いつ瞬しゆん、そちらへ注意を向けるほどの。

　それはたぶん、彼らも感じたからだ。

（美野里ちゃんの……？）

　ノームさんの感じ。今まで見たどんなときよりも強く、はっきりと、そのチカラの感じが伝わってきた。

　さすがに気になって、水姫はそちらへ足を向ける。

「あの……私、ちょっと行ってきますね」

「あ、ちょっと、青山さんっ……」

　水姫は、美奈子の声を聞かずに走り出す。

　朱あけ津つ先生はあんなことを言っていたが。

　当事者の水姫の考えは、それとはまたちょっと違っていた。

　確かに霧也の言葉は、チカラというものに溺おぼれているように聞こえるかもしれない。でも言い換かえれば、それを含ふくめた『自分』という在り方、『強さ』というものに……宮内庁のあの二人の言葉を借りるなら、〝向き合って〟はいるのだ。

　ナイトもそう。おかしなことばっかり言っているが、自分は邪じや悪あくだとか、呪のろわれているだとか、そう評する以上、常に自分のチカラを見み詰つめ続けてはいるのだ。

（私は……）

　ウンディーネは友達だ。便利な道具でもなければ、唯ゆい一いつ無二の何かと入れ込んでいるつもりもない。そういう線引きはしているつもりだった。それこそ、普ふ段だんの学校の友達付き合いと同じように。ごく当たり前の感覚で。

　でも、美野里は？

　あの正義感の強さ。常識的に正しい言動。それに裏打ちされた視野の真まっ直すぐさ。そこに、彼女のノームさんは含まれているのだろうか。

　水姫は森の中を小走りに進んだ。するとどれほど地面を掘ほり返したのか、あるところから湿しめった土の匂においが一気に強くなった。同時、ノームさんの感じ……言うなれば気配か、痕こん跡せきのようなものも強くなる。

　美野里なりに、何か思ってはいると思う。でも、彼女が、彼女自身のノームさんというチカラをどう思っているのか、水姫は聞いたことがなかった。

　道具？　友人？　チカラという概がい念ねん？

　いつも、真っ先にチカラを使うのは美野里だった。自分が正しいと信じるが故ゆえに、そしてその正義感があまりに純じゆん粋すいであるが故に、自分が振ふるうチカラをこれっぽっちも疑っていないのではないか……。

（っ……）

　水姫は慌あわてて立ち止まる。

　他を見ればなだらかな斜しや面めんであったが、まるで、そこだけ地じ滑すべりが起き、崩ほう落らくしたかのようだった。

　数メートル下。そんな土ど砂しやの波に溺れ、ようよう打ち上げられたかのような姿で気を失った響に、今さら必要も無いような手て錠じようを掛かける美野里の姿があった。

「美野里……ちゃん……？」

「……ミズキチ？」

　立ち上がり、振り返った美野里は……意外にも、笑顔えがおだった。

　爛らん々らんとした双そう眸ぼう以外は。

「新入りに露つゆ払はらいを任せて、私が疲つかれ切ったところで真打ち登場ってわけだ。お嬢じよう様さまらしいじゃん」

「そうじゃなくて……」

「でも残念だったね。あたしって今、この鳴神君て人倒たおしたからすっごい気分がいいんだよ。爽そう快かい感って言うの？　ココロがエネルギーって本当なんだね。さっきまで今にも倒れそうだったのに、あたしまだ全然戦えるよ」

「そうじゃなくって！」

「……何よ」

「……鳴神君、大丈夫なの……？」

　ピクリとも動かない。

　それどころか、

　……ただ眠ねむっているのではない証拠に、

　彼の瞳ひとみは、虚うつろに開いたままだった。

「……美野里ちゃん、まさか……」
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「ッアアア──!!」

　もう何度目かの、全力の、渾こん身しんの、全体重を乗せた、そういう一発だった。

　それでナイトが仰あお向むけに倒れ込む。霧也の脚あしも、今や飛び掛かかるだけのバネはなく、振り抜ぬいた自身の拳こぶしに振り回されるように膝ひざをついた。

　ナイトは……身じろぎはしても、起き上がれない。

「なぜだっ……！」

　霧也は……今さらになって、役に立たなくなったフレームだけの眼め鏡がねをかなぐり捨て、膝を擦すって前に進んだ。

「なぜ、チカラを使わないんだよっ、お前はっ……！」

「……俺、のっ……呪われた、邪じや霊れい眼がんは……」

　ようやく上半身を起こしたナイトの顔面をもう一発ぶん殴なぐり、胸むな倉ぐらを捕つかまえて引き起こす。

「ふざけるなっ！　遊びじゃないって言ったのは、お前だ……！　ケンカごっこのつもりか!?　ムカつくんだよっ……！」

　そしてもう一発。

　すると……もはや首も据すわらぬ、朦もう朧ろうとした様子でナイトが言った。

「だめ、なんだよ……。抑おさえがっ……、効かねえ……」

「……なに……？」

「あれ以来っ……、疼うずきがな……ひどくなる一方なんだよ……。今あいつを……邪炎龍サラマンダーを呼んだら……確実に、誰だれかを殺しちまう……あのときのように……」

「っ……!?」

　その独白に、霧也は、冷や水を浴びせられたように冷静さを取り戻もどした。

「どういう、意味だ……？」

「……今まで、黙だまっていたが……俺の邪炎龍は、オートラインに来る前から、俺の側そばにいたんだ……。お袋ふくろを殴る親父おやじにキレちまった俺は……それで、親父を殺しちまった……。気が付いたら、黒くろ焦こげの親父がいた……」

　霧也は知らず、胸倉を摑つかむ手の力を緩ゆるめていた。

「……本気で……言ってるのか……？」

「それ以来、居場所なんてどこにもなかった……。お袋でさえ、気味悪がっていた……そのとき気付いたんだ……俺は、呪われているんだ、ってな。……そうして、だったら徹てつ底てい的に邪悪に堕おちてやろうって生きていた俺を、仲間と呼んでくれたのがファミリーの連中で……叱しかってくれたのが、夜学のクラスメートたちだ……」

「……」

「……なあ……ヤバイんだよ、霧也……。俺たちのチカラってのは……。お前たちのシルフや、ウンディーネが、邪炎龍と同じかはわからない……だが……チカラを持つっていうのは、そういうことなんだよ……」

　怯おびえか。恐おそれか。

「俺は……もう、手放したくないんだ……俺の……居場所を……」

　彼ひ岸が士しナイトを象しよう徴ちようする烈れつ火かの如ごときだった最前までとは違ちがう、悲ひ哀あいにも似た色がそこにあった。思えば彼は、いつも自分の能力を否定していた。決して肯こう定てい的な発言はしていなかった。

　そしてこう言っていた。




　──クスリを吞のむと疼きが収まりやがる。

　──あれ以来、疼きがひどくなる一方だ。

　──無意味な戦いには参加しない。




「じゃあ、お前は……。プロジェクトに戻ってもいいと言ったのは……」

「……」

　霧也の言葉は、気を失ったナイトの耳には届かなかった。

　オートラインの技術の悪用を危あやぶむ以上に、そのチカラをあのクスリで抑よく制せいするために、戻らねばならないと感じているから……なのか。

「……っ、くそ……なんだよ……、なんだよ、くそっ……！」

　何にイラついたのかはわからない。

　気絶したナイトを突つき放し、立ち上がろうとした霧也は、途と端たんに膝の力が抜けてその場に倒れた。

　そして雲行きの怪あやしくなってきた空を見上げながら、薄うすれ行く意識の中で思った。

　ナイトの話が事実なら。チカラが自我を越こえて暴走するようなことが、人工の精霊にもあてはまるのだろうか……と。




　　　　◆




「ノームさん！」

「ウンディーネ……！」

　水と、土の応おう酬しゆう。

　一面を泥でい濘ねいに変えながら、水使いと土使い、二人の少女が遠ざかっていく。

　結界を解いたシシルは、鳴神響を土砂の中から引きずり出した。

「……」

　鼓こ動どうはある。息もしている。だが瞬まばたきすら忘れた瞳は、どこにも焦しよう点てんが合っていない。

《本当だってばストライダー！　食べちゃったんだよ！　雷かみなり属性の反応がどこにもない、土属性のが膨ふくれ上がって……！》

《わかりました、エリアル……クルセイダー、急いで確認を》

「もうしました。残念ながら事実のようです」

　響の目ま蓋ぶたを伏ふせさせ、立ち上がったシシルは二人の消えた方角へ目を馳はせた。

　田た原はら美野里の仮か称しようノームは、鳴神響の仮称サンダーバードを喰くった。恐らくは美野里の意思とは関係無しに、サンダーバードのみならず響自身の精神ごと根こそぎ喰らったのだ。

　……こういうことが起きるから、〝庭〟を通さぬ契けい約やくは危険なのだ。科学によってなされたそれを、契約と呼ぶべきかどうかは議論を待たねばならないが。

《それで、契約者と契約対象は……？》

「水使いを追って行きました」

《まずいよ、すっごいガチガチやり合っちゃってるよ……！　水属性の方も強いけど、土属性に押されてる……このままだとまた……！》

　シシルの耳にも、その喧けん騒そうは聞こえてきていた。剝むき出しの霊力の波動も肌はだ身みに伝わっていた。辺り構わず真しん剣けんを振り回しているようなものだ。あんななりふり構わぬ戦い方では、いつ死者が出てもおかしくない。

「ストライダー」

《……やむを得ません、クルセイダー。条じよう項こうに則のつとってパージ処理の遂すい行こうを》

　溜ため息いき一つ、シシルが地を蹴けろうとしたときだった。

《待って、これ……新しい反応、闇やみ使いを追ってるよ？》

「誰です？　今回の関係者ですか？」

《……消去法でいけば、残っているのは黒瀬さんだけです。風属性でスピードブーストを使用していましたが、それですか？》

《うん、ブーストはさっきから使ってる。でも風だけじゃないよ神父、火と、水と……あれ？　でも、他ほかのみんなと同じ波形？　コピー品？　複合契約？　ああ、わかんない、人工精霊って何種類あるの……!?》

「……」

　召しよう喚かん師しというのは世界中を見み渡わたしても、何百人といるわけではない。それが人工とは言え、この狭せまい試験場の中に何人の召喚師といくつの精霊がひしめいているというのか。遠えん隔かくで操作しているエリアルが混乱するのも無理はない。明らかに異常な状じよう況きようだった。

　オートラインの被ひ験けん体たいを一いつ緒しよくたに戦わせ、能力を行使させれば、バラバラ事件の犯行方法を知るための手がかりを得られる……あるいは何らかのタイミングで、雲くも隠がくれしたマックルイェーガーが誘さそわれるように姿を現す。

　当初こそそういう目もく論ろみであったが、人工と高を括くくっていたはずの色の無い精霊はそんな思おも惑わくを超こえ、瞬く間に鳴神響という犠ぎ牲せい者を出してしまった。

「今回ばかりは失策だったのではありませんか、ストライダー」

《……責めは後で聞きます》

「ひとまず仮称ノームを追います」

　人の役に立つならば精霊。精霊を人に役立てるならば召喚師。人に害を与あたえれば悪あく霊りようであり、悪用するのであればそれは悪あく魔ま使いだ。

　シシルは跳とんだ。

　次に風を蹴って飛び、落下の勢いを使うように虚こ空くうからフェルーカを引き抜いた。




　　　　⑤




「くぅ……!!」

　背中を強したたかに打った水姫は無様に転がり、呼吸を詰つまらせる。

「っ……、はっ……、は……けほっ……！」

　視界が回る。頭がくらくらする。

　でも、あちこちが痛いなんて言っている場合じゃなかった。

　美野里ちゃんがこんなに強かったなんて？

　そうじゃない。ここまで強かったはずが無い。ノームさんの名前も呼ばず、なのに身み振ぶり手振りするように土ど砂しゃをロケットのような速度で飛ばしてくる。ウンディーネの水すい壁へきをたやすく突き抜ぬけてくる。

　いくら精霊のエネルギーがココロだからって、じゃあ何が美野里をここまで駆かり立てる。

「はぁっ、はぁっ……、美野里ちゃん、ごめん……私、降参するから……！」

「だめだよミズキチ。もっと戦おうよ。そんなものじゃないでしょ、ミズキチのチカラだって」

「そう……？　かな……？　私、結構本気で防いでるんだけど……」

「なんとなく、わかるんだ。ミズキチのことも、さっきの鳴神君みたいに倒たおせたら……あたし、もっと強くなれる気がするの……」

「っ……」

　やはり美野里の目の色がおかしい。

　膨れ上がったノームさんの気配の中に、サンダーバードの残のこり香がのようなものを感じる。

　……ああ。

　やはり。

「美野里ちゃん、やめて……これは殺し合いじゃないんだよ……！」

「何言ってるの？　当たり前じゃん。ああ、鳴神君のこと言ってるの？　ちゃんと息はしてたから大丈」

「そうじゃなくてっ……！」

　話を中断させられた美野里が、鬱うつ陶とうしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「……そうじゃなかったら、何なのよ？」

「ひょっとしたら……、同じことかもしれないよ……」

「は？」

　呼吸を整えながら、水姫はゆっくり立ち上がる。

「美野里ちゃん……少しだけど、鳴神君と同じ感じがするの……。鳴神君のことを、どうしたの……？」

「どうって……別に、あいつが動けなくなるようにって、怪け我がしないように鳥の方を……」

「美野里ちゃん、朱津先生が言ってたの覚えてる？　私たちのチカラは、私たちのココロと結びついているって……精せい霊れいがダメージを受ければ、体は平気でもココロにダメージが残るって」

　美野里の瞳ひとみが揺ゆらいだ。

「だ……だから、なに？　だったらどうなるって言いたいわけ？」

「美野里ちゃん、鳴神君のココロを壊こわしちゃったのかもしれないよ……」

「っ……そんなわけ、ないじゃん……。そんな証しよう拠こ、どこにも……！」

「マックルさんが私たちの捕つかまえた精霊をエネルギーにしてるみたいに、美野里ちゃんのノームさんもサンダーバードを食べちゃったんじゃないのっ……!?」

　思わず語気が荒あらくなり、美野里は一度複雑な顔をした。

　だが次の瞬しゆん間かん、その言葉を振り切るようにかぶりを振る。

「そんな証拠、どこにもないっ！　負けそうだからって、そんなこと言って時間稼かせぎしてるだけでしょ!?　信用できないっ！　だって悪いことしてるのはオートラインの方じゃない！　あんたたちはクスリ欲しさにその研究の言いなりになってるジャンキーでしょ!?　だからあたしは正しいの！　そうだよ、ビーム男の言う通りよ！　あたしが強くなって、プロジェクトなんてぶっ壊してやればっ……！」

「ッ……」

　来る。

　本能的に。それともウンディーネが警告したのか。殺意の有う無むにかかわらず、人の命など容易たやすく奪うばう規模の。
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　だったら。仕方ない。

　だったら……これで切り抜けられるかわからないけれど。

　美野里のチカラには及およばなかったが。水姫は精せい一いつ杯ぱいにココロを込めて集中した。普ふ通つうのタイミングじゃ防がれる。岩がん盤ばんの防ぼう壁へきはウンディーネでは穿うがてない。

　でも、美野里が攻こう撃げきに全力を傾かたむけた隙すきになら……。

「……やっとやる気になったんだ、ミズキチ！　最初からそうしていれば痛い目になんか遭あわずにすんだのにさ！」

「美野里ちゃん……ほんとに、やめない？　私、勝ち負けなんかどうでもいいよ……。これ以上は、取り返しが付かなくなるかもしれないよ……」

「仲間の霧也がナイトと殴なぐり合いのケンカしてたって言うのに、自分だけはまだそんな命いのち乞ごいみたいなこと言うつもり!?」

　ちょっとだけ特別で、ちょっとだけ楽しい。

　それだけで充じゆう分ぶんだったはずなのに。

　ひょっとしたら……ナイトはずっと、そう言いたかったのだろうか。

　このちょっとだけ特別なチカラは、しかし呪のろわれているのだと……？

　でも私は。

「……美野里ちゃんっ……」

　私はもう、普通の生活には戻もどりたくない……！

「やれ！　ノームさ」




　ダンッ。




「っ……」

　水姫は息を吞のんで目を見開いた。

　フィルムのコマ落としのような速度で、高空から舞まい降りたあのときの尼に僧そう……シシルが、美野里の背後に刃やいばを振り下ろしていた。

「……ぁ……」

　美野里の口は叫さけぶ形のまま、小さく呼気が漏もれ、瞳から一いつ切さいの輝かがやきが失うせる。そのまま人形のようにガクンと倒れた向こうに、肉眼でもはっきり見えるほどの……色のない小人の形が見えた。

　シシルの刃は、その小人と、美野里の間に、あたかも境界線を引くように振り下ろされていた。

　そして再び振り上げたハルバートの刃を返すと、槌つちの部分で行き場を失ったような小人を打ち据すえる。小人は、空中に現れた光の輪……魔ま方ほう陣じんのようなものに吸い込まれて、消えていった。

「……何を……したんですか……？」

　水姫の囁ささやくようなかすれた声。

　見開かれたままのシシルの瞳だけが、こちらを向いた。

「彼女の人工精霊を悪霊とみなし、排はい除じよしました」

「っ……」

「あなたの推察通りです、水使い。彼女のノームは、彼のサンダーバードを喰くった。そして彼のココロを殺しました。人に仇あだ為なす悪霊を放っておくわけにはいきません」

「でも……美野里ちゃんは、きっと知らなくてっ……」

「知らなければ他者を殺あやめていいとでも？」

　……そうか。

　この人はそういう人なんだ。義理人情では動かない、自分の頭の中のルール以外は認めない、そういう自己中心の人。

　だったら水姫は、意味を成さない押し問答や水みず掛かけ論ろんをするつもりもなかった。

「美野里ちゃんは……大だい丈じよう夫ぶ、なんですか……？」

「あなたが彼女の注意を引き付けてくれたおかげで、綺き麗れいにパージできました。彼女の精神自体へのダメージは最小のはずですが……」

　シシルが背後へ視線をやる。

「……あの少年はどうでしょうね」

「どう、って……」

「私はその場を見ていませんでした。程度の差はありますが精霊はチカラを発揮するときに現界し、精神から遊ゆう離りします。今の彼女のように、全力を発揮するタイミングだったのであればまだしも」

「……」

「……あるいは。仮か称しようノームはただ勝ちたいと願う彼女の意思に従い、自己を強大化させようと彼のココロごと喰らったのかもしれません。そしてその可能性が高いと感じています、この私は」

　朱津先生の解かい釈しやくや言い方とは違ちがうが……。

　しかしチカラの源が精神力というのであれば……美野里のあの変わりようも。最も効率の良いパワーアップ方法として、生きた人間のココロを喰らったから、ということになるのだろうか。

　……よくわからない。

「どちらにせよ。精霊を暴力に用いるような悪魔使いどもの行く末など、私の知ったことではありません」

　そう言って、金色の瞳は抜け殻がらのようになった美野里の姿を見下していた。

「このまま目を覚まさないようなら、地じ獄ごくにでも堕おちるのでは？」

「っ……」

　水姫は今さら服が汚よごれることも気にせず、その場にぺたんと座り込んだ。

　別に泣いたり笑ったりはしなかったが。

　ちょっとだけ楽しかった日常に、水が差された。

　そんな嫌いやな気持ちだった。




　　　　⑥




　薄うす暗ぐらいトレーラーの中でモニターを注視していた修しゆう人とは溜ため息いきをついた。

　鳴神響の能力反応に続き、一度肥大化した田原美野里の反応も急激に消失した。位置関係から見れば響を倒して勢い付いた美野里が、水姫に倒された……といったところか。

　人工精霊同士を戦わせる。全員が仲間だった当初には行えなかった、彼らが仲なか違たがいしたからこそ実現した、互たがいの精神状態まで含ふくめてより実戦形式に近い試み。

　甲山は演習と言ったが……本当に演習の名の通りに終わってくれるのか、それが心配だった。思春期の彼らは、そうでなくとも時々刻々の様々な感情を人生の足そく跡せきとして積み重ねて生きている。それが大人になる上で必要なことだからだ。だが大き過ぎる感情の痕こん跡せきは亀き裂れつと化し、トラウマとなって生しよう涯がい引きずることにもなりかねない。

「ふ～ん……こういうの見て研究してるんだぁ」

　ふわっ、首周りに何か柔やわらかいものがまとわりついた。かと思うと、すぐ横に見知らぬ女の子の顔があった。

　同じように気付いた他ほかの研究員が仰ぎよう天てんの声を上げる。

「だ……誰だれだ君は？　どこから入ってきた……？」

「このトレーラーは関係者以外立ち入り禁止だ……！」

　いや。

　そう思って修人は彼らに手を挙げ、待ったをかけた。

　よく見ればこの子は、夏に映像で見た。確か、あの川かわ村むらヒデオという青年と一いつ緒しよにいた……聞いた話では、マックルと同じように実体を持つ精霊ではなかったか。

　女の子はモニターを無む邪じや気きに指差す。

「アハッ。わかった、この線があの金きん髪ぱつの不良少年で、こっちのがポニーテールのでしょ？　ねえ、二人ともこんなにはっきり死んじゃったのにまだ続けるの？」

　背中に負ぶさった彼女を振り切る勢いで立ち上がり、修人は振り返った。

「……いま、なんて？」

　この黒い少女が何者かなんてどうでもいい。人間ではなく、マックルと似たような雰ふん囲い気きだから、そういう存在だからこそ修人は尋たずねた。

「死んだって、言ったのか……!?」

　妖よう艶えんな言葉遣づかいの割に、よく見れば小学生ほどの女の子は、やはり子供らしからぬ底意地の悪い微び笑しようを浮うかべていた。

「法的には死んでないけど、もう死んだも同然よ。ほら、この部分。ポニーテールのノームさんが、金髪のサンダーバードを食べちゃった」

　ぞっ、と背筋が凍こおった。

　能力反応の急激な肥大化は勝利による感情の高こう揚ようではなく……響の精神力を喰らったから……!?

「じゃあ、田原さんは……!?」

「そっちはほら、あの。マックルを追ってるシシルっていうのにやられちゃった。ノームさんを根こそぎ持ってかれちゃったのよ」

　修人は片手で顔を覆おおった。

　最悪だ。

　食べられた？　持っていかれた？

　なんだそれは。精神と強固に結びついているはずの精せい霊れいを食べる？　持っていく？　どうやって？　その結果、どうなる？　法的には死んでいないだけの死？　感情を失ったのか？　記き憶おくを失ったのか？　それとも植物状態か？　わからないことが多すぎる。

　演習だって？　そうじゃない。やはりこの実験は失敗だった。あまりにも、何もかもが早すぎた……。

「でもね、センセイ？　このままだとホンモノの死者が出るわよ。だからそろそろ止めて欲しいの」

「……わかったよ。その二人は、すぐに回収しよう」

「そうじゃなくって」

　女の子はふわっと宙に浮き、底知れぬ闇やみのような瞳ひとみを修人の視線の高さに合わせてきた。

「黒瀬麻衣が、川村ヒデオを殺そうとしているの」

「黒瀬さんが……？　なぜ？」

「そう。あなたは知らないのね。まぁ、私は知ってるけど……そのまま教えたんじゃ面おも白しろくないし。あ～ぁ、ヒデオが死んだら退たい屈くつになっちゃうわ……」

　夢か幻まぼろしか。見る見る女の子の姿は薄れていき、瞬またたきの後にはどこにもいなくなっていた。

「っ……」

　ぼうっと考えている場合か。

　修人はコンソールから、甲山へ連れん絡らくするため直通回線の受話器を取り上げた。
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　試験場にサイレンの音が鳴り響ひびく。続いて甲山の中止を求めるらしき声が聞こえた。打だ撲ぼく、擦すり傷、切り傷だらけ、ヒデオは後あと退じさりしながらカラカラに渇かわいた喉のどで言った。

「……聞こえた、だろうっ……ハァッ、ハァッ……時間切れ、だっ……」

「……そっすね」

　それで麻衣がようやく追う気配をやめ、両手をパーカーのポケットに突つっ込こんだのを見て、ヒデオは大きな溜息とともに木の幹にもたれかかった。

　本当にしつこかった。もてあそぶというか、なぶり殺しにするというか、こういうことだろうか。受け身だけは意外とどうにかなった。日ごろ睡蓮から投げ飛ばされていなければ、とっくに伸のびていたに違いなかった。

　ノアレがさっきまで、このままだと殺される……ようなことを言っていたが。なんてことはない、こうして話も通じる、眼め鏡がねをかけた大人しそうな、普ふ通つうの女の子だ。

「なんで何もしなかったんすか？　反はん撃げきとか、そういうの」

　しなかったのではなく、できなかったのだ。

　麻衣の身動きは普通じゃなかった。飛び掛かかるタイミングすら摑つかめなかった……まあ、女子高生に飛び掛かる成人男子という絵え面づらを想像し、躊ちゆう躇ちよしたのも事実だが。

「あなたも能力者だって聞いてたんすけど」

「……精霊は。戦うための、道具じゃない」

「なぁんだ……じゃあ、そんなに警けい戒かいする必要なかったんすね。あたし、田原さんて人のあれ見てから、おっかなくっておっかなくって」

　少なくとも。

「……ああいうのは。僕には、無理だ」

　麻衣がタブレットケースから、錠じよう剤ざいを口の中に放り込んだ。それをポケットにしまってから、気付いたように。

「あ。いります？　ミンティア」

　確かに喉は渇いていて、すっきりするものはありがたかった。

「ああ。だったら……」

　歩み寄ってケースを受け取ろうとしたとき、なんとなく思った。

　彼女がさっき口にしたケースと、色が違う。

「ッ！」

　鋭するどい吐と息いきと共に、麻衣の手刀が恐おそろしい速度で宙を薙ないだ。

　殺気を感じ取れるようになったわけでもあるまいに、そういうクセが身に付いたのか、ケースの色が違うという微び細さいな違い和わ感がきっかけだったのは事実で……尻しり餅もちをついたヒデオの視界に映ったのは、鋭えい利りに切断された十センチほどの小木の幹が倒れる様だった。

「っ……。何、を……」

「……参ったな。能力は使わなくても、さっすが元殺し屋ってところっすか？」

　麻衣が薄く笑っていた。

　いま、直撃していたら……切断されていたのは、自分の首ではなかったか？

「しかし納なつ得とくです。よくもまああれだけ逃にげ回ったもんだと感心しました。この演習にかこつけて、事故に見せかけて。そういう話だったんすけど……蹴けっても殴なぐってもなかなか頭を打ってくれないんだもの。能力も見せてくれない。時間切れじゃしょうがないですね」

「……どういう、意味だ……。君はっ……、一体……」

　麻衣が眼鏡を押し上げ、言った。

「あたしは〝組織〟の殺し屋っすよ。川村ヒデオさん──」
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　……〝組織〟？

　……殺し屋？

「と言っても。このことは甲山副社長も知らないんすけどね」

　麻衣が手を振ふり上げると同時、ヒデオは尻餅をついたまま後ろへ飛び退のいた。同時、パッ、と血の花が散る。

　麻衣の指先は疎おろか、爪つま先さきすら触ふれていない。触れてはいないが、肩かたから頰ほおにかけて鋭い痛みを感じて、ヒデオは押さえた。まとわりつくような温い感かん触しよくの正体は、見るまでもない。

　彼女の一挙手一投足を注視しながら、慎しん重ちように立ち上がる。

「……オートラインと。〝組織〟は、やはり」

　ヒデオの言葉半ばに麻衣が指先を振るう。避さけようとして、ヒデオは木の根に足を引ひっ掛かけすっ転んだ。髪かみの毛が数本、遅おくれてハラハラと降ってくる。

　徹てつ底ていして首上……いや、首を狙ねらっているのか。

　気を入れ直せ。頭を回せ。終わってなんかいない。理由はわからないが、ここからが本番だ。甲山も知らないと言うのであれば、あの元の試験場まで戻もどれば全員いる。なんとかなる。

「オートラインと、〝組織〟との間には。やはり、そこまでの関係性はないということか」

「ないんじゃないですか？　あたしみたいな末まつ端たんには知ったことじゃないんで」

　相そう互ごのやり取りは無く、オートラインは〝組織〟に利用されるだけの存在なのか……？

　ヒデオが駆かけ出した方向に、一いつ瞬しゆんで回り込んでくる。右手左手、どちらがくるかわからなかったが、ヒデオは勢いのまま地面に転がり距きよ離りを空けた。

　遅れて、背中にチクリとした痛み。シャツの内側に流れ込む冷たい外気。押しも引きもしないで、ただ切れる。どれほどの鋭さなのか。

「……それでも。〝組織〟の構成員であることに、間ま違ちがいはない」

「残念ながら、それもちょっと違うっ」

　今までより大きな踏ふみ込み。大振りに横一線。ヒデオは身を投げるように跳とび、腹を地面に打ち付けた。半分以上を断たたれたブナの木が、めきめきと音を立てて倒たおれてくる。

「っ……」

　麻衣との間に障害となった。ヒデオは一息に駆け出した。

　ノアレは、いるのだろうか。

〝はいはいございますわよ閣下。さすがに私のこと、使う？〟

　使わない。

〝どうしてよぉ。ヒデオ、殺されちゃうわよ〟

　使い方がわからない。

〝ナイトたちがやってるみたいに、かわいいかわいいアンリ・ノアレ様☆　って名前を呼べば……〟

　そんなことより、彼女のあれは精霊なのか？　美野里とやりあっていた時に精霊を使っていると言ったが、麻衣はそれこそフォースのように名前を呼んだりしていないではないか。それとももっと別な種類の特とく殊しゆ能力なのか？

　すると、物もの凄すごくつまらなそうな声が聞こえてきた。

〝……精霊よ。それは事実。だからフォースに紛まぎれ込めたんじゃないの？〟

　では彼女は、本物の召しよう喚かん師しということか？　しかしシシルは……彼女の言葉を信じるならば、召喚師という存在は悪事を働かぬよう、精霊の庭によって厳格に監かん視しされていると言っていた。

〝それは事実よ〟

　じゃあ……黒瀬麻衣は、なんだ？　〝組織〟の指示によりフォースに紛れ込んだというのであれば、オートラインへ来る以前からそうしたチカラなり、適性のようなものを持っているとわかっていたということになる。

　足音が迫せまるのが聞こえて、ヒデオは方向転てん換かんを図はかった。と、瞬しゆん時じに眼前に回りこんでくる。斬ざん撃げきをかわし、彼女から距離を置くようにまた走り出す。

　なんとなく、彼女の回りこんでくる方向から誘ゆう導どうされている気はしていたが。

「っ……、くそ……」

　案の定、そこがオートラインの関式試験場の境界線だった。目の前に背の高いフェンスが広がる。しかもコンクリート製。四メートルか、五メートルか。一足跳びに越こえられる高さではない。

　足音に振り返ると、彼女はすでにそこにいた。まだ距離はあるが、こんな壁かべを登っている暇ひまはない。

　追い詰つめられた。もう下手には動けない。でも、頭はまだ使えるはず。考えろ。

　武器は見えないカミソリだ。効果範はん囲いは、爪先の数センチからせいぜい二十センチほどだろう。その上、見た目によらず身体能力は極きわめて高い。

（……）

　否いな。

　本当にそうなのか……？

　今までの彼女の行動を振り返ってみて、感じたことがあった。

「……僕を、殺して。君はどうする」

「そりゃ捕つかまるんじゃないっすか。でも法ほう廷ていで通じるような証しよう拠こはない。加えて親もいない施し設せつ上がりの未成年。怪あやしげな薬品を頻ひん繁ぱんに摂せつ取しゆして情じよう緒ちよ不安定ともなれば……」

　タブレットケースから、また一口。

「人権派の弁護士先生なんかは、そりゃあ一生懸けん命めいに戦ってくれるんじゃないっすか？　でも死んだあなたの心配することじゃないでしょ、それ」

「……」

　……ひどい話だ。

　それは、……それは、真っ当な親がいたら殺し屋なんてするはずもないだろうけれど。

「なんすかその顔。上から目線の同情とかやめてもらえます？　死ぬほどうざい」

「……同情くらい、する」

　麻衣が本気で苛いら立だったように歩みを進めてきた。

「今までなんとなく仕事って感じでしたけど。おかげで心置きなくバラバラにぶっ殺してあげられそうっすよ、川村さん」

「〝組織〟が助けてくれると、勘かん違いしているのか。そんなはずはない。弁護士なんかと接見する暇はない。警察の尋じん問もんより早く、君は〝組織〟に殺されるぞ」

　麻衣が、振りかざした腕うでをピタリと止めた。

　脈はあった。それが途と切ぎれぬうちにヒデオはまくし立てた。

「クライアントの……〝組織〟の存在を、知っている。連中からすればただそれだけで、君は万ばん死しに値あたいする存在なんだ。君はそんな基き礎そ的なことも知らずに、殺し屋なんてかっこいい言葉で持ち上げられ、利用されているに過ぎない。同情以外、何をすればいい」

「黙だまれっ……」

　今までと違い、感情の昂たかぶりに任せた縦一いつ閃せんをヒデオは紙かみ一ひと重えに避ける。

　ピシッ、と鞭むちを打つような音と共に、コンクリート壁へきにその軌き跡せきが走る。

（……）

　思った通りだ。やはり、避よけられるのだ。

　最初の頃ころの避けようのなかった殴おう打だに比べて、この攻こう撃げきをするときの彼女はまるで動きが鈍にぶい。殺し屋なんて気取っているが、身のこなしだってまるで普ふ通つうの女の子ではないか。

「あたしは、成功者っ……貴重な被ひ験けん体たい！　殺されるはずがないっ……！」

　その攻撃も避けるが、今度は袖そでを切られた。

　しかし、ということは、やはりこの少女もどこかの企き業ぎようか研究施設でそうした処置を施ほどこされた人工精せい霊れい体の主ということなのか。

　せっかく追い詰めた獲え物ものに横からすり抜ぬけられぬよう、麻衣もまだ数歩分の距離を置いているが……密着されたら。

「成功者と……そう、言われて。信じ込んだのか」

「うるさい……、ハァ……ハァ……」

　……この子はそんなに強くない。

　どこかの馬ば鹿かが間違えたのだ。精霊のチカラが、証拠の残らぬ便利な暗殺の道具であると。少しでもそのチカラを使えれば、大人から警けい戒かいされぬ少年少女だからこそ便利な暗殺者たりえると。

「美野里のチカラを、見ただろう。ナイトも、水姫も、霧也も。大きなチカラを持っている。本当の成功例というのは、恐おそらく……彼らのことだ。君は……だから。殺し屋という捨て駒ごまにされたんだ。そんな奴やつらに義理立てする必要が、どこに……」

「黙れっ！　黙れ黙れ黙れっ！　そんなことはわかってる……！　けどあたしが社会の底辺から這はい上がる、チャンスなんですよ……あんたを殺せば、認めてもらえる……！」

　怯おびえと焦あせりに塗まみれた表情は、まだ本当には認められていないことの表れ。殺せなければいよいよ見限られる、ということなのか。

（ッ……）

　憤いきどおりをぶつける相手が、どこにもいない。

「あんたが死ねばッ……!!」

　麻衣がタブレットケースから放り込んだ錠じよう剤ざいを嚙かみ砕くだく。

　ナイトたちのあれが標準だと思っていたが、そうではない。恐らくはそうして頻繁にクスリを摂取しなければならぬほど、そうまでしてなお指先数十センチまでしか効果が及およばぬ程度の。

「ああああああっ!!」

　気合と共に指先を揃そろえた彼女が、大きく踏み込んだ。

　だが全く同じタイミングで、ヒデオも前に出た。

　密着すれば危ない。だが、手の振ふり下ろしどころを失うほどのゼロ距離まで近づけば。

「くっ!? 」

　肩かたの上に来た麻衣の手を、ヒデオは摑つかみ上げた。そのままの勢いで体重をかけ、押し倒し、両手を上から押さえ付ける。

　彼女は、身体機能のスピードアップと切断能力とを同時には行えない。だから攻撃に意識を向ける間は、見た目通りの普通の女の子の動きしかできないのだ。

　で、なければ……ナイトたちのように全く何もないところから攻撃を発生させるようであれば、もうすぐバラバラに吹ふき飛ばされることになるが……。

「くそっ……！　放せっ、放せぇっ……！」

　本当に、彼女のチカラは弱々しかった。

「落ち着いて、話をっ……」

「わあああああッ──!!」

　麻衣が泣き叫さけぶような大声を張り上げた……かと思うと。

「ッ……」

　ヒデオは押さえた手に猛もう烈れつな熱さを感じて思わず振り払はらった。スーツの袖口が燃えている。

「離はなれろッ!!」

「ぐっ」

　その隙すきに真下から流水を帯びたアッパーカットを喰くらい、呼吸を塞ふさがれると共に彼女の上から弾はじき飛ばされた。

　ヒデオは視界を確保するために顔の水だけを急いで拭ぬぐった。袖に燃え移った火は、とっくに消えていた。

「ハァッ、ハァッ、見たか、ヘンタイ野や郎ろう……あたしは……、オートラインのフィードバックを受けたあたしは、あいつらの全部のチカラを使えるんすよっ……」

　立ち上がった麻衣が、震ふるえるような手指で錠剤を口にする。

　だが、水は一いつ瞬しゆんの呼吸を塞いだだけだ。火は、袖口を焦こがしただけだ。ナイトや水姫に比べれば、手品のような儚はかなさにも感じられた。

「だから、全すべての能力を使えるあたしこそが完かん璧ぺきな成功者っ……あいつらなんて、そのためのただの実験台っ……ごほっ……！」

　強がるように勝ち誇ほこっていた麻衣が、急に膝ひざを折ってひどくむせた。

「ごほっ！　げほっ、げほっ……！」

　そうして吐はき捨てた唾だ液えきと、空っぽの胃液に混じっているのは、未消化の白い錠剤だけ。

「……大だい丈じよう夫ぶ、か……？」

「うるっ……さ、い……！」

　ひどい顔色で涙なみだ目をして、それでも手にしようとしたタブレットケースを、ヒデオは難なく取り上げた。

「もうやめろっ」

　どんな成分かはわからなかったが、当の本人の身体が拒きよ絶ぜつしているのだ。

「返せっ……！」

　駄だ々だをこねるような手刀を、ヒデオはすんでのところで受け止める。耳の端はしが切れたような気がしたが、どうでもよかった。

「落ち着いて、よく聞け、黒瀬麻衣。もう終わりだ。もう、やめるんだ」

「うるさい、うるさい、手を放せ……！」

「こんな薬に頼たよって、人殺しをしてまで這い上がった先に何がある。そこは、ここではない別の世界だ。今、君がいるこの世界の、誰だれも見向きもしてくれない、偽いつわりの成功だ。そんなものが、本当に君の望みなのか」

「ッ……！　うるさい……あんただって……殺し屋だったくせにっ……」

　涙を流す麻衣の手足から、抵てい抗こうする力が失うせていく。

　その勘違いが、説得力を生んでくれるのであれば……今だけは、この目付きの悪さにも感謝しよう。

「……あんたを殺しても殺される……殺さなくても殺されるなら……じゃあ、あたしはこれからどうしたらいいんすか……」

「大丈夫だ。方法は、きっと……」

《どうもする必要はない》

　爆ばく音おんにしては鈍にぶく低い音と共に、すぐ側そばのコンクリート製のフェンスが外側から吹き飛んだ。ヒデオは爆風で麻衣と共に地面を転がって……土つち煙けむりの向こうに異様な人ひと影かげを見つけた。

　全身余すところなく暗あん灰かい色しよくの分厚いプロテクターを装着し、頭部と顔面の全すべてを覆おおうヘルメットを被かぶった数人。大型のマシンガンを携たずさえて、変声機を通した機械的な声でこう言った。

《そこでその男と共に死ね。失敗作》

「お前らがクソ野郎かッ──!!」

　ヒデオは瞬間とも呼べる速度でサングラスをかけ、全てのボタンを押し込んだ。
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　爆音。それから抜けの悪い銃じゆう声せい。

　最初に口を開いたのは、管制施し設せつの軒のき先さきでポーカーをしていたガスマスクだった。

「……なんだこりゃ。五十口径にしちゃＭ２とは違うな」

「ＸＭ８０６のサイレンサー付きだべ」

　咥くわえタバコのままフルハウスのカードをテーブルに投げた京きよう司じが、容よう赦しやなく場の紙し幣へいを搔かき集める。ガスマスクはしょぼ～んと肩を落としてから、ブタ役を宙に撒まき散らした。

「適当抜かすなよ。米軍でもまだ制式化してねえＸナンバーに、しかもなんでヘビーマシンガンにサイレンサーなんか付けてるんだよ」

「そういうダッセェ連中なんだよ」

　と言って京司は席を立ち、後ろの取り巻きに告げた。

「行くぞてめぇら、ここはもういいや。山やま狩がりだ」

「了りよう解かい。仕事の時間だ貴様ら」

　おっかない女の方が命令すると、ＰＭＣのくせに社会主義国の軍隊のように姿勢が整った。

「っておい、キョウジ。てめえ勝ち逃にげかよ」

「はぁ？　じゃあいつまで経たっても終わんねえよ。なんでそんなもん被ってんのにポーカーフェイスって感じしねえのよ？」

「う、るっせえな……！　じゃあ山狩りって何だよ。知り合いか？」

「拷ごう問もんして知り合いになるために行くんだぁよ」

《ライトよりセンター》

　気を失った美野里と響はすでに水姫からの知らせで回収していたが、ヒデオと麻衣を捜そう索さくに出たチームからの無線だった。

「こちらセンター。銃声は聞こえた。なんかあったのか」

《いや、だから俺たちもそっちでなんかあったのかと……》

　そこに副社長がやってきた。

「何の音だ!?　誰か交戦しているのか!?」

「正体不明。クールズの連中が山狩りに行くって言ってるんだが、俺たちはどうする？」

　と、そこに口うるさい方の女刑けい事じがやってきた。

「ちょっと、あれって銃声じゃないの!?　お兄さんたちのお仲間じゃないわよね!?」

「はいはい私たち違ちがいます、エアガンあんな音しません。センターよりテール、北西方向に回れ。ライトとレフトは現状を維い持じ。センターは俺に続け」

　若い方の刑事もやってきた。

「あのっ、ヒデオさんたちはっ……!?　まだ見つからないんですかっ……!?」

「だーかーらっ!!　これから調べに行くから！　いっぺんに言われてもわかんないものはわかんないの！」

　いま聞こえる数発ずつを試ためすような断続的な銃声は、交戦中のものではない。一方的に追い立て、探さぐりを入れるための撃うち方だ。

　逆に考えれば、追われている方はうまく身を隠かくしているということになるが……。

「誰だか知らんが五十口径バラ撒いてやがる、この敷しき地ちの範はん囲いだと流れ弾だまでも充じゆう分ぶん死ぬぞ！　全員建物の中に入って窓まど際ぎわや壁かべ際ぎわに立つなよ！　いいなっ!?」

　ガスマスクは刑事たちへ怒ど鳴なってから、部下を引き連れ走り出した。
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　木立の上、結界の内側で、シシルは小さく溜ため息いきをついた。

《クルセイダー、何があったんですか？》

「隙を窺うかがっているうちに一般人が紛まぎれ込んでしまいました」

　いわゆる一般人とは違うようだが、あんなおかしな格好をして銃を使用する連中が精せい霊れいに関連している気がしない……という意味では、一般人だった。

《銃声がするよ。この国って戦争しないんじゃなかったっけ？　あと、ごちゃごちゃの精霊の反応、弱すぎてうまく摑めなくなっちゃったけど大丈夫？》

《川村さんと黒瀬さんは無事なんですか？》

「命の方は無事なようです」

《ええっ!?　狙ねらわれてるの!?　シシル、助けに行った方がいいんじゃないの!?》

　すとん、と平気で結界の中に入ってきた紅白姿の女がいた。

「何が起きているのです」

　シシルは枝葉の隙間から見える、悠ゆう然ぜんと行進する近未来的な甲かつ冑ちゆう姿の一団を指差した。

「……なんです、あれは。けるべろすか京司どもの仲間ですか」

「知りませんよ」

「ヒデオと黒瀬という少女は」

「もう少し先の方へ逃げましたよ」

　睡蓮が嘆たん息そくした。

「……どうしてあの男はこういう厄やつ介かいごとにばかり首を突つっ込こむのか」

「私に聞かれても困ります」

「で、お前はこんなところで何をしているのです。助けに行かぬのですか」

「私の仕事は悪あく霊りようを狩かることです。ロボットでなければあの中身は人間でしょう。あなたはどうなんですか、キリングマシーン」
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　走り、ヒデオは見付けた大きな岩いわ陰かげめがけ、まずは麻衣の身体からだを放ほうり込み、それから自分も飛び込んだ。

「っ……」

　なんなんだあのマシンガンは。生半可な木の幹では盾たてにもならない。ひょっとしたら米軍のヘリやクルマに積んであるような、据すえ付けの機関銃ほども威い力りよくがあるのかもしれない。掠かすめただけで額を火傷やけどし、唯ゆい一いつの武器であるサングラスは砕くだけてどこかへ吹ふき飛んでしまった。

　それにあの装そう甲こうだ。咄とつ嗟さのことで正確に照準する暇ひまもなかったため、直感的にビームで地面を狙ねらった。直ちよく撃げきではなくとも爆発は、ほぼ連中の足元だったはずだ。なのに連中、怪け我がどころか慌あわてた様子もなく平然と歩みを進めている。

「……あれが、〝組織〟の部隊か」

　摑つかんだままの麻衣の手が、小さく震ふるえていた。

「し、知らないっ……あんなの、初めて、見たっ……！　なんなのあれ……！」

　シッ、とヒデオは人差し指を立てた。

　探り撃ちが止やんだ。気付かれたのだ。

　サイレンサー付きとは言え相当の音にもかかわらず……よほど高感度のマイクでも仕込んであるのか。

　あんな大層なものを着込んでいるおかげで、普ふ通つうではない重さの足音ははっきりと聞こえる。

《隠れているのはわかっている。聞こえているはずだ》

　確実にこちらに近付いて来ている。

《たった今、司令部ヘツドクオーターから指令があった。黒瀬麻衣。貴重な成功例の被ひ験けん体たいである君を、生かしたまま連れ帰れという命令だ》

「っ……」

　麻衣が小さく身をすくめる。

《君の安全は保証される。大人しくこちらへ姿を現せ。そうでなければ裏切り者として、川村ヒデオ共々処分することになる》

　震えながら、麻衣はヒデオへ呟つぶやいた。

「あ、あのっ……あたしっ……」

「……」

　罠わなだ。

　そう言うのは簡単だ。

　だが……本当に麻衣の身の安全を保証してくれるなら、この状じよう況きようであれば出て行ってしまった方が安全なのではないか。とりあえず麻衣は殺されない。ならば今はそれが最善だ。

　でなければ時間を稼かせぐしかないが、携けい帯たい電話は圏けん外がい。甲山の中止を知らせる放送からそれなりの時間が経たっている。距きよ離りを考えても、そろそろ誰だれかが探しに来てもおかしくないはずだが……。

（……っ……）

　……落ち着け。時間を稼いでどうする。

　敵はサイレンサー付きの音の少ないマシンガンを使っている。聞こえているか聞こえていないか、どちらにせよこの状況がわからぬまま様子を見に来たのが、高校生たちや美奈子たちだったら？　こんな危険に巻き込むわけにはいかない。

「っ……、あ、あたし……」

「……確証を。得られるまでは、出るんじゃない」

「でもっ……」

「あんなクズどもの言いなりになる必要なんか、ない。もし、君もそう思うなら……僕は、可能な限り君を守る」

　カッコイイことを言うのも簡単だが。

　実際どうする。

　視界の端はしに、不自然に揺ゆれる枝葉が映った。かなり距離がある。誰の姿も見えない。だが、回り込まれたと考えるべきか。

「……どうして……、あたし、あなたのこと、殺そうとした……のに……」

「僕は。命の価値を理解しないやつが、嫌きらいだ。昔の自分を、思い出すから」

「あたし……」

　ヒデオは真まっ直すぐに告げた。

「命の大切さや、自分が何をすべきかや、自分が何者なのか……子供のうちは、知らないことも、わからないこともある。だから、いいんだ。いま生き延びれば、考える時間は、君にはたくさんある」

「……っ……」

「だが……いい歳とししてそんなことも理解できないような連中は。ただの、馬ば鹿かだ」

《それで？　その馬鹿に殺されるお前は何様かな？》

　嘲あざけり声にヒデオは顔を上げ……驚おどろきを通り越こして、呆あきれた。

　ほんの数メートル先。目の前に、すでに回り込んでいる敵がいたのだ。だが、どうやって。まさかステルス迷めい彩さいや光学迷彩なんてものが、本当に実用化……。

（……）

　科学で生み出された精霊。鉤十字ハーケンクロイツの戦せん闘とう用マジェスト。自我を持った人工知能。

　不思議なことなんて、何もない。理由なんかなくても、そういうものがいま現実に、目の前にある。そして銃口が真円を描えがいている。真っ直ぐ眉み間けんを狙っている。

　ヒデオと麻衣の動きが完全に止まったことを見計らい、他ほかの連中も集まってきた。

　三、四……全部で五人か。

　圧あつ倒とう的な火力と威圧的な姿のせいか、もっと多いと思っていた。

《……何がおかしい》

「……そう、カッカするな。すぐには殺さない、甘い連中だと思っただけだ」

　ボッ、と分厚い銃じゆう声せいとともに銃じゆう弾だんが髪かみを揺らした。

《お望みなら殺してやってもいいんだぞ。どうせお前たちは研究所でバラバラに解かい剖ぼうされるんだからな》

　ならばそこまでは生きていられる。

　生きていればチャンスはいくらでもある。

　いくらでもある。

〝……やっちゃう？〟

《吹っ飛ばした脳ミソの破は片へんを持って帰るのが面めん倒どうなだけだ。手間をかけさせるなよ、サイキッカー》

《わかったら手を上げろ。立ち上がれ。ゆっくりとだ。不ふ審しんな動きかどうかを判断するのは、俺たちだということを忘れるな》

　言われるまま手を上げ、麻衣と共に腰こしを浮うかせた……そのとき。




「立ち上がるな!!　左に走れぇッ──!!」




（ッ……！）

　ガスマスクの怒ど鳴なり声と共に、ヒデオは麻衣の手を引き飛び出した。一歩目を踏ふみ出す頃ころには、アサルトライフルの凄すさまじい合唱がそこら中から響ひびき渡わたった。

《くそ、逃にがすな……！　姿を見た者も皆みな殺ごろしにする！　交戦開始！》

「走れ走れ走れ!!　立ち止まるんじゃねえぞ!!　ムーブムーブムーブムーブ!!」

　背後から銃声。進む先からもケルベロス隊の銃声。交差する銃弾の空を切り裂さく音、音、音。そしてヒデオは麻衣と共に、無我夢中でなだらかな斜しや面めんを駆かけ上がり、ケルベロス隊の成す横隊の隙すき間まに滑すべり込んだ。

　麻衣を振ふり返る。

「無事かっ」

「っ、は、はいっ……！」

　だが不意打ちのような一いつ斉せい射しやを受けたにもかかわらず、重装甲の一団は身を隠かくしもせず応戦していた。

「ファーック!!　今度は宇スペ宙ース海マ兵リ隊ーンかよ!!」

　ヒデオは言った。

「並の銃ではだめだっ、多少の爆ばく発はつでも動じないぞっ」

「マジでトルーパースーツかよふざけやがって!!　ライトレフトテール誰でもいい、地じ雷らいかＲＰＧ持ってこい!!」

《今日はただの警護だったはずでしょう!?　持ってきてませんよそんなもん！》

《ていうか何やってんすかリーダー、状況は!?　敵はＡＦＶですか!?》

「知らねえよファック俺が聞きてえよ!!　あーあーこれで中身がターミネーターだったら笑えるぜ!!　連中に合わせて後退するぞ、間かん隔かくを開けろ!!　弾幕切らすなよ!!」
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《……囲まれている。連中、動きがいいぞ》

《っ……、カメラを一つ損傷した》

《鬱うつ陶とうしい豆まめ鉄でつ砲ぽうだっ……》

《……残弾、五十を切った》

　そのとき、外部からの通信が入った。

《ＨＱよりＨＭヘビーアーマー。これ以上の交戦はリスクが大きい。撤てつ退たいせよ》

《……了りよう解かい。チャーターを回してくれ》

　司令部からの通信はそれで途と絶だえた。

《いいのか》

《知ったことか。エスパーなんて意味のわからんものを投入したＨＱの責任だ。余計な手間をかけさせられたのは俺たちの方だ》

　向こうの部隊も距離を詰つめて来るようなことはなかった。写真で記録しようなんて馬鹿もいない。そして装甲は今回も無類の強度を発揮した。応戦しながら煙幕スモークを焚たき、悠ゆう然ぜんとその場を立ち去るだけでよかったのだ。

　やがて自然と、森の中には元の静せい寂じやくが蘇よみがえった。元の……と言うには、鳥の囀さえずり一つない、彼らには耳慣れた不気味なほどの静寂であったが。

《……だが、突とつ入にゆう直後のあの爆発は何だったんだ。直前にサングラスで目を保護した、あの男の仕し掛かけだとは思うが》

《さあな。あの少女がどんなエスパーで、あの男がなぜ殺されなければならないのか。それすら俺たちには知らされていない》

《それより、こいつは全く大したスーツだ。まさか実戦であれだけ撃うたれてもビクともしないとはな。今までのように一方的に嬲なぶり殺しにできなかったのは残念だが》

《ああ。俺たちはこれを着てただ言われた通りに狩かりを楽しみ、このスーツを着たまま拾ってもらえばいい。楽な仕事だ……》

　仕事帰りの……言うなれば会社帰りのサラリーマンが、バーに向かうような気楽さだった。

　そして突入時に爆破した壁かべを潜くぐり抜ぬけたときだった。

《っ……》

　五人のヘビーアーマーは一斉に身構えた。

　茂しげみや倒木、地面の起き伏ふくといった遮しや蔽へい物からＰＭＣが現れたのだ。一人二人ではない。

　扇おうぎ状じように数十人。一個小隊の全員が、ＡＴ─４無む反はん動どう砲ほうで照準していた。

《なんだっ……こいつらは……》

《……まずいんじゃないのか……》

　誰ともなく息を吞のむ。

　小銃弾なら問題はない。だが成形炸さく薬やく弾だんとなれば話が違ちがってくる。あれは人を殺すためのものではない。装そう甲こう車両や構造物を穿せん孔こうするためのものだ。

《馬鹿が……貴様ら、この国でそんな真ま似ねをすれば……》

「んなことはどうだっていいんだよ」

　声は背後から。

　今しがた彼らが通り抜けた壁から現れたのは、場違いな最高級ブランドスーツ姿の、黒髪長ちよう髪はつの男だった。

「おめぇらの誰がリーダーよ？」

《ふざけ》

　バカンッ、と。

　その男が銃口を向けるより速く、革かわ手て袋ぶくろをした京司の拳こぶしがヘビーアーマーのヘルメットを殴なぐった。手しゆ榴りゆう弾だんでも身み動じろぎしない、装備者も含ふくめた総重量二百キロ超ちようが片手一本で吹ふき飛び、転がり、ライフル弾にも耐たえるヘルメットがヒビを入れてへこんでいた。

《ぐ……う、ぉ……ぉ……》

「なに？　それ被かぶってると話ぃ聞こえないワケ？　そんなはずねえよなぁ？」

　煙草たばこに火をつけながら倒たおれた男に歩み寄り。

「リーダー誰、って聞いてるわけよ。わかるぅ？」

　ズドンッ、と。

　踏み付けたピカピカの革かわ靴ぐつの下で、腹部の装甲が砕くだけ、その背中の下では地面が砕け、衝しよう撃げきで土つち埃ぼこりが舞まい上がり、ヘルメットの隙間から鮮せん血けつが漏もれ出してくる。

《ごほっ！　ごっ！　ぐ……！》

「……ひゃはっ！　おもしれえ、死なねえの!?　死なねえときたか!?　なるほど、おめぇらそんなオモチャ着込んだ上にヤクまでぶっ込んでんのかよ!?　なかなか愉ゆ快かいじゃねえの!?　うひゃはははははっ……!!」

　その心底愉快そうな裏返った声の哄こう笑しようは、殺さつ戮りくを楽しむ男たちをして戦せん慄りつさせた。

　エスパーや身しん体たい強化というレベルではない。しかもただのバケモノではない。ただの異常者であれば相手が死んだことを喜ぶものを、この男は殺しても死ななかったことに喜んでいる。愉快なオモチャでも見付けたように。

「ぞろぞろ連れて帰るのもめんどくせぇかんよ、一いつ匹ぴきだけ生かしといてやんよ。おら、これなら出てくる気にもなんべ？　リーダー」

　一人が、一歩、進み出る。

《……隊長は俺だ。何が望みだ》

「とりあえず他の四人全部始末してくれるぅ？」

《っ……》

「向こうの連中が抱かかえてるアレもタダじゃねえし、いちいち俺が殴るのも疲つかれるからよ。ＯＫ？」

　なんだ……!?

　なんだこの状じよう況きようはっ……！

　この男はっ……！

「聞こえねえかなぁ？　どーせおめぇらも似たようなことやってきたクチだべ？　なあ？」

《……っ……！》

「やっぱ殴んなきゃわっかんねえかなっ！」




　バチンッ。




《ッ……》

　しかし、リーダーは吹き飛ぶことはなく、ただ息を吞むだけに留とどまった。

「いい加減にしなさい、この外げ道どうが」

　苦もなくその拳を片手で受け止めたのは、鮮あざやかな民族衣い装しようを纏まとった若い女だった。




　　　　◆




《え、え、シシル？　なんで今さらになってキリングマシーンのお姉さんが？》

「あの男に対してであれば、過去に密命のようなものを受けているのでチカラを振るっていいんだそうですよ。よくわかりませんが」




　　　　◆




　京司は一先まず拳を下ろした。

「なんでよ？　おめぇの仲間ぁいじめてた連中だぜ？　それを見み逃のがしたてめぇが、なんでここに来て俺っちの邪じや魔まするかな」

「このような雑ざ魚こはどうとでもなります。それより国立展示場での狼ろう藉ぜきを忘れたわけではないでしょう、天あま白しろ京司。貴様も傍ぼう流りゆうとは言え神殺しの端はしくれ。その力を人の子に向けるは許されぬことと知りなさい」

「……ああ。そう。そうか。そうかよ」

　京司は革手袋をギリギリと鳴らしながら拳を握にぎり込み、その形相を変えていく。

「今日一日、なぁんかどっかで見たことある気がしてたんだけど、てめえがあんときのそうだったんかよ!!」

　ヘビーアーマーを殴り飛ばした以上の速度で、京司の拳が飛ぶ。

　そしてその勢いのまま、直角に京司の体が地面に落ちた。背中から。

　血ち飛沫しぶきを噴ふき上げる京司を投げた姿勢のまま、睡蓮は言う。

「図に乗るなよ傍流の恥はじ晒さらしが。貴様如ごときが本流に勝まさるとでも思ったか」

「ナっ……メ、やがって!!」

　京司が直上に振ふり上げた拳を、睡蓮は受け止めた。青白い炎ほのおと共に握り潰つぶし、肘ひじまで燃やし尽つくし、その手を京司の脇わき腹ばらめがけて打ち下ろす。

　地面まで。

「此こ度たびはまだ宮様にお伺うかがいを立てたわけではない。見逃してやる。取り巻きを連れて立ち去れ」

「へっ……わりぃが、こっちにも事情が」

　睡蓮は拳を引き抜き、そのまま拳一つ分上、心臓に近い場所を再び地面まで打ち貫ぬいた。

「この者たちに敵するつもりであれば、後でヒデオから聞いた話でもくれてやる。ただし貴様の話と交こう換かんだ。それで文句はないな」

「げほっ……！　くそっ……、わぁった、わぁったよっ……ごほっ……！　ごっはっ……！」

　血ち塗まみれの手を引き抜くと、睡蓮は京司の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ、取り巻きたちへと放ほうり投げた。

「って……！　くっそ……がっ……」

　貫かれた場所からドロドロと赤黒いものを流しながら、燃やされた腕うでからはドロドロと水銀のようなものを垂らしながら、それでも京司は立ち上がった。

「ったく、スーツがボロボロじゃねえかっ……」

「総員っ……」

　斉せい射しやの号令をかけようとしたアデラを、殴って黙だまらせる。

「しかし、社長っ……」

「つーかまず殺すより人の体の心配しろよてめぇはよ……！　二つも穴空いてんだぞ、だぁから人徳ってもんがないの……。マジで俺、女難の相出てんじゃねえの……」
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「キョジさん、そんな相出てないネ」

「……おめぇの目がフシアナなわけじゃねえよなぁ、チャーン……。おら、帰けぇんべよアデラ。号令」

「はっ」

　京司はいくらか姿勢を悪く、体の傷を押さえながらではあったが、ぶつくさ文句を言いながら部下を引き連れ去っていった。

　軽く一息し、睡蓮が踵きびすを返したとき。

《悪いな。おかげで助かっ》

　そう言いかけたヘビーアーマーの頭を血塗れの手で摑み上げ。

　握り。

　砕いた。

《ぎゃあああああああああああああッ!?　目、目がぁっ!!　俺の目があああああああッ!!　ああああああああああああああああああッ──!!》

「わたくしは今、機き嫌げんが悪い。即そつ刻こくこの国を去れ。そして二度と立ち入るな」

　砕けたマスクの隙すき間まから鮮血が溢あふれる頃ころ、ゴミのように投げ捨てた。

「貴様らの薄うす汚よごれた気配は覚えた。次は殺すぞ」

　わずか一いち瞥べつ。この世のものならぬ裂れつ帛ぱくの眼光に見み据すえられただけで、ある者は小さく悲鳴を上げ、ある者は腰こしを抜かした。

　そして屈くつ強きような姿形が矮わい小しようなドブ鼠ねずみの如く慌あわてふためき、負傷者を抱えて去っていく足音を背に……コンクリートのフェンスをくぐると、そこにシシルがいた。

「機嫌が悪いとは、〝マシーン〟らしからぬ言動ですね」

「〝人〟であったならとっくに殺していました」

　人の子の力としては大き過ぎる。

　だから神殺しという罪科の如き名を帯びて、ようやくその存在を許されているのだ。

　……姉は、普ふ通つうの女の子になれとよく言うが。

「お前はこんなところで何をしていたのですか」

「現地採用した手前、さすがに多勢に無勢かと思っただけですよ」

「杞き憂ゆうです」

「そうだったようですね。本気を出せばあんなものですか」

「あんなものではありません」

「……つまりあなたは、時々に応じてチカラを加減しているわけです。ならば私のことも、マックルイェーガーのことも見くびっていましたね」

「殺すためでなくば充じゆう分ぶんでしょう」

　どちらからともなく同じ方向に歩き始め、睡蓮は言った。

「……ヒデオたちはどうしましたか」

「二人とも無事ですよ」

「鳴神という少年と美野里は」

「私の仲間も診みていますが、意識を取り戻もどすかどうかはどちらも半々といったところでしょう。人工の精せい霊れいが人工の精霊を喰くったことも、そんなモノをフェルーカで断たち切ったことも、初めてのことです」

「……黒瀬麻衣のはどうするつもりですか」

「彼女に限ってはチカラが弱過ぎます。投薬がなければ自じ称しよう霊能者程度の繫つながりしか保てないようです。このまま行けば、その繫がりすら自然に霧む散さんするでしょう」

　ふと、睡蓮は視線をやって呟つぶやいた。

「それは、人工のカミであってもですか？」

「……、そうですね……」

　そう呟くだけで、シシルは否定も、肯こう定ていもしなかった。

　正面に向き直って、また、睡蓮は言った。

「……殴なぐり合う程度で良いのです。ないとと霧也のように」

「わかりますよ」

「ではそれ以上のチカラなど、何のために必要なのか」

　睡蓮は袖そで口ぐちまで血塗れの、己おのれの手を見下ろした。

　シシルは答える。

「しかしそれは、あなたや私のように充分なチカラを持ち、何不自由ない暮らしをしている者だけが言える言葉です」

「……あの者どもは貧しかったと？」

「金持ちはケンカをしません。金で片が付くからです。ココロも同じことでしょう。豊かであればそれを使って他者を気き遣づかい、あなたのように怒いかりを制することができます」

　……。

「聖職者のようなことを言いますね」

「……私の姿を見てなんだと思っていましたか、キリングマシーン」

　…………。

「そう言えばお前は、誰だれの妹なのです？」

「は？」

　立ち止まったシシルに、睡蓮も立ち止まって振り返った。

「では、姉ですか？」

「……」

　シシルは、『しすたぁ』である。

　じっくり十数秒ほども経たってようよう睡蓮の思考回路を理解したシシルは、アンネマリーやベネトでも見たことのない哀あわれみの表情を浮うかべてこう言った。

「………………よく、常識がないと言われませんか、キリングマシーン。日常生活で不便を感じることが多くはありませんか？　私でよければ相談に乗りますよ」

　それがからかいではなく、ココロからの心配であることを察した睡蓮は。

「……」

　なんとも複雑な表情のまま、赤くなった頰ほおを悟さとられぬようにそっぽを向いて、また歩き始めた。




　　　　⑨




　──一週間が過ぎた。

　愛車に跨またがったナイトが交差点に停とまると、後ろからバリバリとうるさい単気き筒とうの音が近付いて来て、すぐ隣となりに停まった。

「やっ、ナイト君！　あっは、やっぱりまだひっどいアザ！」

「響か」

　響は、翌日には目を覚ましていた。目を覚ましはしたが、意識を失った前後のことはまるっきり何も覚えておらず、サンダーバードを呼ぶこともできなくなったという。

「どこ行くの？　暇ひまだったら湾わん岸がんの方、一いつ緒しよに流さない？」

「美野里が目を覚ましたらしい。見み舞まいにな」

「へえ!?　良かったじゃん！　……まあ何があったか、全然覚えてないんだけどね」

「お前も来るか？」

「ん～……」

　いつも笑えみを絶やさぬような明るい少年だったが、そのときだけは表情を曇くもらせて、ビルの谷間から空を見上げた。

「……ああいうフシギなチカラっていうの？　面おも白しろかったんだけどさ。今になってみると、やっぱあれ、異常だったんだなーってさ。……あのときのことは覚えてないんだけど、なんかおっかない目に遭あったってのは、わかるんだよね……」

「……そうか」

　響が再びナイトを見やる。

「ナイト君は、まだ能力者……なんだよね？　まだ、続けるつもり？」

「ああ。俺の宿命さだめは、まだ俺を解放してはくれないらしい」

「そっか」

　信号が、青に変わる。

　響がアクセルを煽あおった。

「美野里ちゃんによろしくね！　あと霧也君と水姫ちゃんにも！　じゃ、またパーティーで！」

「ああ、またな」

　そして二人は、別の道へと走り出す。

　チカラをなくした響を、オートラインが引き止める理由はなかった。響自身にも、戻る意思も理由もない。

　響は、日常を取り戻したのだ。

（……あそこか）

　病院が見えてきた。表向きはどこにでもあるような私立病院であるが、オートライングループが相当額を出資しており、事実上の系列会社のようなものらしい。

　世の中の仕組みとは、便利にできているものだ。

　どこの病院でもそうであるように、ほぼ満車の駐ちゆう車しやスペースを通り抜け、ナイトは駐輪場の隅すみに単車を停めた。

「遅おそいぞ、ナイト」

　先に着いていたのだろう。私服姿の霧也と水姫がやってきた。

「ええ～……？　ナイト君、それ……なに？」

　シートの後ろに括くくりつけていた……走ってる最中に少し花びらの散ってしまった……それを手に、ナイトは言った。

「見舞いだろう」

「だがお前……花束って……」

　呆あきれ気味に指差した霧也は、フルーツを詰つめ合わせたバスケット。

「しかもナイト君、真っ赤なバラの花束って……」

　困り笑顔を浮かべた水姫は、どこかのオシャレな洋よう菓が子しの箱。

（チッ……俺としたことが、しくじっちまったようだな……）

　それはファミリーの誰かもあんなパーティーをやっているのだ、たまにはケガをするが、女の子のお見舞いなんてさすがに初めてだった。そんなわけで何を持っていくべきかをリュウに相談してみたところ、




　──そりゃお前、女の子にプレゼントするなら花に決まってんだろ？




　とかなんとか。

　ともあれ、三人は病院の中に入ると、美野里の病室へ向けて歩き始めた。

「……結局美野里をやったのは、あのシシルって女なんだろう」

　ナイトの言葉に、水姫が頷うなずく。

「そう……なんだけど。でも、そうじゃなかったらきっと私も、美野里ちゃんも。危なかったと思う……」

　続いて霧也が言った。

「実際、響はそれで意識不明に陥おちいり、チカラまで失うことになった」

「もう一人いた、あの黒瀬っていうのは」

　これにも水姫が答えた。

「麻衣ちゃんは、何か理由があるとかで……やっぱり、もうプロジェクトには戻らないって。甲山さんと朱津先生が」

「……そうか。因果なもんだな。結局残ったのは、最初からいた俺たちだけってことか」

「そうとも限らないかもしれない」

　呟くような霧也へ、ナイトは視線を向けた。

「どういう意味だ」

「水姫が言うには、美野里はシスターにただやられたんじゃない。チカラ……ノームを、切り離はなされたんだそうだ」

「チカラを……？」

　うん……、と。そのときの光景を思い出すように、水姫が小さく頷く。

「でも、それはとても危険で……美野里ちゃんが今まで目を覚まさなかったのは、その副作用みたいな感じ……なのかな。あのシシルさんって人は、うまく切り離せたって言ってたけど……ほら、警察の人と一緒にいた神父さん？　あの人が言うには、大きなチカラほど深くココロが結びついちゃってて……鳴神君のサンダーバードは、まだ生まれたばかりでそんなに大きくなかったんだけど。ノームさんの方は違ちがったみたいで……」

　まだ浅い繫がりしかなかった響は、だからチカラを失っても精神へのダメージも浅かった。

　美野里は逆に……。

「……ない方がいいんだよ。チカラなんてものはな……」

　思わず口を出たように呟つぶやくナイト。

　霧也は前を向いたまま言った。

「……僕は諦あきらめるつもりはないぞ、ナイト」

　後ろを歩きながら、少しハラハラした水姫だったが……。

「……お前が必要だと思うんだったら、好きにすればいいさ」

　二人の少年は互たがいの心の裡うちを明かしただけで、それについて互いに言げん及きゆうするような真ま似ねもせず、水姫はほっと溜ため息いきをついた。

「あ、ここじゃない？　美野里ちゃんの部屋」

　ノックをして部屋に入ると、個室のベッドに美野里が起きていた。いつも活発にポニーテールを振ふり回している印象だったが、髪かみを下ろした姿は、どこかおしとやかとも言える様相だった。

「あ……。えっと……」

　三人が揃そろっているのを見た美野里が、きょとんとして言葉を詰まらせる。

　それもそうだ。目を覚ます前までは、あれほどいがみ合ってた仲だったのだ。そんなのが急に現れたって、何から喋しやべればいいかわからないだろう。
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　ナイト自身、結局はプロジェクトに戻もどったのだ。言い訳をするつもりもなかった。再び投薬を受けたことで、些さ細さいなことで邪じや霊れい眼がんが疼うずくようなことはなくなった。邪炎龍サラマンダーが暴れ出すような衝しよう動どうはなくなった。

　それが自分の宿命と受け入れた。

「見舞いだ」

　ナイトは手にしていた花束を、美野里へ向かって放ほうる。丁度胸に抱だきとめた美野里は驚おどろいた様子だったが、すぐに笑顔になった。

「あ、うん……すごく綺き麗れいだね！　ありがと！」

「……しかも投げるって……私やっぱりナイト君にはついていけない、かも……」

　そんな水姫の苦く笑しようと小さな呟き。

　霧也が果くだ物もののバスケットをサイドテーブルに置く。

「具合はどうだ、美野里」

「あ……うん。いいよ。すっごく元気」

　それを聞いた水姫も、同じように洋菓子の箱を差し出す。

「美野里ちゃん……えっと。よかったら、これ」

「えっ、これ、マダムシンゴのブリュレ!?　並ばないと買えないやつじゃなかったっけ!?　いいの!?」

　声の元気さは相変わらずだった。

（……）

　それよりシンゴってマダムの名前でいいのだろうか。人気のスイーツなのだろうが、女子の流行は、ナイトにはよくわからない。

「嬉うれしい～！　私入院したの初めてだったんだけど、ほんと、もうね、話に聞いていた以上に病院食っておいしくなくって！　デザートのプリンがマズイとかもうほんとにありえなかったから、わぁ、嬉しいな……！」

（……？）

　その辺から。

　なんとなく、違い和わ感はあったのだ。

　ひとしきり喜んでいた美野里が、次し第だいに申し訳なさそうな顔になる。

「えっと……それで……」

「……どうした、美野里」

　と、ナイトは問う。

　何の確証もなかったが、違和感はあったのだ。

「うん……みんながお見舞いに来てくれるっていうのは、若い先生から聞いてたんだけど……」

　そして美野里は、苦笑しながら言った。

「みんなは……、誰だれだっけ……？」

「っ……」

　絶句した。

　ナイトも、霧也も、水姫も。

　三人とも、二の句を継げられなくなった。




　　　　◆




「……記き憶おく喪そう失しつです」

　アクアリウムⅡの、甲山のいるいつもの部屋で、美野里のカルテ片手に修人は言った。

「家族や学校生活については問題ありません。ですが昨夜のカウンセリングで、彼女は僕のことも、この船のことも覚えていませんでした。恐おそらくはプロジェクトに関かかわってからこっち……言うなれば彼女がプロジェクトに関連して記憶していたものが、全すべて抜ぬけ落ちたのではないかと推測しています」

「そんな記憶喪失があるのか」

「一いつ般ぱん的にはまず考えられません。しかし重度のストレスを受けた患かん者じやが、自己防衛のために辛つらい記憶を封ふうじ込めるという事例はあります。今回の田原さんがそれに当てはまるかはわかりませんが……今いま頃ごろ、凪木君たちが見舞いに行っているはずです。それでも思い出せないようであれば、恐らくは」

「そうか……」

　甲山はプレジデントチェアに大きくもたれかかった。

「……昨晩、会長からの通達があった。プロジェクトは一時凍とう結けつする」

　修人は手にしたクリップボードを下ろし、目を伏ふせた。

「……妥だ当とうだと思います」

　一時は霧也たち以上の速度で才覚を現し、有望視された鳴神響はしかし、たった一度の戦せん闘とうで全ての能力を失った。しかもそれをしたのは、同じプロジェクトの被ひ験けん体たいである田原美野里。そして彼女のプロジェクトへの復帰は絶望で……黒瀬麻衣に至っては、〝組織〟からの刺し客かくだった。

「関連してシリーズ２、シリーズ３の開発についても無期限の延期とする」

　修人は顔を上げて、言った。

「わかりました。しかし……」

　ナイト、霧也、水姫。どうあれプロジェクトの根幹にいる彼らを、このまま放り出したとなればあまりに無責任に過ぎる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。残る三人については、君の管理下でこれまで通りの処置を続けてもらって構わない。この船の施し設せつも今まで通りだ。ただし、これ以上のプロジェクトの進行は当面行われない……そういうことだ」

　それを聞いて修人は安あん堵どした。

「ありがとうございます。僕もそれが最善だと考えます」

　マスクに響ひびくような大きな溜息をついたのは、大おお仰ぎようにソファにかけたガスマスクだった。

「それより、なんだったんだよあの宇宙海兵隊は」

「我が社やグナイスト・ローラントと同じように、そういうものを開発している企き業ぎようもあるのだろう」

　甲山は机に上がっているケルベロス隊からの報告書を取り上げ、鼻で笑った。

「ふん……銃じゆう弾だんを通さないトルーパースーツか。こちらの方が鉄鋼を扱あつかう我が社向きの事業かもしれんな」

「作るのか？」

「欲しいか？」

「……うちの部隊じゃ運用できないな。頑がん丈じようだが動きは相当鈍にぶかった。ありゃ戦車と同じで、トランスポーターで最前線に投入するタイプの装備だ。そうなると使用目的が限定的過ぎる。諸兵科連合でしっかりと兵へい站たんを組める正規軍向きの装備だ」

「だが、銃弾は通用しなかったのだろう」

「つったってせいぜいが人間が着込める厚さだ、成形炸さく薬やくならイチコロだぞ。俺ならアーマーよりもそういう武器が欲しいね。ＲＰＧをもっと手軽に、高精度にしたヤツだ。大戦中の小銃擲てき弾だんくらいが丁度いいかもな」

　ガスマスクは肩かたをすくめる。

「盾タテと矛ホコで言えば、戦争ってのはホコの歴史だ。まず殺すことが最初にあって、守るなんてのはその次に出てくる発想だからな。あのトルーパースーツにいくらかかってるか知らんが、数百万ドルするＭＢＴが一発数百ドルのＲＰＧ弾頭で行動不能になる。どっちがお得だ？」

　だったら防具よりも、武器を進化させるほうが効率的だ。

　それがガスマスクの意見だった。

「前に島に出たってマジェストもだが、どうかと思うね俺は。新兵器がアドバンテージを取れるのは、せいぜいが最初の一～二年だ。その後は他ほかのどの国も真似し始めるさ」

「確かに真似をする諸国はこぞって同じ兵器を買い漁あさるだろうな。どこから？」

「……」

　金を出すのは国家。

　作るのは、企業なのだ。

「それがビジネスだ。私はアプローチ自体は間ま違ちがってはいないと思う。エコロジーという免めん罪ざい符ふを付けた自動車が飛ぶように売れているように、兵士の命を重視してデザインされた兵器は予算の承しよう認にんを得る上での大きな免罪符になる」

「なぁにが人命だよ。プロとして言わせてもらうが、やってることはただの殺し合いだぞ」

「そうとも。だがエコロジーと言いながら、現代人は自動車から離はなれることはできない。平和を謳うたいながら銃じゆうを手放すことができない。健康を害すると知りながら酒も煙草たばこもやめられないようなイキモノに、何をやめろというのかね？」

　……だとしたら。

　強制的にでもチカラを手放すことができた美野里と響は、幸運だったのだろうか。

　二人の話を聞きながら、修人はふと、そんなことを考えた。




　　　　⑩

　アパートの同じフロアにある、ドクターの出張ラボ。

「ボクもドクターなんて呼ばれ始めて長いけどねぇ……キミほど何度も何度もボクのところへ来る患者は初めてだよ。ええ、キミぃ？」

「……まったく。どうも」

　通院して一週間。

　あの時は無我夢中で気付かなかったが、右の二にの腕うでと左のふくらはぎ。あの重装そう甲こう連中の弾たまで、肉がいくらか削そがれていたらしい。その前に麻衣にもあちこち切られていたし、まあいろいろ。

　有あり体ていに言って、危なかったそうだ。

　今後も〝組織〟に狙ねらわれる恐れがある麻衣についてはその後どうするかはともかく、一度魔まつ殺さつ商しよう会かいに預けた。思い付く限り、一番安全な場所だと思ったからだ。

「しっかしこんな細い身体からだでよくやりますねぇ、ヒデオさんは。宇宙海兵隊みたいな敵さんでしたっけ？」

「ええ。まあ……そのような」

　ガスマスクのたとえは言い得て妙みようであった。

　いつもの和服ではなく、ナース姿のナース葉は多た恵えが包帯を解いた傷きず跡あとにぺたぺた、新しい軟なん膏こうを塗ぬっていく。

　命が危なかったという割には、軟膏と、怪あやしげなドリンク剤ざいだけで見る見る回復していく様子が余計に危なく思えたりもする。

「増強しませんか？」

「……何を」

　と聞くまでもなく、葉多恵がぷにぷにとヒデオの二の腕をつつく。

「ああ、それとねぇ、キミぃ。あのＳＵＮ・グラッシーＪｒだけど」

「はい」

　最初はアレだったが、いざというときに意外と使い出があったのでもう一回作ってもらえるか頼たのんでおいたのだ。

「やっぱり一度作っちゃったものはねぇ……ボクとしても飽あきちゃったから二度と作りたくないんだよねぇ……」

　いつもおかしな笑い方をしている人だが、そのせいか今日に限ってはめちゃくちゃテンションが低かった。

　そしていらいらしたように机を指で叩たたく。

「そもそもだよキミぃ、目付きが悪いくらいでビームが出るとか科学的におかしいじゃないか。常識的に考えて、おかしいとは思わなかったのかい？」

「……」

　殴なぐっていいのだろうか。

　殴ってもいいのだろうか。

　でもこの人のことだから素すで言ってるのかもしれないし。

「ボカぁねぇ、常識のない人間てのはキライなんだよ。ボクの発明に斬ざん新しんさを感じず、新しん鮮せんな驚おどろきというものを見せもしない。豊かな感受性を逸いつし、当たり前にビームを出すキミのような人間に今さら何を作れと言うんだい」

　責められるようなことかどうかはともかく、まあドクターの作ったものだし……という、なぁなぁの感覚が自分の中に芽生えていたことは否定できなかった。

「ですけどドクター」

　葉多恵が言った。

「ヒデオさんがこの先、悪の〝組織〟と闘たたかっていかなければならないのは事実のようですし」

　誰だれもそんなことは言ってないし、そんなつもりもない。

　ただ万が一の場合の備えとして、やっぱりあれば便利…………。

（……）

　……便利……？

〝あなたは何も否定できない〟

　ぞっとするような重みで、ノアレの言葉が脳のう裏りに響いた。

〝銃を求める者。銃で武装する者。力を欲ほつする者、力を振ふるう者を、否定できない〟

　………。

〝恐おそろしいわね、ヒデオ。あなたは内心気付いていたし、本能的に嫌きらっていたからあんなにギリギリの状じよう況きよう下でも私のチカラを拒こばんだというのに。それでもあなたは、無意識のうちに力を求めてしまっている〟

　……そういうことなのか……。

〝チカラが欲しいの、ヒデオ？　暴力の象しよう徴ちようのような銃は嫌でも見た目が笑えるビームならいいの、ヒデオ？　守るために力が欲しい？　そんな甘い気持ちがやがて、守るためなら殺してもいいって考えに続いていくのよ。私はどちらでもいいけれど、あなたはそれを甘かん受じゆできるのかしら、ねえヒデオ？〟

（…………）

「やはりドクターここはですね、敵がＳＦということであれば、こちらもＳＦ、当初の計画通りサイボーグ化で手を打つべきではないかと」

「サイボーグ化ねぇ……それもねぇ……。メカヒデオン作ったから満足しちゃったんだよねぇ……」

　ドクターがヒデオへ振ふり返る。

「それはできないことはないよ、キミぃ。今あるキミの脳を、あのボディに載のせ替かえるだけでいいんだからね。でもそんなものが本当にクリエイティブでオリジナリティ溢あふれる発明と呼べると思うかい？　何の苦労もせずに脳を載せ替えるだけで強くなって、キミはそれで満足なのかい？」

「……」

　苦労すればいいのだろうか。

　きっと、そういうものでもないだろう。

「……ヒデオさん？」

「……はい」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　やっぱりお注射打っておきましょうか。多少ガイガー計が振り切れますが、遺伝子レベルから増強できる良いクスリが」

「いえ。結構です……」

　今日の治ち療りようもあらかた終わったようなので、ヒデオはシャツに袖そでを通して診しん察さつ台から降りた。

「ありがとう、ございました」

　まるで悄しよう然ぜんとした様子で、頭を下げ、ヒデオが診察室を出て行った。

　ドクターはやれやれと溜ため息いきをつく。

「……意地悪なことを言うねぇ、キミも……」

「そうですよ～。ヒデオさんときたら体以上に心が繊せん細さいなんですから」

　ドクターとナース、二人の視線の先に、ノアレが姿を現した。

「あらひどい。私は当たり前のことを言っただけなのに」

「たとえ真実でも、ヒデオさんのような現代っ子は知らない方がいいんですよ」

　くるりとノアレがその場に回る。

「ふん……そんなに戦いが嫌なら、逃にげちゃえばいいのよ。せっかく契けい約やくしてやったのがそんな簡単なこともわからないお馬ば鹿かな相手だなんて、嫌なのよ。中学生や高校生の主人公じゃあるまいし、生きるとか死ぬとかでぐちぐち悩なやまれてもつま～んなぁ～い。そういうのはテレビでもマンガでもいっぱいやってるし～ぃ」

「まあ私も割と死なないタイプですから、命や平和の何がそんなに大事かとか……おっと、これ以上はお館やかた様に怒おこられるので言いませんけど」

　頭の後ろに手を組んで、ノアレは暖だん房ぼうの対流に任せるまま漂ただよう。

「あ～あ、私も邪炎龍サラマンダーやノームさんみたいにどば～っ！　とか、ぶわ～っ！　とか、かっこよく大だい活かつ躍やくしてみたいなぁ～」

　ドクターが眼め鏡がねの縁ふちを持ち上げた。

「ちなみにキミ、具体的に何ができるんだい？」

「さぁ～。ヒデオが使ってくれればわかるんじゃないかしらね～」

「けどねぇ、本当に彼が逃げ出して実家に帰ったりしたら、もっとつまらないんじゃないのかぃい……？　ひひっ」

「……。なによ……」

　含ふくみある笑顔えがおでドクターが机の引き出しから、一枚の設計図を取り出した。

「実は先日から、どうもボクの気分が優すぐれなかったんだけどその理由がようやくハッキリしたよ」

「そういえばそうでしたね、ドクター。どんな理由だったので？」

　小首を傾かしげた葉多恵に、きりっとした真顔で彼は告げた。

「彼の体を診みること自体が飽きた」

「かかり付け医として最悪のセリフね……」

　ノアレの言葉は馬耳東風。

「まあボクがドリルやらビームやらにこだわっていたのも、そもそも普ふ通つうの人体に飽きたからなんだけどね」

「医者として最悪のセリフね」

　ひひ、と小さく笑って……彼は図面を広げる。

「そこでだ、昨夜、気分転てん換かんに普通に武器を考えてみたのさ。久しぶりに考えたら、意外に興が乗ってしまったわけだ」

「へぇ。でも今のヒデオが使ってくれるかしらねぇ」

　くい、とドクターは片側だけレンズのはまった眼鏡を押し上げた。

「けど言葉というのは便利なものでねぇ。世の中には、非殺傷兵器という単語があるのを知っているかい？　今の彼にとっては戦うことに対しての自信に繫つながると同時、大きな免めん罪ざい符ふになると思うんだけどねぇ……」




　　　　◆




「……」

　力を持つこと。力を振るうこと。戦うこと。

　ごく当たり前のように自分には何の取り得もなく、何もしてこなかったつもりだったのだ。

　それに気付いたヒデオは部屋に戻もどると、だからといって何をするでもなく、いつものようにテレビをつけるといつものように湯を沸わかし、いつものようにコンビニで買ってきたあれこれを食べ始める。

　何もしたつもりはない。するつもりもなかった。だが……確かにあの時、一度は心配した。応おう援えんに駆かけつけたのがガスマスクたちではなく、美奈子やフォースの高校生たちだったら？

　それはとても恐ろしい想像だった。

　結局、川村ヒデオという存在がいなかったら、黒瀬麻衣という少女は現れず、あの重装そう甲こうの連中もあの場には現れなかった。つまるところ、連中をあの場に呼び寄せたのは自分だったのだ。

（……）

　戦うのは悪いことだろうか。

　少なくとも、良いことではないと思う。どちらかといえば、くだらないことだと思う。だがそんなくだらないことに、友人知人を巻き込んだのが自分であれば……戦うべきなのだろうか。

　それともやはり何もしない方がいいのだろうか。だが何もしないにせよ、だったら他ほかの誰かに頼たよりっぱなしでいいのだろうか。

（……）

　くだらない。

　別にノアレは、そんなことを言いたかったのではないのだろう。戦うとか守るとか、そんなのはヒーローの悩みだ。ヒキコモリの考えるようなことじゃないだろう。

　そんなに嫌なら逃げればいいのだ。一いつ切さい合がつ財さい手を引いて、何も見なかった聞かなかったことにして、実家に帰って……。

　それで……。

　それから？

　……まあ、こっちの悩みの方がよっぽどヒキコモリらしいとは思うが。

「……」

　食べたゴミをコンビニ袋ぶくろにまとめていたところで、携けい帯たい電話が鳴った。

　知らない番号だったが。

「……もしもし」

《あっ……。あの……黒瀬です》

　それを聞いた途と端たん、はっとなった。

「何か、あったのか」

《えっ？　いえ、何も……。ただ、その……お礼を、まだ……言ってなかったから……》

　つい、また〝組織〟から狙ねらわれでもしたのかと慌あわてたヒデオは、想像もしなかった言葉に思わず聞き返した。

「……お礼、とは」

《いや、だから……。助けてくれて、ありがとう……って》

「……」

《その……殺そうとした相手から言われても、なんだかって話っすけど……でもここ、総そう帥すいさんとか、社長さんとか、覆ふく面めんさんとか。なんだか面おも白しろい人いっぱいいて……楽しいから。なんか、勉強とかも教えてくれるって……》

　麻衣の言葉は、笑みを含むような、柔やわらかい響ひびきを帯びていた。

「……そう、か。なら……よかった」

《はい……。初めてのターゲットが、川村さんでよかった……あたし、まだ誰だれも殺してなくて……殺さなくても、その……》

「ああ。それで、いいんだ」

《は、はいっ……！　じゃあ、それだけっすけど……ええと。また、電話してもいいですか……？》

「ああ。それくらいは、別に」

《あ、はいっ……。それじゃ、おやすみなさい……》

　通話が切れた。

（……）

　……よかったじゃないか。

　あれこれ考えるのはよそう。

　自分は世界の命運を託たくされた勇者でもなければ、悲しい過去を背負ったダークヒーローでもない。だから自分は何もできない。やろうとしても、できるようにしかできない。

　でもやってみて、今回、黒瀬麻衣という少女は、多少なりとも幸せな道を選ぶことができたのではないか。ならそれでいい。

　次に何か起きたら、また思うようにやってみて、できるようにはできるだろうし、できなかったらそのときは……頼れる誰かがいるかもしれないし、誰もいなければノアレがいる。

「……使いもしないくせに、あんまり期待されてもねぇ……誠意を感じないっていうかぁ……」

　と、部屋を漂うノアレが言う。

　それを座ったまま見上げて、ヒデオは言った。

「いるだけで、ありがたい」

「……え？」

　最後の最後に、本当にどうしようもない場合は最古にして最強のチカラがある。契約という絆きずなを持った存在が自分の側そばにいてくれる。

　でなければ。どうして、ただのヒキコモリが女の子の手を取り、銃じゆう弾だんの中を駆け抜ぬけようだなんて思えるものか。

「ふーん。いっつもイロモノとか言ってるくせにー。使ったこともないのに何を根こん拠きよにそんな、さも信じてますみたいなこと言えるわけー」

　最高のパートナーと共に、命を懸かけて打ち払はらった相手だ。それくらいのチカラを持っていてくれなくては、契約してやった意味がない。

「……ふーん、だ。ま、いーけどねー……」

　納なつ得とくしたのか、それとも単に、生意気と思われたのか。

　ノアレの姿が見えなくなり、ヒデオも布ふ団とんに入ることにした。
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　こうして一つの事件は幕を下ろした。

　そしてヒデオが関かかわった過去一連の件と同様に、オートラインの関式試験場におけるそれもまた……世間一いつ般ぱんには事故として扱あつかわれ、さほどの事件として触ふれられることはなかった。

　人工の精せい霊れいや、戦せん闘とう用のマジェスト同様、馬鹿げた作り話みたいだからだろうか。

　でなければ……。

（……）

　一ヵ月前の、ミサキ・カグヤとの会話を反はん芻すうしようとしたところで、ヒデオはその日の眠ねむりに落ちていった。







[image: それがあなたの非常識]
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　ピンポーン……。

（……）

　玄げん関かんのチャイムが鳴ったが、ヒデオは布ふ団とんから出なかった。まだドクターの出張ラボに通院中の身だし、このところはネットショッピングをした記き憶おくもない。セールスにせよ勧かん誘ゆうにせよ、平日の昼間に来る方が悪い。そう思って録とり溜ためたアニメの鑑かん賞しように戻もどることにした。

　ピンポーン……。

（………）

　いやちょっと待て。

　あんなことの後だ。また〝組織〟からの刺し客かくだとかそういうのだったらどうする。出るのは論外としても、逃にげることは考えるべきではないか？

〝だったらもう包囲されちゃってるんじゃないの〟

　だから、その包ほう囲い網もうをどうやって突とつ破ぱするかという話ではないか。

　ピンポーンピンポーンピンピピンピンポーン……。

「ヒーデーオーくーん！　いないなら吹ふっ飛とばすけどいいー!?」

　鈴すず蘭らんの声だったので、何で何を吹っ飛ばすかはともかく慌ててダッシュし鍵かぎを開けた。

「何か」

「まあまあ」

　まあまあとヒデオのことを押しのけ部屋に上がるなり、鈴蘭はこう言った。

「実は」

「僕は。便利屋では、ないのですが」

「便利屋ならもっと便利に使い倒たおしている。なりたいなら雇やとってあげるけど」

　ヒデオが首を横に振ふったところで。

「実は、睡すい蓮れんの様子が少しおかしいんだ」

　……。

「それは」

「わかってる、世間一般の常識に照らし合わせてあいつがおかしいのは今に始まったことじゃないことくらい姉の私が一番よく知っている」

　なるほど。

「……では」

「私たちがよく知るそういう睡蓮の常識に照らし合わせて、少しおかしいんだよ」

「たとえば」

「今までテレビなんか全く見なかったのに、ＮＨＫの海外ドキュメンタリーなんて渋しぶい番組を見ていることがある」

　ＮＨＫしか見なそうな感じはしていたが、肉親が知る睡蓮はそういうレヴェルではなかったらしい。

「他ほかには」

「カッコやラティさんからファッション雑誌を借りていったという話がある。なんかこう、オシャレなヤツ」

　そりゃファッション誌だからオシャレに決まっていると思うが。相変わらず女子力……いや、変なことを言うとまた面めん倒どうな人が出てきそうだからやめよう。

「極きわめつけは昨夜、スマホのカタログを見ていた……！」

「っ……」

　これは素す直なおに驚おどろいた。マウスのマの字もひらがなっぽく発音しているような睡蓮が、ＩＴ社会の最さい先せん端たんツールとも呼べそうなスマートホンに興味を持ったというのか……？

「私がテレビを見ていると『くだらないものを見ていますね』と吐はき捨てるような妹がテレビを視し聴ちようし、私がミリタリー雑誌を読んでいると『つまらないものを読んでいますね』とそっぽを向く妹がファッション誌を読み、私がスマホカタログを見てると『そんな大きく重いものの何がすまーとなのですか』と眉まゆをひそめるような妹だったのに……私はもう姉として心配で心配で」

　真ん中の雑誌のところは対比としてどうかと思うが……確かにヒデオが知る睡蓮からしても、様子がおかしいと思えなくもなかった。

「で、職場でのあいつに最近変わったことはないかなーと」

「いえ……僕は。この一週間ほど、休んでいたもので」

「あ、そう言えば怪け我がしたんだっけ？　でももう平気でしょ？　麻ま衣いちゃんもうちの会社で頑がん張ばってるし、今からちょっと行って様子見てきてよ」

　と言って、鈴蘭はドクターの診しん断だん書を突つき付けた。

『容態の回復はかばかしくも必要以上の休養は患かん者じやの精神状態に悪あく影えい響きようを及およぼし、出で不ぶ精症しよう候こう群ぐん再発の恐おそれもあるため適度の外出を要するものである──』

　元のヒキコモリに戻ってしまう前に、少し外に出ろとのお達しだった。
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　それはあのちゃらんぽらんな姉が突とつ然ぜん職場に現れたところで、妹には警けい戒かいされるだけだとは思うが。

　ヒデオがオフィスのドアを開けると大方出で払はらっていて、ほむらが来客用のソファに寝ね転ころがっているだけだった。

「よぉヒデオ。なんか妙みような連中にやられたってぇ聞いたが、ケガぁもういいのかい」

「仕事はまだ、ですが。出歩ける、程度には」

　給湯室の方から葉は多た恵えが顔を覗のぞかせる。

「おやヒデオさん。お茶でも淹いれましょうか？」

　誰だれもいませんでした、で戻ったのでは鈴蘭も納得してくれまい。

「……では。せっかくなので」

「はいはい～。いいタイミングでしたね。そろそろ睡蓮さんがおやつを買ってきてくれると思うので」

　……。

「おやつ。とは……その。睡蓮が、買いに行ったのですか」

「おめぇが休み始めてから、使いっ走りがいなくなったからなぁ」

　げらげらと、ほむらが大口開けて笑う。

「背に腹は替かえられないということでしょうかね～……おっと！」

　何もない床ゆかで蹴け躓つまずいた葉多恵のぶん投げた音速近い湯飲み（熱湯入り）とお盆ぼんを、ほむらが大口開けて食べてしまった。

「ああっ!?　備品のお盆と湯飲みをこの馬ば鹿か鬼おに！」

「けっ、毎度毎度芸がねぇんだいおめぇはよ。それともねぇのは頭の中身か？　ああ？」

「何を騒さわいでいるのです」

　睡蓮が戻ってきた。

　マクドナルドの大きめの紙かみ袋ぶくろを片手に。

「「こいつが」」

　同じように互たがいを指差すが。

「お前たちの分も買ってきてやりましたから、仲良く食べなさい」

　睡蓮が紙袋を開けると、たちまち揚あげたてのポテトの芳ほう香こうが広がった。ポテトのＬが三つ。ダブルのバーガーが三つ。今しがたの諍いさかいも忘れたように、ほむらと葉多恵がもそもそとポテトを食べ始める。

　すると気付いたように。

「……ヒデオ、来ていたのですか。ケガはもう良いのですか」

「否いな。その……」

　なんだろう。てっきり繁しげるや世よ見み子こなんかと一いつ緒しよに買いに出たものと思ったのに。

「それは……まさか、君が。一人で」

　すると睡蓮。

「当然です。何かおかしなところでも？」

「……。」




　なんだ、この上から目線……。




　目に物見せてやった的な。いや、それは自分は自分の席についていて、睡蓮は今まだ立ったままだから物理的に視線の位置は高いにしても。なんかちょっと胸を張って偉えらそうな態度は……何？

「この程度の買出し、このわたくしの手にかかれば造作もないことです」

　と、胸に手をやっての自信満面の不敵な笑み。というか、睡蓮の笑顔というものを初めて見たような。

（……。）

　……まあ、いい。

　なるほど。

　明らかに、おかしい。

「なんです。言いたいことがあるならはっきり言ったらどうです。分けて欲しいのですか？」

　そうと聞かれれば、無条件にハイと答えたくなるのが買ってきたばかりのフライドポテトの魔ま力りよくであるが。

「……その。今日は……ドクターに、許可をもらって。気分転てん換かんに、外出しただけなので」

「そうでしたか。確かに病やみ上がりに、このような油ものはよくないかもしれません」

「そういうわけで。今日は、もう」

　睡蓮の観察眼に隠かくし事を見み抜ぬかれる前に、ヒデオはそそくさとオフィスを後にした。
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「……総そう帥すい。総帥。大変です」

「あ、お帰り～。どうだった？」

　アパートに戻もどると、鈴蘭が寝転がってポテトチップを食べながらマンガを読んでいた。

　どこでどうやってあの妹と血が繫つながったのだろう。

　まあ、今はそんなことよりだ。

「睡蓮が、一人で。マクドナルドを買って来たのですが」

　ポロッ、と鈴蘭のこぼしたポテトチップがマンガのページに挟はさまった。

　ああ……。

「え、えっ……あいつあんな格好で一人でそんなお店行って、『すまいるを所望します』とか言えるの!?」

「スマイルを。注文したかは、わかりませんが」

　ポテチのかけらが挟まったままのマンガを閉じると、鈴蘭は狭せまい部屋の中をうろうろとし始める。ヒデオが油染じみの残ったマンガを逆さにしてパタパタと払っていると、立ち止まった鈴蘭が言った。

「で、睡蓮がそんなふうになった原因は？」

　……。

「いえ。それは……わかりま、せんが」

「……」

　妹の方にはしたり顔で勝ち誇ほこられるし、姉の方には使えねーみたいな顔されるし。

「睡蓮には。噓うそや、隠し事が。通用しないので……一応、バレる前にと」

「う～、まぁそれもそうか……」

　再び、うろうろ。

「……そんなに気になるので、あれば。本人に。直接聞けば、いいのでは」

「それはできない」

　大きな溜ため息いきと共に鈴蘭が立ち止まる。

　普ふ段だん……というより、これもまた初めて見るような、真しん剣けんな面おも持もちだった。

「姉である私に言わないってことは、何か秘密にしている……秘密にしたいことがあるからなんだよ」

「……まあ。そうなると、思いますが。それが」

「そういう秘密を向こうが知らないうちに勝手に暴あばき立てるのは楽しいし、それを盾たてに無茶な要求を突つきつけるのはもっと楽しい。そう思わない？」

　……。

「思え？」

「はい」

「よろしい。何せあの完かん璧ぺき超ちよう人じん睡蓮の弱みを握にぎるまたとないチャンスだ。そうと決まれば慎しん重ちように行こう。そうなるとただ探さぐるにしても、方向性は定めておいた方がいいよね」

「方向性、と。言うと」

「ヒデオくんがさっき言った通り、確かにあいつ気配とかそういうのにやたらめったら鋭するどいから、手当たり次し第だいに尾び行こうするなんて真ま似ねは論外でしょ？　なんのためにそんな風におかしくなったのかって当たりをつけて、ここが怪あやしいというときだけ後を付け回したり、怪しい人物に接せつ触しよくしたりするんだよ」

　……付け回すとかその後の展開が目に見えて嫌いやだ。どうせバレて投げられるに決まっている。

「麻衣ちゃんからも悪の〝組織〟とかいう話を聞いたけど、元祖『悪の組織』はうちの会社だからね？」

　昔の特とく撮さつ番組とかの方が古かったりしないのだろうかと思ったが、魔まつ殺さつ商しよう会かい社史なんてしらないし、瑣さ末まつな議論をしても鈴蘭相手では徒労なのでヒデオは言わなかった。

「で、ヒデオくんは何だと思う？　ヒント、テレビを見るようになった。オシャレに興味を持ち始めた。スマホが気になっている。一人でマックとか行く」

　どれもこれもあの年代の女の子ならばごく常識的な当たり前な話としか思えず、余計に見当がつかない。

「そうい」

「そういうこともあるのでは、とかつまらない答えは誰も求めていない」

　まるで圧あつ迫ぱく面接だった。

　ヒデオは少し考え。

「……海外の。番組を、見るのであれば」

「うん、見てたよ」

「海外旅行に行きたい、など」

「お？」

　海外にあの巫み女こ服で行く道理はあるまい。旅をするにも国内専用のようないわゆるガラクタケータイよりは、ネットアクセスの容易なスマートホンの方が便利だろう。マクドナルドに行ければ、主要各国の都市部であれば食べるにもまず困らない……のでは？

「そういえば……確かにドキュメンタリー以外にも、街歩きみたいな旅番組も見てた気がする」

「では」

「でもさ、だったら私に一言相談するくらい、別になんともないと思わない？　飛行機のチケットとか偽ぎ造ぞう旅券ぐらいいくらでも用意してやるのに」

　そういうのが嫌なのでは。特に後者。

「うーん……でもさすがに、国内旅行すらまともに行ったことないのがいきなり海外？　しかも内ない緒しよっていうことは一人旅……？　ちょっと考えにくいかも……」

「男ね」

　窓の擦すりガラスに見覚えのあるシルエットが浮うかんだので鈴蘭が開ける。

「あ、エルシアさん。男って？」

　ごいっ、とエルシアがウサギの耳のようにツインテールを摑つかんだヴィゼータを持ち上げた。

「にゃあああ痛いですエルシア様いたいですぅ！」

「さっき来たとき話が聞こえて気になったから、旦だん那な様が勤め先へ行っている間に問い詰つめたら白状したわ」

「え、カッコ何か知ってるの!?」

「違ちがう違う！　ほんとに知らない、知らない！　あの睡蓮がオシャレ雑誌借りてったから、そうかな～って！」

　ね？　と同意を求めるようにエルシアが小首を傾かしげる。

「……とりあえず。上がったら、どうかと」

　ヒデオは玄げん関かんの方へ手の平を向け、エルシアとヴィゼータを部屋に上げた。

「にゃ～ん。野や郎ろうの部屋だ～。エロ本、どこどこ？」

「そんなものは。ありませんが」

　なんでこの部屋に来る女子はこんなのばっかりなんだ。

「ヒデオくんの趣しゆ味みとかどうでもいいから、カッコ」

「え～？　でもでも、女の子がオシャレに目覚めるキッカケなんて普ふ通つうそんなもんだよね？　そういうの興味ないエルシア様なんていっつもこの格好だし」

　すぱごん！

　エルシアの平手でヴィゼータの顔面がフローリングにめり込んだ。

　ああ……。

「ではヴィゼータ。それとテレビを見るようになったことと、どういう関係があるのかしら」

　エルシアが、ツインテールの片方を摑んで顔面を引き上げる。

「ふぁい……えっと、その野郎の趣味に合わせてるんじゃないでしょうか……」

「え？　どういうこと？」

　と言った鈴蘭に、ヴィゼータはひしゃげたファッショングラスを掛かけ直しながら言った。

「だから、野郎がスポーツファンなら話を合わせるために野球やサッカーのこと勉強したり。そういう経験、ないない？」

「ないけど」

「ないわね」

　言下にされたヴィゼータが、すっ、とヒデオを指差す。

「……僕は。男、なので」

「とか言ってモテたことないだけの人だよね～？」

　指差されたまま半笑いされた。

（……）

　しかも言い返すこともないという。

「ヒデオくんのガールフレンドいない暦れきは今はどうでもいい」

「ええ。どうせ旦那様は私のものにするからいいのよ」

「えっ。あっ。うっ……あう……？」

　ひとしきり目を白黒させたヴィゼータが、突とつ如じよとして立ち上がった。

「きっ、貴様、ニンゲンのしかも野郎の分際でよくもエルシア様のピュアなハートに付け入ったな？　ひさびさにトサカにきた、表に出ろ、ぐちゃぐちゃのミンチに……」

「いいから座りなさい」

　エルシアがヴィゼータのツインテールを便利に引っ張って、元のように正座させる。

　便利なものだ。

「ですけど！　我ら魔人のアコガレ、魔族のプリンセスがこんなヒキオタニートといい関係になるなんて許されるはずがありません！」

「そんな厄やつ介かいな関係じゃないわ。単純にこの男を魔界へ連れて行ったら面白そうと思っているだけよ」

「何それ面白そう!?」

　興の乗った鈴蘭に負けぬ速さでヒデオは立ち上がり、三方へ向けて、まあまあ、まあまあと両手を挙げた。

「誤解のないように、言うが。僕は。エルシアさんに指一本触ふれたことはなく。魔界なんてところに、一歩たりとも足を踏ふみ入れるつもりもない。それより、睡蓮の話では」

「おっと、そうだった……どうも女ばっかりだと話がとっちらかって困るよね」

　女が三人寄ることを、姦かしましい、と書く。

「で……なんだっけカッコ」

「ええと、話を戻もどすとね？　ガラケよりスマホの方がチャットとかも簡単で連れん絡らく取りやすいし、海外に興味を持ったのはその野郎が旅行好きとか？　で、ちょっとデートとかしたらマックで注文するのも平気になったとか」

「ダメだ！」

　鈴蘭が言った。

「そんなのは睡蓮じゃない。大体、この私に挨あい拶さつもなく妹にちょっかい出すとかどこのどいつだ」

「にゃ～……鈴蘭、どこかのダメなお父さんじゃないんだし……」

「カッコだってさっきエルシアさんに同じこと言ってた」

「違う違う！　それは全然、人間と魔族とじゃ話の次元が違う！　しかもエルシア様、超ちようすごい血筋だからね!?　王族！　王族！」

「そんなこと言ったら睡蓮だって神殺しの純血種たる名な古ご屋や河かわ家当代にして私の妹っていう超特別な……！」

「だから魔族の場合はそういう個人的な感情の話じゃなくて……！」

　結局、話はとっちらかった。




　　　　③




　翌日。

（……。）

　朝早くから電話が鳴っていた……と思って時計を見たら昼前だった。ケガで休養中だからって、段々と生活リズムがヒキコモリの頃ころに戻りつつあることに焦しよう燥そう感もあったが、着信の表示には鈴蘭。

「……もしもし」

《大変だ！　あいつデートに行くつもりだ！》

　デート？

　デー……。

「誰だれが」

《睡蓮が！》

「……誰と」

《知らないけど、休みだからって私服で出て行ったんだってば！　買い物とか言ってたけど、あいつが一人で買い物に行くこと自体がありえない！　とにかく、今から迎むかえに行くから！》

　そして電話は切れた。




　　　　◆




「……ふぅ」

　バスを降りた睡蓮は、緊きん張ちようとともに息をついた。

　なるほど、鉄道やバスの乗り換かえくらい、いざとなれば何とかなるものだ。

　そして手にしたＩＣカードを見る。

「パスカとは……便利なものです」

　切きつ符ぷも何も要いらない。乗りたいものに乗るときにこれを読み取り機にタッチし、降りたいときに降りたいところでこれをタッチするだけで良いのだ。しかも乗り物だけでなく、自じ販はん機きやコンビニでも使えたりする。

　感心しながらそれはバッグに収めて、睡蓮は視線を上げた。

　場所はメガフロントの中でも、最初期に開発が始まったお台場に近い方。丁度、夏に上うえ野のからマックルを追って美み奈な子こと来た地区だ。

　そこに、『メガフロンティア』という名前の遊園地がこの秋から一部開業していた。

　ちなみに全区画の開業は二ヵ月後……来年の一月一日、０時00分。年明けと同時にこの遊園地の広場で行われる、メガフロントの市政開始記念セレモニーに合わせてグランドオープンという、なんとも凝こった趣しゆ向こうとなるそうだ。

　そんな看板広告やポスターを横目に、ときにアドバルーンを見上げながら、風船を配る着ぐるみを断って入場口へ向かう。平日だというのに、それなり賑にぎわっているようであった。

（……待ち合わせは、確か……）

　園内にある広場の噴ふん水すい前だったはずだ。

「あれ、名護屋河さんじゃありませんか？」

　横を見ると、背の高く線の細い外国人男性が柔にゆう和わな笑顔えがおで歩み寄ってきた。一いつ瞬しゆん、誰かわからなかったが、男が淡あわいミラーグラスを外したところで思い出した。

「私ですよ、名護屋河さん。アーネスト・ベネトです」

「ああ。シシルの仲間の」

「いやあ、一度お会いしただけですし、雰ふん囲い気きが全然違うので見み違ちがえちゃいましたよ！　洋服姿も可愛かわいらしくてよくお似合いですね！」

「……。」

　そういう言葉は……なんというか。

　困るのだ。

「……お前こそ、黒くろ尽ずくめでないのでわかりませんでした」

　ダメージ加工のジーンズにピカピカの革かわ靴ぐつ。派手なデザイナープリントのＴシャツの上から柔やわらかそうなジャケットなど着て、腰こしや首にチェーンを巻いて……意外とチャラチャラしていた。と言っても腰のは財さい布ふにつなぐウォレットチェーンで、首のはれっきとした十じゆう字じ架かがぶら下がっていたが。

「あはは、さすがに今日はお休みですし、あの格好だとこういう場所には入れてもらえないことが多いもので……」

　と、苦く笑しようする。

　布教、勧かん誘ゆう活動と間違われるのだろう。

「実は私、所用で遅おくれてしまいましてね。シシルさんたちなら中で待っていると思うので、一いつ緒しよに入りましょう」

「そうですか」

　とは言え、平日は平日。

　さほど並ぶこともなく、チケット売り場で財布を出そうとすると。

「ああ、ここは私が」

「お前などに施ほどこしを受ける義理はありません」

「そう邪じや険けんになさらずに。以前にシシルさんがご迷めい惑わくをかけたお詫わびということで」

　と言って、一万円札を出してしまった。結局睡蓮は紙し幣へいを出しそびれ、大人二枚のうちの一枚をもらうこととなった。

　ゲートを抜ぬける。

（……）

　それは一種の結界だ。

　鳥居をくぐるようなものだと、睡蓮は思った。

　今いる世界を世せ俗ぞくと言うのなら、ここはそんな世俗からさらに一歩、切り離はなされた世界。

　食べることも暮らすことも、過去のことも未来のことも関係なく、ただただ〝今〟だけを楽しむためだけに創つくり上げられた世界。

　メガフロントにせよ、この遊園地にせよ、歴史も伝統も業も関係無しに、ポンと魔ま法ほうのように異世界を創り出す。話に聞いてもさほどどうとは思わないものが……実際目まの当たりにしてみると、つくづく、人の子とは大したものだと感心せずにはいられなかった。

　それが……まだ姉と出会ったばかりの頃、彼女がやたらと外の世界を見せたがった理由なのだろう。当時は鬱うつ陶とうしくも思えたが、今はなんとなく、わかる。

「……どうかしましたか、名護屋河さん？」

「いえ。こういった場所には、ほとんど立ち入ったことがありませんから」

　見み渡わたす限りの人々は、このベネトも含ふくめ、今の自分のようにそれに驚おどろきを感じることもなく、与あたえられた楽しさを当たり前のように享きよう受じゆしている。

　言い換えるなら、自分にはまだまだ、社を出てから数年も過ぎたというのにそれでもまだ、それほどまでに世俗の常識というものが欠けているのだろう。

　事実。以前に一度、鈴蘭に、別な遊園地へ連れて行かれたときには……まだ、そんな感かん慨がいを抱いだくことすらできなかった。

「ですけど名護屋河さん、楽しそうで何よりですよ」

「っ……そ、そうですか……」

　楽しそうな顔をしていただろうか。

「はい。私なんかはシシルさんからの伝聞でしか知りませんでしたし、もっと気難しい人なのかと……」

　広場の噴水前に行くとよく目立つ目付きの女が立っていた。その独特の雰囲気は、なんだか遠くからヒデオを見付けたような感慨を思い起こさせた。

「ここまで一人で来れましたか、キリングマシーン」

　足あし下もとのブーツからほぼ白一色。フレアスカートのワンピースにショート丈たけのコート。

「……なんというか。お前は、似合いませんね」

「な……」

　睡蓮の思ったままの言葉に二の句が継げなくなったシシルを見て、隣となりにいたショートカットの少女が大いに噴ふき出した。

「あっはははっ、でしょー？　シシルってば修道服がハマり過ぎって言うか、修道服以外何着ても似合わないんだよねー」

　かく言う彼女は、ショートパンツに色柄がらシャツにショート丈のジャケットと、快活な印象でまとまったカジュアルな出いで立たちだった。ついでに言えば、それがあどけない笑顔と声にもよく似合っている。

「お前は？」

「あ、私アンネマリー。よろしくね、睡蓮」

　握あく手しゆ。

　気配からしてあけすけで、悪い娘むすめではなさそうだ。

「でも神父もナイよねー。モナコやベガスじゃないんだからさ。ただの詐さ欺ぎ師しじゃんそれ」

「ええっ!?　ちょっと、詐欺師はひどすぎませんか!?　せっかく皆みなでお出かけするというから、精せい一いつ杯ぱいお洒落しやれしたつもりなんですよ、これでも……！」

　シシルが咳せき払ばらいを一つ。

「二人とも、あまり浮うかれないように。遊びに来たわけではありませんよ」

「じゃあ何しにきたのさシシル」

「遊園地ですよ、シシルさん」

「修しゆ行ぎようと言ったはずです」

　生き真面目まじめな声でシシルは言った。

「繰くり返しますが、ここまではちゃんと一人で来ましたか、キリングマシーン」

「造作もないことです」

　パスカは万ばん能のうだ。

「なるほど、いいでしょう。では次に、遊園地へ来たら当然、何で遊ぶかという話になります。差し当たり、あそこにあるメリーゴーラウンド辺りが」

「あれに乗ります」

　睡蓮はシシルが指したのとは真逆の方向、園内でもひときわ高くそびえ立つ鉄てつ塔とうを指差した。ロケットのような轟ごう音おんと共にシートに固定された乗客が塔のてっぺんまで一気に上じよう昇しよう、息つくまもなく、そのまま地上付近まで自由落下してくる。

「「……なんですかあの悪あく魔まの乗り物は」」

　シシルとベネトが塔を見上げたまま声を揃そろえたので、睡蓮はパンフレット片手に説明した。

「『スチームロケット』という名前のアトラクションで、アメリカの原子力空母に使用されているのと同じ仕組みの蒸気カタパルトで、あの地上六十メートルまで二・五秒で打ち上げるそうです」

「えーっ、面おも白しろそう！　乗ろう乗ろう！」

　はしゃぐのはアンネマリーばかり。

　振ふり返ったシシルはかなりの真顔だった。

「あなたたちは死ぬつもりですか」

「また随ずい分ぶんと論理を飛ひ躍やくさせましたねお前は」

　呆あきれ気味の睡蓮にシシルが食い下がる。

「あんなものに乗ると地じ獄ごくへ堕おちますよ」

「……お前は心臓病でも患わずらっているのですか？」

「私は至って健康です」

　そこで気付いたように、アンネマリーがにやけた。

「あれ～？　ひょっとしてシシル、怖こわいの～？」

「誰だれもそんなことは言ってませんよ」

「ああなるほど、怖いのですか。精せい霊れいの庭のキリングマシーンも存外大したことありませんね」

「なっ……」

　睡蓮が素す直なおに思ったことを言うと、シシルが言葉を詰つまらせた。

「まあ誰しも得手不得手はあるでしょう。恥はずかしがることはありません。では私はアンネマリーと行ってきますから、お前はそこのメリーゴーラウンドで子供たちとぐるぐるしていなさい」

「っ……、待ちなさい。誰が乗らないといいましたか」

「そうですか」

「よーっし決まりっ！　じゃあ行こう！　神父ももちろん乗るよねー？」

　ガッタガタガタガタ。

「もっももっ、もちろんですよ、女の子でも乗れるものに、どうして男の私がっががっ、はははっ……」




　十分後──。




　終始笑顔のアンネマリーが万ばん歳ざいしながら言った。

「すごーい！　面白かったー！　一瞬だったけど」

「そうですね。一瞬でしたがなかなかのＧでした。最初の小手調べとしては、こんなところでしょう」

　実際、一瞬過ぎて人気がないのか、単に客の回転が早いだけなのか、行列に待たされる必要がないのは良かった。

「い、異教徒どもめっ……」

　横を見ると、見開かれたままのシシルの瞳ひとみに涙なみだが滲にじんでいた。

　ベネトに至っては魂たましいの抜けたような顔をして、ズレたままのサングラスを直そうともしなかった。

「シシル、異教徒とか良くないって言ってたじゃん……」

「……ですが征せい服ふくしてやりましたよ、この私は」

「その意気です。では次はあれに乗りましょう」

　睡蓮が指差した先には、複雑怪かい奇きな空中回かい廊ろう……いわゆるジェットコースターのレールが、延々と曲がりくねっていた。

「待ちなさいキリングマシーン」

「なんですかキリングマシーン」

「あなたは、さもこういう世俗にまみれた場所とは縁えん遠どおい幸さち薄うすいような顔をしているくせに、なぜそんなに慣れているのです」

「別に遊園地自体は初めてというわけではありません」

　一度、世の中には面白いことがいっぱいあるってことを教えてやろう、と意気込んだ姉に無理やり連れて行かれた経験があった。その後はなぜか二度と連れて行ってもらえなくなったが。

「シシルってば修行にかこつけて睡蓮のこと悲鳴の一つも上げさせて楽しもうと思ったけど、日本の絶ぜつ叫きようマシンが予想外にすごすぎて困った感じ？」

「……そんなことはありませんよ。この私に限って」

「では乗りましょう」

「あ。う……」

　足取りの重いシシルの手を引き、睡蓮は歩き出した。

「ほらー、神父も男のクセにいつまで主の御み許もとにお邪じや魔ましてるわけっ……」

　アンネマリーもえっちらおっちら、神父の背中を押して歩き出す。

「へっ!?　ええっ!?　まだ乗るんですか!?」

「まだ一回しか乗ってないじゃんっ！」

　睡蓮は呆れ気味に溜ため息いきをついた。

「自動運転のオープンカーに乗るようなものでしょう。お前たちは何がそんなに恐おそろしいのですか」

「「オープンカーは普ふ通つう、宙返りをしません」」




　　　　④




　魔殺商会の公用車というフルスモークの防ぼう弾だんベンツに乗って、ヒデオと鈴蘭はメガフロントにできた大型遊園地、メガフロンティアの駐ちゆう車しや場に到とう着ちやくした。

《こちらマスク１！　総そう帥すい、どうぞ！》

　クルマから降りたところで、先行していた偵てい察さつ部隊からの連れん絡らくだった。

「こちら総帥。何かわかったか？」

《大変です、どうやら相手は外国人のようです！　結構ハンサムで鎖くさりとかつけてチャラチャラしてる上に、睡蓮さんの他に二人も女の子連れてますよ！》

「なんだと!?」

《こちらマスク２！　一人の女はなんかすごくおっかない眼めをしていますが、もう一人の女の子はどう見ても十代半ばくらいでキャピキャピしててかなり可愛かわいいです！　畜ちく生しよう！》

「キャピキャピってお前……いや、今はそんなことはどうでもいい。くっ、私の妹をそんな取り巻きの中の一人みたいな扱あつかい方しやがって」

　すっ、と。

　ヒデオは黒いヘルメットを被かぶった。

「……では、いいのですね。総帥」

「おお……ついに殺やる気になってくれたか、ヒデオくん」

　覚かく悟ごは決まった。

　睡蓮がたぶらかされてどうだという個人的な感情からではない。全国一千万同志の名にかけてモテ男が気に入らない。

　ただ、それだけだ──。

〝最近のヒデオも傍はたから見たら相当そんな感じよ？〟

　イロモノは数に入らないからいいんだ。

「でも場所が場所だけに堅かた気ぎのお客さんも多いみたいだし、とりあえず一人になった隙すきを見てさらっちゃおう。締しめ上げるのは、そのあとでゆっくりやればいいし」

「……了りよう解かい」

〝久しぶりに負のオーラ出まくりねぇ……〟

《こちらマスク３、裏口を押さえました。団体様フリーパスです、どうぞ》

「よーし、作戦開始だ！」

「「「おーっ！」」」

　大勢の全身タイツが気勢を上げた。




　　　　◆




「ヴァッファンクーロッ……、に、日本人は、悪魔ですかっ……」

　泣いてはいないが、完全な涙目でシシルが呟つぶやく。睡蓮は少し困った気持ちで言った。

「こういったものは、アメリカの方がもっとすごいと聞きましたが」

「どっちにしろヨーロッパの方ってこういう過激なのばっかりって遊園地は少ないもんね！　あー楽しかった！」

　アンネマリーが万歳しながら左右に揺ゆれる。

　日本も別段、そういう遊園地ばかりというわけでもないのだが……睡蓮は、横のベネトが青い顔をしているのに気が付いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ベネト」

「うぅ……すみません名護屋河さん。目が回ってきたので、私はもうこの辺でギブアップさせてもらいます……」

「なっさけないなぁ、もう。まだ三回しか乗ってないのに」

　アンネマリーが唇くちびるを尖とがらせたところで、シシルが言った。

「お茶です。お茶にしましょう」

「あ、そう言えばちょうどそんな時間だね。じゃあ私たちで何か買って来るから、神父はそこのベンチで休んでてよ。何がいい？」

「私は……何か気分がさっぱりするような、果くだ物もの系のジュースで……」

「はーい」

　女の子たちが、去っていく。

（……）

　オブジェの物もの陰かげで、ヒデオは歯は嚙がみした。

　高校生くらいの少女の方は無む邪じや気きそうで、報告通りに可愛かった。白しろ尽ずくめの女の顔は見えなかったがなんか綺き麗れいなブロンドヘアでスタイルも良さそうだし、おっかない目をしているらしいが結局は美人なのではないか？

　そして男の方は辿たどり着いたベンチにどっかともたれかかる。

　見ろ、あのだらしない尊大な態度を。

　スカしたミラーコートのサングラスをかけてチャラチャラ鎖くさりを付けやがって。

　そして……フードコートの方へ向かった睡蓮たちの姿が、完全に消えた。

「では。行こう」

「「「応」」」

　全身タイツの中でも選えりすぐりの面子メンツが呼応する。ただし、身に纏まとうのは普通のそれではない。全員がヘルメットを着用し、一人は赤。一人は青。一人は緑、一人は黄色。そしてヒデオは黒。

　こういった場所で〝仕事〟を行うときに違い和わ感なく周囲に溶とけ込めるよう極ごく秘ひ裏りに開発され、社員の中でも選ばれし者だけが装着することを許された、その名も『ヒーロー戦隊風レンジャー型全身タイツ』であった。

　正義の使者としてあくまでも自然に立ち上がり、正義の使者としてあくまでも悠ゆう然ぜんとその男へと歩み寄り、正義の使者として敢かん然ぜんと取り囲む。

　気付いた男が呆あつ気けに取られたように言った。

「え……なんですか、あなたたちは？　私に何か用事……でしょうか？」

（……。）

　あれ？　なんかこの顔と妙みように丁てい寧ねいな声、最近どこかで……。

　とか思っているうちに。

「魔まつ殺さつレッドっ！」

「魔殺ブルーっ！」

「魔殺グリーンっ！」

「魔殺イエローっ！」

「ま、魔殺、ブラックっ」

　しゅざざっ！

「「「悪いやつらを許さない！　正義戦隊・魔殺レンジャーここに登場っ！」」」

　……恥はずかしいが、ヘルメットのおかげで顔が見えないと意外とできるものだとヒデオは思った。

　男はのんきに笑って拍はく手しゆなどしている。

「ああ、なるほど、何かのショーの？　ですけど……そういうのは私なんかより、もっと幼い子供たちにしてあげた方がよろしいのでは……？」

「やかましい、我々は貴様に用があるのだ」

「ちょっとツラ貸してもらおうか、兄さん」

　ブルーが男の肩かたに置こうとした手を……男は軽々とひねり上げた。

「いてっ、いてててっ!?　放せこいつ！」

「貴様、抵てい抗こうするかっ！」

　イエローが殴なぐりかかると、ブルーを突つき飛ばして拳こぶしをかわし、次に突とつ進しんしてきたグリーンは足あし払ばらいをかけられベンチに突っ込んだ。

「くっ!?　こいつ、チャラチャラしてるくせに……！」

「……どういう理由かはわかりませんが。よい子のお友達向けのアトラクションにしては、少々過激すぎませんか？」

　男が声を低くしてサングラスを外したところで、あっ、とヒデオは思い出した。

（……）

　まずい。

　シシルの仲間の人だ。

（…………）

　いや、だが待て。なぜまずい？　顔見知りだから？

　そうじゃないだろう。

　どういう理由があれど、この男が二人もの女の子を連れ歩きつつも睡蓮をたぶらかしたことは揺ゆるぎ無い許されざる事実！　カソックを着た聖職者の姿は偽いつわり！　この男に、騙だまされていたのだっ……！

「ど……どうする、ブラック！」

「落ち着け。応おう援えんを、呼ぼう」

　ヒデオは腕うで時計型通信機のスイッチを押し込んだ。

「総帥。コード[image: ]アルフア」

《おお？　あいつらやられちゃったの？　獲え物ものは格かく闘とう家か何か？　まあいいや》

　他の四人だって魔殺商会の中でも選ばれし実働隊員である。それらがしぶとく立ち上がる頃ころ、わらわらわらと百人近いノーマルタイプの全身タイツが団体で現れ男を取り囲んだ。

「ちょっ……!?　ちょっと、ほんとになんなんですかあなたたち!?」

　ヒデオは男に向かって、容よう赦しやなく手を振ふり下ろした。

「かかれっ」




　わあああああああああああああああああ……！




　　　　◆




「……あの屋台はなんですか、キリングマシーン」

　シシルに問われて暖の簾れんを見る。

「蒸気パン……？　ああ。あれは確か、長は谷せ部べ先せん輩ぱいから聞いたことがあります。Ｎ潟がた県の名物……。いや、確か特産……。ではなく、郷土料理………でもなかったと思いますが。まあ、Ｎ潟県阿あ賀が北きたの何かです」

「ここは東京のはずでは？」

「わたくしに聞かれても困ります」

「ねぇシシルまだ買うのー？　神父も待ってるんだしさー……」

　毎度のことのように呆あきれ気味にジュースをすするアンネマリーだったが、広場の方から賑にぎやかな声が聞こえてきた途と端たん、面おも白しろいものでも見つけたようにパッと表情を輝かがやかせた。

「あ、ねえねえ、ヒーローショウやってるって！　見に行こうよ！」

　するとシシル。

「戦うやつですか？　あんな野や蛮ばんなものを喜んでいると地じ獄ごくに堕おちますよ」

「お前の価値観も大たい概がいですね……」

　睡蓮が言うと、アンネマリーは見えないそちらをジッと見つめたままきょとんと首を傾かしげた。

「あれ？　神父、戦ってる……？」

「そんなもの、お前はここからわかるのですか？」

「うん、まあなんとなくだけど。あ～、あれだねきっと。結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しみたいな格好してるから、悪役として舞ぶ台たいに上げられてたりして」

　シシルが得心したように頷うなずいた。

「お人好よしというか、頼たのまれると断れない男ですからね。では私たちはもう少し見てからでもいいでしょう」

「神父のやられっぷり見に行こーよーっ!!」

　シシルとアンネマリーのベクトルの正反対っぷりが、睡蓮は見てて面白かった。




　　　　◆




「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！　き、きりがありませんねっ……！」

　百対一ながら、ベネトはすでに五十人抜ぬきほどしていた。

「ぐぬ……！　つっ……強いぞこいつっ……!?」

「ていうか、いくらなんでもさすがに強すぎないかっ……!?」

　全身タイツの戦せん闘とう員が、死し屍し累るい々のようにぶっ倒たおれている様は壮そう観かんですらあった。しかもなまじ手間取ったものだから、遊園地側の企き画かくと勘かん違ちがいしたギャラリーが集まり始めている。

（……）

　まあ、シシルの仲間であるからして一種のこちら側、いわゆる業界人だ。しかも派は遣けんされて来ているからには、向こうもやはり実働戦闘系ということか。

　だがあまり長引かせると不利になる一方だ。睡蓮たちが戻もどって来てしまっては、いよいよ勝ち目なんかなくなってしまう。

「はぁ、はぁ、いっ、いい加減にしてもらえませんかねっ……!?　せめて理由と、目的だけでも教えていただけると助かるんですがっ……!?」

（……）

　作戦変へん更こうだ。

　ヒデオ……魔まつ殺さつブラックは、拍手を始めた。

　ギャラリーも、全身タイツの仲間たちも、皆みな何事かと視線を向けたが、それでよかった。

　一歩進み出て、拍手を続けたままヒデオは言った。

「おめでとう、神父。君は見事、このチャレンジアトラクション、『ヒーローファイト』で五十人抜きを達成した。今日から君も、我々、魔殺レンジャーの仲間だ」

「へ？　え？」

　戸と惑まどうベネトをよそに、理解の早いギャラリーの方からは、ああそういうことかと拍手と歓かん声せいが沸わき起こる。

「あっ……ああいや、私もそんなつもりはなかったんですが……ああ、どうも！　どうもどうも……！」

　場の雰ふん囲い気きに流されて、手など振って観衆に応こたえるベネト。

　これでいい。これでいいのだ。

　一度騒さわぎを収めて油断を誘さそう。内心でほくそ笑みつつ、ヒデオはさらに続けた。

「ついては、賞状と。記念品の授じゆ与よを行うので、我々について来たまえ」

「ああ、はい。そういうことでしたら……」

　そうして裏口へ連れ出してしまえば、目立つ騒ぎは収まり、睡蓮たちとも隔かく絶ぜつできる。

　お人好しの、甘ちゃんめ──。

　そう、思ったときだった。

「……ところであなたは、どうして私が『神父』だということを知っているんでしょうか？」

　……。

「……それにその声。背格好。どうも最近、どこかで……」

　ヒデオはなりふり構わず距きよ離りを開け、腕時計型通信機のスイッチを入れた。

「総そう帥すい、コード・[image: ]ガンマっ」

《了りよう解かい！　カタパルト準備！　いっけぇ！》

　すぐに、空の高いところから声が聞こえてきた。

「だんちゃあぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～く」

　ヴィゼータが降って来た。

「いまっ！」

　げしんっ!!

　あらぬところから側頭部を蹴けっ飛ばされたベネトが、ぐらんごろんとレンガ敷じきを転がっていって。

「急角度キィック！　であります☆」

　どげしんっ!!

　遅おくれてもう一人降って来た、片目をバンダナで巻いた女の子にも同じように蹴られて噴ふん水すいの中に水すい没ぼつした。

　ヒデオはノーマル戦闘員へ向けて手を振る。

「今だ、急げっ」

　わらわらと蟻ありの群れが餌えさを運ぶようにベネトをサルベージした、そのとき。

「……何をやっているのですか、お前たちは」

　睡蓮たちが戻ってきてしまった。




　　　　⑤




「あははっ！　あははははははっ！　神父ほんとにやられてる～っ！　あっははははははははははっ！」

　くたびれたゾンビのように担かつがれたベネトの姿がよほど面白かったのか、涙なみだ流して笑い転げるアンネマリー。シシルはホットドックを一口で半分ほどかじって言った。

「ずぶ濡ぬれではありませんか。噴水にまで飛び込むとは、お人好しというかノリが良いというか」

「そういうことではないと思います」

　睡蓮は冷めた目で一息。

　見慣れたくもないのに見慣れてしまったトンチンカンな全身タイツどもは、どう見ても姉の手先だった。その証しよう拠こにヴィゼータと、沙さ穂ほまでいる。

「姉上の指示ですか」

　冷ひや汗あせをかきながらヴィゼータが後あと退じさりした。

「え……え～と……睡蓮、その目は怖こわいからね？」

　一方、沙穂はベネトを指差し妙みようなことを言い出した。

「睡蓮殿どのは、この男に騙だまされているでありますよ」

「騙されている……わたくしが？」

　そうそう、とヴィゼータが頷いた。

「睡蓮このところ様子がおかしかったよね？　だからみんなで男でもできたんじゃないかって心配してたら案の定、ほら」

　ヴィゼータが、今度は後ろのシシルとアンネマリーを指差した。

「二人も三人も女の子はべらしてるような男は、ワタシもダメダメと思うよ？」

「な……何を言っているのですか。間ま違ちがっても、そういうわけでは」

「じゃ、急にテレビ見始めたり、オシャレ雑誌読んだり、スマホのカタログ見たり、なんでなんで？」

「えっ……？　いやっ……、そ、それは、そのっ……」

　そんな馬ば鹿かな。

　ごく自然に当たり前に振ふる舞まっていたつもりなのに、そこまで怪あやしまれていただなんて……。

　睡蓮が泡あわを食っていると、アンネマリーが言った。

「えっ、えっ？　ちょっと待って。その話ほんと？　睡蓮、神父にコナかけられたの？」

「いえ、わたくしは、そんなことはっ……」

　しどろもどろしているうちに、全身タイツたちまで口々に声を上げ始める。

「そうでなくば清せい楚そを絵に描かいたような純じゆん粋すい可か憐れんな我らの睡蓮さんが世せ俗ぞくにまみれるような真ま似ねをするものか！」

「そうだ！　しかも相手がよりにもよって巫み女こさんの何たるかも理解しない外国人だと!?　ふざけるなっ！」

「睡蓮さんに似合うのは赤い袴はかまであって間違っても赤い靴くつではない!!」

「金きん髪ぱつ美人とボーイッシュ美少女を連れていて何が不満なんだ!?」

「不公平だ！」

「不平等だ！」

「この世界は間違っている！」

「よって我々はこの男を断罪し処しよ罰ばつしなければならないッ──!!」

　わーわー！　わーわー！

「ちょ、ちょっと待ちなさいお前たち、わたくしはですねっ……！」

「わかりました」

　物静かだが、よく通る声でシシルが言うと、シュプレヒコールは一いつ旦たんは収まった。

　続けてシシル。

「とりあえず、その男をこちらへ渡わたしてください」

「だめだ！　君たちもまだ若い身空、よく考えろ！　同じ男を選ぶなら、もっと一人だけを大事にしてくれるたとえば我々のような……！」

「そうではありません。その男が聖職者としての道を踏ふみ外したことはこちらでも理解しました。断罪、処罰、粛しゆく清せいはこちらで行います」

（えっ……。）

　ええ～っ……!?

「し、シシルっ!?　わたくしは別にっ……！」

「実情はどうあれ、これだけの大事になるということは、このベネトにそれに見合うだけの落ち度があったということです」

　アンネマリーも頭の後ろに手を組み、呆あきれ顔で言う。

「まあそれを抜ぬきにしたって、こんな大勢の集まるような場所でこの騒ぎはないよねー。私たちの本分に照らし合わせても好ましい結果とは言えないし……元老院に報告する？」

「当然しますよ」

「りょーかーい」

　……。

「さあ、身み柄がらを渡してください。邪じや魔まをするならあなたたちも排はい除じよされますよ」

　シシルの表情、声は、あの川原でフォースに向かって言ったときのそれだった。

　見開かれた金色の瞳ひとみの威い圧あつ感に、全身タイツたちはおろおろと……指示を仰あおぐように、一人だけ黒い全身タイツの方を見る。

　黒いのは、うんうんと大おお袈げ裟さに首を上下させた。

　するとシシルは気絶したベネトの首根っこどころか、乱れた髪かみをぞんざいに摑つかみ上げ。

「そのようなわけで、キリングマシーン、私たちは急用ができました。続きはまた今度にしましょう」

「いえ、その……」

「あーん、もっといろいろ乗りたかったのにバカ神父ー。出先で女の子にちょっかい出すとかサイテーだよもう……じゃあまた遊ぼうね、すいれーん！」

　大きく手を振ふるアンネマリーへ、睡蓮は呆あつ気けに取られたままひらひらと手を振り返し……ベネトは、気絶したままずりずりと引きずられて行った。

　沙穂が言う。

「これは、勝利でありますか？」

「そのとーり！　悪は潰ついえた！　ワタシたち悪の組織の大勝利～!!」

　ヴィゼータの掲かかげた拳こぶしに、全身タイツたちは歓かん喜きにむせび泣いていた。

　睡蓮はてくてく、さっきの黒い一いつ匹ぴきの下もとへ行くと、その肩かたを摑んだ。

「ヒデオ」

「はい。……あ。いや。僕は、ブラッ」

「一いつ切さい合がつ財さい話しなさい」

「はい……」

[image: ]




　　　　⑥




　何をアホなことをやっているのかと、鈴蘭と一いつ緒しよに正座をさせられてお説教を受けたヒデオ。

　睡蓮の話ではベネトに会ったのはあの試験場が初めて、まともに話をしたこと自体があの遊園地でが最初のことらしく、なぜテレビや雑誌やカタログを見たりしたのかは、結局謎なぞに包まれたままだった。

　そしてアパートに帰ってきたときには日付が変わっていた。

　疲つかれた。

「そう。それは大変だったわね、旦だん那な様」

「……」

　なんかもう別べつ荘そうか何かのように葉多恵に合あい鍵かぎを借りてリンゴのタルトをつつくエルシアは、機き嫌げん良さそうに微び笑しようしていた。

「まあ、どう見ても恋こいの熱ではなかったわね」

「……知って、いたと」

「ええ」

　でもエルシアは今、こう言った。

　恋の熱では、なかった。

「では……。何の、熱だと」

「さあ、何かしら。興味ないわ」

　……。




　　　　◆




　そして、宇宙海兵隊から受けた傷も傷きず跡あとも残らぬほどに癒いえてきて、ヒデオが職場復帰のため十日ぶりに出勤したある日のこと。

　業務の開始時間ではなく、いつも睡蓮に稽けい古こを付けてもらう早い時間に道場へ向かうと、珍めずらしく声がした。

　通常、この時間だと彼女は一人で精神統一のために座していることが多いのだが……自分が休んでいる間は、一人で鍛たん錬れんでもしていたのかと、挨あい拶さつがてら道場の扉とびらをそっと開けると。

「Ａ」

「……エー」

「Ｂ」

「ビーぃ」

「Ｃ」

「スぃー」

　……。

　何事かと思った。

　道場の真ん中で、シシルが差し棒でホワイトボードを示し、その前に正座した睡蓮がシシルの言葉を復唱している。

「チキン・イン・ザ・キッチン」

「ティキン・いん・ダ・キティン」

（……。）

　家政婦ではないが、見てしまった気分であった。

「ボンゴレビアンコ」

「ヴぉンゴレビあんコ」

「カッペリーニ」

「クぁペリーニ」

「パルミジャーノレッジャーノ」

「ぱ……パルミジャーノ・レッジャーノ！」

「完かん璧ぺきです！」

　カッと目を見開いたままのシシルが、ガッと拳を握にぎった。

「かっ、完璧ですか……!?」

「わずか十日ながら大した成果です。初日はさすがの私もどうしようかと思いましたが、これでこの先あなたはいついかなる横文字でも、一点の曇くもりもないカタカナで発音することができるでしょう」

「ほ……、本当ですか……!?」

　睡蓮ならずとも、ヒデオもそう思った。

「本当です。……あなたもそこで聞いていたでしょう、闇やみ使い」

　扉の隙すき間まから覗のぞいていたくらい、さすがにバレていたらしい。

「ヒデオっ……いつからそこに！」

「いや。つい、さっき」

　睡蓮が赤い顔をしていたが、秘密のことだったのだろうか。

「というか。二人で、何を」

「見てわかりませんか。常識を教えていたんですよ、この私が」

　それは見ただけではわからなかった。

「し、シシル、そのことはっ……」

　と、妙みように睡蓮があたふたしている。

　いや待て。

　常識を教えていた……。

　常識？

（……）

　一人でファーストフードを買ってくる。

　テレビを見る。

　ファッション誌を読む。

　スマートホンのカタログを……。

「その。聞きたいのだが。ひょっとして……」

「っ……。な、なんですかっ、ヒデオ……」

「君の。ライフスタイルに、変化が起きたのは……つまり」

　シシルが首しゆ肯こうした。

「常識を教え込んだからです……、この私がっ」

　カッ、と見開かれたシシルの瞳はいつものことだが……自信たっぷりとは、こういうことを言うのだろう。

「ＴＰＯをわきまえ、多機能情報端たん末まつを使いこなし、グローバリゼーションに対応できるワールドワイドな視野を得るために、諸外国を特集する番組の視し聴ちようを勧すすめましたよ。そして身に付けた常識を使いこなす実じつ践せんの意味も含ふくめて、先日は一人であの遊園地まで来るよう言いました。この私が」

　……。

「いや、しかし……。そうなら、そうと」

「キリングマシーンはプライドの高い女です。歴史ある名家の当主が誰だれかに常識を教えてもらっているなどと、恥はずかしくて知られたくはなかったのでしょう」

「少し黙だまりなさいお前はっ……！」

　ぐぐぐ、と首を絞しめようとする睡蓮の手を、ぐぐぐ、と同じだけの力で押し返すシシル。

　実はこの二人、相当仲がいいのだろうか。

　ともあれ……。

（……。）

　事実を知ったヒデオはぼそぼそと頭を搔かき、なんとも言えぬ馬ば鹿からしい気分になった。今度はまた別な意味で鈴蘭たちに言っていいのかどうか、判断の付かぬほどに。

「しかし丁度いい機会です。キリングマシーンに何か横文字を言ってみなさい、闇使い」

　そんな、ロボットのＡＩ実験でもあるまいし……しょうがないから付き合ってやろう、くらいの軽い気持ちでヒデオは言った。

「では……、ハンバーグ」

「ハンバーグ」

　睡蓮の言葉には、紛まぎれもなくカタカナの響ひびきがあった。

　少なくとも、以前までのひらがなっぽさは微み塵じんも感じられなかった。

「ば……。馬鹿な」

「馬鹿はお前です」

　ヒデオは睡蓮にやおら投げられた。

「お前はわたくしを何だと思っていたのですか。普ふ段だんからそのように言っていたはずです」

　それは明らかにダウトだと思ったが、そうなると確かく認にんせずにはいられない。

　起き上がって、再び口にした。

「クリック」

「クリック」

「ドラッグ＆ドロップ」

「ドラッグ＆ドロップ」

「ＨＴＭＬ」

「ハイパーテキストマークアップランゲージ」

　ヒデオは驚おどろきのあまりその場ですっ転んだ。

　それはちょっとすごすぎないか……!?

　そんな愕がく然ぜんとした心持ちでシシルを見ると、彼女は妙に勝ち誇ほこるような態度で言った。

「毎日欠かさず修しゆ行ぎようを受けたおかげです、この私の」

　一体何をどう教えたというのか。

　種明かしをすれば睡蓮は元より理知的で努力家であり、普ふ通つうの人間が専門用語等の細かいことを気にせずなんとなくで慣れてしまうところを、『パソコンを上達する』一心で理解を深めてしまっていただけなのだが。

　そんなわけで睡蓮の方も、驚くヒデオの様子に本当に自分が変わったのだと自信を付けてこう言った。

「名護屋河家の当代たる者、パソコンやインターネッツくらいはできて当然です。もうじきブラインドタッチもマスターする予定です。もうＩＴ関連でお前に大きな顔はさせませんから、そのつもりでいなさい」

「それは……素す直なおに。いいことだと、思うが」

　睡蓮が小首を傾かしげた。

「思うが……なんですか？」

　ちょっと気になることがあった。

「……ベネト神父は」

　思い出したように睡蓮が瞬まばたきし、シシルを振ふり返る。

「彼であれば今いま頃ごろ、集中Ｉ治Ｃ療室Ｕで元老院からの査問を受けているはずですよ。それが何か？」

「「……」」




　睡蓮は、横文字をカタカナで喋しやべれるようになった。







　あとがき




　デビュー十一年です。十周年を過ぎていよいよ何の話題性もなくなったので、初心に返るつもりでデビュー時のことを軽く振ふり返かえってみようと思います。

　その頃ころの私は新にい潟がた市内の集中集配局で深夜勤オンリーのアルバイトをしておりまして、休きゆう憩けい時間にふとロッカーから携けい帯たい電話を取り出すと不在着信が十件ほどガーッと並んでいて「何これ怖こわい」と思ったらメールに受賞の旨むねが知らせてありました。一度編集部に電話が欲しい、とのことだったのですが、何せ相手は大だい企き業ぎようです。午前九時過ぎだったでしょうか、仕事から帰るとなけなしの勇気を振り絞しぼって電話しました。

受付《うちは午前十時からの会社ですので（眠ねむたい声）》

　思えばこの時から、何にとは言いませんが既すでに敵てき愾がい心しんのようなものを抱いだき始めていたことは否定できない事実です（減点１）。その後、とりあえず一度会って話をしたいからということで編集部への呼び出しを喰くらいました。何の遠えん慮りよもなく平日にです（減点１）。

　東京に着いたところで金になるかどうかも怪あやしい人間に出で迎むかえなどあるはずもなく飯いい田だ橋ばしを彷徨さまよいながら本社に到とう着ちやくするも受付で「隣となりのビルです」と軽くあしらわれ（社屋が編集部棟とうも入れると三つほどありました。減点１）、なんでそういうこと事前に教えてくれないのかなーと思っていると奴やつが現れました。そう、伝説Ｘの登場です。

　しかしながらその頃は氏を形作るそんな伝説的なバックボーンなど知る由よしもなく、受賞作についてはそこそこに、あとはひたすらエロゲの話で盛り上がっていたような気がします。後に編集長となり、お・り・が・みで私の才能を見み出いだしてくださったＮ閣下とお会いしたのも、この日が最初だったように記き憶おくしております。Ｎ閣下も失礼を承知で申し上げれば相応にユニークな性格の方で、そんなお二人に育てられた私がこのようなラノベ屋となったのも無理からぬ話と言えるのではないでしょうか（意訳・俺は悪くない）。

　それから受賞作を出版するにあたっては、三ヶ月ほど原げん稿こうを直し続けたでしょうか。最後に著者校と言って、一度入稿されて校正さんのチェックが入った原稿の著者自身による最終確かく認にん行程がありました。もちろん何もかも初めての経験です。





　俺　「この著者校っていうの、何もわかんないんですけど。『ママ』ってなんですか」

伝説Ｘ《あー、ごめんごめん。ママは『そのまま』って意味》

　俺　「はい、どうも。『ママイキ』は？」

伝説Ｘ《それも同じような感じ》

　俺　「はい、どうもどうも……（じゃあなぜママとママイキがあるのだろう？）」






　それから十年。秋葉原某ぼう所しよ。会食中。


　俺　「へー、なるほど。校正規則なんていうのがあるんですね」

ｍ閣下「えっ」

担当Ｗ「えっ」

　俺　「えっ？」

ｍ閣下「あの……林さん、もらいませんでした？」

担当Ｗ「普ふ通つう、デビューした先生にはすぐにお送りするんですけど」

　俺　「あれ……？　普通、もらうんですか？　そういうの」

ｍ閣下「だってそれがないと著者校ができないというか……今までどうしてたんです？」






　どうって言われましても……。

　十周年なのでなんかください、と言ったら校正規則表（コピー）が送られてきました。

　つまりデビュー十年目にしてようやくプロとして認められたということですね！

　そういうことでいいんですよね!?（半ギレ）

　はい、じゃあこれからはラノベ屋なんてスレた言い方をやめて、真のライトノベル作家として清く正しく真面目まじめに頑がん張ばっていく所存ですのでよろしくお願い申し上げます。

　ちなみに真デビュー作は『ミスマルカ興国物語Ｘ（エックス）』です。




　……いくら私でもそんなオチを狙ねらうために生きてるわけじゃないんですが。

　イラストレーターの上田さん、今回は熱い表紙をありがとうございます。萌もえもいいですが燃えもとても良いものです！　今年もまた一年、よろしくお願いします。

　そして担当Ｉさん、今のラノベ業界で当たり前のように男だらけの表紙を指定するとか頼たのもしすぎて末すえ恐おそろしいというか、もうすでに怖……うん。お疲つかれ様でした。

　また読者の皆みな々みな様さまにおかれましては、校正規則も知らない（面めん倒どうなので今も大して覚えていない）私なんかの作品を熱心に応おう援えんしてくださり、ありがとうございます。今回、レイセンシリーズも大おお詰づめということで、ちょっとページ数が多めだったと思うのですがいかがでしたでしょうか。毎回、このくらいまで来ると本当に終わらせられるのか不安で仕方ないんですが、まあなんとか形にはするつもりです。

　つきましては最後まで、もうしばしのお付き合いを頂けましたら光栄です！

　二〇一三年　一月


林　トモアキ　　
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